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朝鮮全圖（アメリカ議会図書館地

理・地図部［Geography and Map 

Division, Library of Congress］

蔵､G7900 1887 .K3 Vault）  
 
1880年代に朝鮮半島で主要交通路の

「路上測図」をおこなった6名の日本軍

将校（磯林真三、渡邉述［逑？］、海津

三雄、岡泰郷、三浦自孝、柄田鑑次郎）

の調査ルートを年次別に示す図で、こ

の成果はのちに朝鮮二十万分の一図、

さらには「仮製東亜輿地圖」（100万分の

1）に集成され、日清戦争（1894－1895

年）に際して使用された。また『明治廿

七 八 年  日 清 戰 史』（参 謀 本 部 編、

1904－1907年）にみられる朝鮮半島の

大縮尺図もこれによるところが大きい。  



外邦図研究グループが日本国際地図学会特別賞を受賞 

 

2010 年 2 月 27 日（土）、日本国際地図学会、平成 22 年度通常総会（日本地図センター、2
階研修室）において、外邦図研究グループに対し、日本国際地図学会特別賞が授与された。こ

の「特別賞」は、毎年受賞者を決める「学会賞」とは異なり、地図学に特別な貢献があった人

や団体を対象とする賞で、数年前に同学会に表彰制度ができて以後、最初の授賞となるもので

ある。授賞理由に示されているとおり、外邦図研究ならびに外邦図デジタルアーカイブの構築

が評価されたものである。表彰式のあと、出席していた外邦図研究関係者とともに記念撮影を

行った。 
 

特別賞：外邦図研究グループ（代表 小林茂会員） 

 外邦図研究グループは，貴重な学術資料である外邦図について，地図学的・地理学的な研究

を行うだけでなく，それを集成し，デジタルアーカイブ化を進めてその公開を図ってきた。2008

年には日本国際地図学会定期大会でシンポジウム「外邦図の集成と多面的活用―アジア太平洋

地域の地理情報の応用をめざして―」を開催するとともに，機関誌「地図」に宮澤 仁・照内

弘通・山本健太・関根良平・小林 茂・村山良之を著者とする「外邦図デジタルアーカイブの

構築と公開・運用上の諸問題」を著し，活動の意義や成果を明らかにしている。さらに2009

年には，小林茂会員を編者とする『近代日本の地図作製とアジア太平洋地域』（大阪大学出版

会）を刊行し，アジア太平洋地域の国際的な視点も含めた研究成果を明らかにした。この一連

の活動は，日本の地図史料の保存と活用，地図文化の継承を図り，地図学の発展に大きく貢献

するものであると認められる。 

 

 
表彰式のあとの記念写真：左から今井健三、鈴木純子、清水靖夫、小林茂、宮澤仁、塚田野野子、金窪敏

知、山本健太の各氏 
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1. 本研究の経過 

 
(1)国土地理協会の助成の継続 

2005 年度より 5 年間の予定で継続されている財

団法人国土地理協会の外邦図研究グループへの助成

をうけた（2009 年度も助成金額は 200 万円）。 
 
(2)科学研究費の継続 

2007 年度より 3 年間の予定で採択された科学研

究費（基盤研究［A］）「アジア太平洋地域の環境モニ

タリングにむけた地図・空中写真・気象観測資料の

集成」が、2009 年度も継続された（代表者：小林茂、

2009 年度の直接経費：810 万円）。 
 
(3)データベース科研の採択 

 科学研究費、研究成果公開促進費（データベース）

「外邦図デジタルアーカイブ」（代表者：杉浦和子・京

都大）が採択された。2005・2007 年度に続く 3 度目

の採択である。今回の目標は、東北大学の外邦図に

よる、すでに公開中の「外邦図デジタルアーカイブ」

に未収録の図で、主に京都大学・お茶の水女子大学

が所蔵するもののスキャンをすすめ、既存のデータ

ベースに統合することにあり、これで大学が所蔵す

る外邦図のほとんどが、「外邦図デジタルアーカイブ」

に収録される見通しがえられた。なお「外邦図デジ

タルアーカイブ」は、http://dbs.library.tohoku.ac.jp/ 
gaihozu/により参照いただきたい。 

4)第 11回外邦図研究会を開催 

茶の水女子大学文

席者（敬称略、五十音順）： 

潤、牛越国昭、大浦

 
金 美英（大阪大・博士前期課程修了生）「日露戦争

 、『外邦図研究ニューズレター』No.6

 
 この発表に対して、 地図

い

 
(

 2009 年 5 月 23 日（土）に、お

教育学部 1 号館第 1 会議室において第 11 回外邦図

研究会を開催した。以下に示す 5 件の報告があり、

活発な議論が行われた。その後、懇親会（日本海庄や

茗荷谷店）が開かれ、盛会であった。 
 
出

熱田昌大、安藤公人、石原 

瑞代，太田喜美子、大槻 涼、加藤敏雄、金窪敏

知、亀井啓一郎、金 美英、河野泰之、小林 茂、

小林雪美、小室哲雄、佐藤礼次、清水靖夫、鈴木

純子、関根良平、高橋健太郎、沈 克尼、波江彰

彦、芳賀 啓、長谷川敏雄、福田智正、古市剛久、

馬 平、松田倫明、水野 勲、源 昌久、宮澤 仁、

村山良之、森田純平、山近久美子、山本和浩、山

本健太、山本晴彦、ヨサファット・テトォコ・ス

リ・スマンティヨ、渡辺信孝、渡辺理絵 

①

時の戦場で作製・使用されたと推定される地図に

ついて」 

この報告は

の 10～46 頁に掲載された同タイトルの報告をもと

にしたものである。大阪大学文学研究科人文地理学

教室所蔵の日露戦争関係地図について検討した。こ

れらを『明治卅七八年日露戦史』所収の地図や旧満

州 5 万分 1 地形図と比較し、日露戦争関係地図にみ

られる測量の様式、測図記号や地名記載などの特色

について報告した（写真1）。 

写真1 金美英氏による発表 

まず金窪敏知氏（日本国際

学会名誉会員）からコメントをいただいた（写真 2）。

金窪氏は、この発表題目とよく似たロシア人学者に

よる論文があることを指摘し、あわせてその内容の

概要を紹介した。これはヴェ・ヴェ・グルシュコフ

教授の「日露戦争の戦場の地図作製」で、19 世紀末

から日露戦争直前までにロシア軍がどのように満洲

地域の地図作製にかかわったかを論じているもので

ある（この論文については、本号 9-27 頁を参照）。 
 次に、この発表で検討した地図の入手過程につ

ての質問があり、地図はインターネットオークショ
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ンでまとめて購入したものであり、もともとの所有

清戦争時には先に戦時

熱田昌大（駒澤大・学）「駒澤大学における外邦図

 に有志の学部学生が集ま

氏（駒澤大）から

め、コンスタントに展示をするなどして学術資料と

成した東北大学関係者からの

小林雪美（国際子ども図書館資料情報課）「国立国会

 た小林氏

して、村山良之氏（山形大）や山本

た。

写真3 熱田昌大氏による発表 写真2 金窪敏知氏によるコメント 

者は不明であると回答した。また、地図における測

量者の記載に関する質問に対しては、「孤楡樹附近目

算並記臆測図」（5 万分 1）に「第十師団第三十九聯

隊第二中隊長歩兵中尉村岡俊太郎」と作製者が記さ

れていることを例示した。 
 さらに、牛越国昭氏は、日

測量班が現地に展開し、1894 年秋になって臨時測図

部が創設されたのに対し、日露戦争時には戦時測量

班は組織されず、臨時測図部と各部隊に配置された

測量班がそれぞれ地図作製を行っていたことを指摘

した。 
 
②

の整理状態について」 

駒澤大学では、2004 年度

って組織された「駒澤大学マップアーカイブス（外

邦図研究会）」によって外邦図の整理作業が継続され

ており、その作業状況について報告した（写真 3）。

また、作成中の『駒澤大学図書館所蔵 外邦図目録』

の一部が配付された。 
 この発表に対して、高橋健太郎

は、東北大・京大・お茶大の目録を参考にして目録

を作成していること、東北大・お茶大にない地図を

「×」で示しており、両大学に所蔵がないものがわ

かることが補足された。太田喜美子氏（駒澤大）か

らは、駒澤大学で外邦図の整理が始まったきっかけ

やその後の経緯についての報告があった。駒澤大学

ではかつて所蔵していた外邦図の一部が燃やされて

しまい、今も外邦図への理解は十分とはいえないた

して重要であることを訴える必要性が指摘された。

外邦図整理作業のスタートメンバーである大槻涼氏

（首都大・院）は、時間がかかっても学生の手でやろ

うとする点が駒澤大学の外邦図整理作業の特色であ

ることを説明した。 
 また、先に目録を作

意見として、村山良之氏（山形大）や関根良平氏（東

北大）は、駒澤大学で作成中の目録はデジタルアー

カイブ事業における外邦図のスキャン作業やアーカ

イブの情報更新を進める上で重要な情報源であり、

大学間、また、国立国会図書館との情報共有化を図

ることを要望した。 
 
③

図書館の書誌データから見た外邦図」 

長期間国立国会図書館地図室に勤務され

より、同館の NDL-OPAC における外邦図の書誌デ

ータの追加・更新、データ公開件数、書誌データの

作成・公開の基準、主なデータ項目と特徴について

報告された（写真 4）。また、NDL-OPAC における

外邦図の検索方法について説明された。さらに、

2009 年 5 月に外国地形図の索引図が公開され、外

邦図の索引図も年度内の公開を目指していることが

報告された。 
 この報告に対

健太氏（日本学術振興会特別研究員・東京大）からは、

東北大学でのデジタルアーカイブ作業の経験から緯

度・経度情報の重要性を指摘し、NDL-OPAC 
のデータに緯度・経度が追加されることを要望し
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また、索引図の作成過程に関する質問に対し、国立

文字やフォン

沈 克尼（寧夏社会科学院特邀研究員・寧夏回族自治

 国の兵要地誌に関する報告であ

告に対して、まず山本晴彦氏（山口大）か

 

く気象・水文に関する詳細な記載があり興味深いと

石原潤氏（奈良大）は、『支那省別全誌』

古市剛久（京都大）「（報告）ミャンマー国サイクロ

 に発生し、ミャンマーに甚大な被害

写真5 沈克尼氏による発表（右） 写真4 小林雪美氏による発表 
通訳を担当した高橋健太郎氏（左） 

国会図書館の索引図は Illustrator や Photoshop を

用いて作成されているとの回答があった。さらに、

河野泰之氏（京都大）からは外邦図の緯度・経度の

特定や他の地図との重ね合わせに際しての精度につ

いて質問があり、これに対する関根良平氏（東北大）

の回答として、東北大学では緯度経度の記入のない

地図について Google Earth などを用いて「分」レ

ベルで特定することを検討しているが、内陸部の地

図などは難しいことが述べられた。 
 そのほか、書誌データにおける難読

トのない文字の扱いや、国立国会図書館所蔵の外邦

図のデジタル化・公開についても触れられた。 
 
④

区民政庁副庁長）「歴史上日本編制的中国兵要地誌

及地形図概説」 

日本が作成した中

る。東亜同文会や東亜同文書院を通じ、旅行や留学

と称し情報収集して刊行した『支那地誌』、『満州地

誌』、『支那省別全誌』等、また、参謀本部が編纂し

た『兵要地誌概要』、地理学者や満鉄など参謀本部以

外が作成した地誌などについて詳細に検討した結果

を報告した。また、中国での兵要地誌作成に携わっ

た岡本寧次の回想録や、中国の地形図、日本軍の測

量教材についても報告があった。なお、高橋健太郎

氏（駒澤大）が発表および質疑応答の通訳を務めた（写

真5）。 
 この報

らは、気象学の立場から、兵要地誌には実測に基づ 

いうコメントがあった。次に、戦中に中国が作製し

た地図が現在どのような資料状態にあるのか、オー

プンにされているのかという質問があった。これに

対する回答として、地図は文書館や測量局で管理さ

れており、民間に出回っているものは非常に少ない

こと、また、デジタル化の計画も聞いたことがない

こと、そして、現在の中国は都市化や地域の変化が

激しく、地図史・測量史・歴史の研究者以外ではあ

まり外邦図に対する関心をもっていないことが述べ

られた。 
 さらに、

に対する中国と日本の研究者の評価が異なる可能性

があるとコメントした。また、牛越国昭氏は、民間

による地誌調査の必要性が背景にあり東亜同文書院

の母体である日清貿易研究所が設立されたことや、

東亜同文書院が卒業旅行と称して学生を中国に行か

せ、収集した情報を卒業論文として提出させていた

ことを述べた。これを受けて沈氏は、『支那省別全誌』

は中国で初めて近代地理学の手法によって著された

書物であること、また、『支那省別全誌』は記載内容

が非常に詳細であり、参謀本部はその中の必要な部

分を参照して兵要地誌を編集したのではないかと応

答した。 
 
⑤

ン・ナルギス関連情報ウェブサイトにおける外邦

図の提供」 

2008 年 5 月
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をもたらしたサイクロン・ナルギスに関して、京都

告に対して、まずミャンマー国内における

、山本晴彦氏（山口大）からは、防災への活

データ

5)データベース科研による外邦図デジタルアーカ

ブは、東北大学所

蔵

6)人間文化機構情報資源共有化研究会での発表 

)地域研究コンソーシアムの情報資源共有化研究

 ムの報資源共有化研究会や

写真6 古市剛久氏による発表 

大学東南アジア研究所は関連情報を提供するウェブ

サイトを作成・公開した。その 1 コンテンツとして

外邦図が提供されたことについての報告である（写

真6）。 
 この報

地図の管理体制や地図の使用許可申請について質問

があった。これに対し、地図の管理は厳しく一般に

は入手困難であること、正式なルートでは許可され

ないのではないかということ、古市氏は現地で地形

調査の許可を得てその関連で地形図を入手したが、

地形図自体の使用許可は得ていないことが回答され

た。 
 また

用という観点から、外邦図を通じて地域の変遷をた

どり、それと現在の住宅地などの土地利用を対照さ

せることによって、高潮災害などの防災・減災に生

かせるのではないかという提言があった。 
 最後に、河野泰之氏（京都大）は、他国の

の公開に関連する話として、ウイリアム・ハント・

コレクションを紹介した。これは、第二次世界大戦

中・戦後にイギリス空軍が撮影した東南アジアの空

中写真集である。東南アジア研究所が購入・デジタ

ル化し、公開の是非を議論していたところ、空中写

真の場所の同定を依頼していたタイ人の客員研究員

が自国で全データをホームページに掲載してしまっ

たこと、しかしながら、その中にはミャンマーのデ

ータも含まれているが、今のところミャンマーから

の抗議は来ていないといった話題を提供した。 
 

(

イブ充実に向けた打ち合わせ 

現在の外邦図デジタルアーカイ

の外邦図の画像で構築されている。データベース

科研により、京都大学（文学研究科地理学教室・総合

博物館）およびお茶の水女子大学が所蔵する、未収

録の外邦図のスキャニングを進めるため、2009 年 5
月 25 日（月）に京大総合博物館地図室で打ち合わせ

を行った。杉浦（田中）和子（京都大）、宮澤 仁（お

茶大）、関根良平（東北大）、上杉和央（京都府立大）、

南都奈緒子（京大総合博物館）にくわえ、小林茂（大

阪大）、波江彰彦（大阪大）が参加し、スキャンする

外邦図の抽出、概数、スキャンのための見積もりに

関連する仕様などについて検討した。 
 
(

 大学共同利用機関、人間文化機構の情報資源共有

化研究会（第 2 回）が 2009 年 7 月 16 日（木）に国

文学研究資料館で開催された。テーマは「諸機関・

諸プロジェクトにおける研究資源情報化と相互連携

の可能性Ⅰ」で、担当理事の石上英一氏（東京大）

の挨拶のあと、5 つの発表が行われ、小林茂（大阪

大）・山本健太（日本学術振興会特別研究員・東京大）

が「外邦図研究と外邦図デジタルアーカイブの構築」

と題する発表を行った（この発表については、本号

41-50 頁を参照）。 
 

(7

会・地域情報学研究会等がオーガナイズしたワー

クショップでの発表 

地域研究コンソーシア

地域情報学研究会などがオーガナイズする研究会が、

「地図情報共有化のために」をテーマに、2009 年

11 月 8 日（日）に京都大学稲森記念館大会議室で開

催された。4 つの発表が行われ、その最初に小林茂

（大阪大）・山本健太（日本学術振興会特別研究員・東

京大）が「アジア太平洋地域の環境資料としての外

邦図：外邦図デジタルアーカイブの構築のその利用」

と題する発表を行った（写真 7）。また柴山守氏（京

都大）の「京大東南ア研の所蔵地図資料」と題する

発表もあわせて、杉山晃一氏（駿河台大）・藤井毅氏
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（東京外大）・山本順一氏（桃山学院大）のコメントを

うけた。 

 
 

)日本国際地図学会の特別賞が外邦図研究グルー

20 土）、日本国際地図学会総会（於 

(9 外邦図目録』第 2

 タベース科研による外邦図のスキャニ

0)その他の活動 

（日）、第 11 回外邦図研究会で

② 書会館

 
2009 年 7 月 17 日（金）、国立公文書館で、明治期

 
2009 年 8 月 23 日（日）～27（木）、京都大学文学

mi, K.: 

Ya  and Kobayashi, 

後者は、主としてアメリカ議会図書館所蔵図によ

を聞き、韓国の研究者によるアメリカ議会図書館

 
2009 年 9 月 11 日（金）～9 月 25 日（金）、ワシン

写真7 山本健太氏による発表 

(8

プに授与された 

10 年 2 月 27 日（

日本地図センター）で、同学会特別賞が外邦図研究グ

ループに授与された（本号冒頭参照）。 
 

)『京都大学総合博物館収蔵 

版の刊行 

今回のデー

ングにともなって、2005 年 3 月に刊行された『京

都大学総合博物館収蔵 外邦図目録』の書誌記載に

修正すべき点がみつかったこと、また新たに 120 点

の未収録の外邦図が発見されたこと、さらにこの目

録の余部がなくなり、外部からの寄贈要請にこたえ

られないという事情を考慮し、新たにより充実した

『京都大学総合博物館収蔵 外邦図目録』第 2 版を

刊行した。 
 

(1

①2009 年 5 月 24 日

発表していただいた沈克尼氏と馬平氏（中国、寧夏

社会科学院、研究員）が、高橋健太郎氏（駒澤大）

にともなわれて大阪大学文学研究科人文地理学研

究室に来訪し、それが所蔵する外邦図ならびに兵

要地誌を閲覧した。小林茂が案内した。 

2009 年 7 月 4 日（土）、東京神田の東京古

で行われた「明治古典会七夕古書大入札会」下見

展観で外邦図を見学した（J.T. スリ・スマンティヨ

［千葉大］、加藤敏雄［科学書院］、小林茂）。また国

立国会図書館憲政資料室で、大山巌文庫所蔵の外

邦図の調査を行った（小林茂）。 

③

日本軍作製の、中国大陸北東部に関する、20 万分

の 1 図、30 万分の 1 図等の調査を行った（小林茂・

鈴木涼子［東京大・院］） 

④

研究科において第 14 回国際歴史地理学会（14th 
International Conference of Historical Geographers）

が開催され、2 件の研究発表を行った。 
Kobayashi, S., Watanabe, R. and Naru

Japanese Colonial Cartography in Taiwan, 
Korea and Kwantung Province, 1895-1924.
（24 日）（本号 64-68 頁にアブストラクトおよびプ

レゼンテーション資料を掲載） 
machika, K., Watanabe, R.
S.: The Route Maps of the Korean Peninsula 
drawn by Japanese Army Officers during 
1880s.（26 日）（本号 69-70 頁にアブストラクトお

よびポスターを掲載） 

るものである。これに関連して、7 月 27 日発表の、 
Yang, B. and Yang, Y.: The Korea-related Maps 

of the US Library of Congress. 

における地図資料の調査について理解を深めた。 

④

トンのアメリカ議会図書館において、1880 年代の

日本人将校による中国大陸・朝鮮半島の手描き原

図の調査を行った。山近久美子（防衛大）、鈴木涼

子（東京大・院）、小林茂、波江彰彦が参加した。

手描き原図の書誌的データをとるとともに、デジ

タルカメラ（Canon EOS 5D）による写真撮影を行
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った。また、第二次世界大戦末期に日本軍が中国

大陸において撮影した空中写真のスキャン作業も

行った。この調査では、藤代真苗さんや菅井則子

さんなどアメリカ議会図書館の日本人スタッフに

お世話になったほか、地理・地図部やアジア部の

スタッフと交流を深めた（写真8・9・10）。 

写真8 地図室でのデータ・カード作成と撮影作業 

 
⑤2009 年 10 月 3 日（土）、4 日（日）に奈良県天理

市の天理大学で朝鮮学会第 60 回大会が開かれ、

山近久美子（防衛大）・小林茂（大阪大）が参加し

た。3 日夕方の懇親会に出席して、関連研究者と

交流を深めるほか、4 日には山近・渡辺理絵（日

本学術振興会特別研究員・筑波大）・小林の「広開土

王碑への酒匂景信ルートの考察：明治期陸軍将校

による外邦図をてがかりに」を発表した（本号

71-77 頁に要旨およびプレゼンテーション資料を掲載）。

武田幸男（東京大）・東潮（徳島大）・田中俊明（滋

賀大）など朝鮮半島の古代史研究者に関心を持っ

ていただいた。 
 
⑥2009 年 11 月 6 日（金）、阪神奈大学・研究機関生

涯学習ネットの「公開講座フェスタ 2009」の一環

として（財）懐徳堂記念会が提供した講演会（場所：

大阪府新別館北館、さいかくホール）で、「秘蔵され

てきた軍用地図の再生をめざして：外邦図研究の

現場から」と題する講演を行った（小林茂）。年配

の方々を中心とする 100 名ちかい聴衆があり、外

邦図に関心を持っていただいた。 

写真9 カフェテリアでの昼食（左から、菅井則子さん、

張 敏さん、鈴木涼子さん、波江） 

 
⑦2009 年 11 月 23 日（月、勤労感謝の日）、東京都千

代田区神保町区民館ひまわり館で「『対外軍用秘密

地図のための潜入盗測：外邦測量・村上手帳の研

究』を語る会」が開催された。牛越国昭氏の『対

外軍用秘密地図のための潜入盗測：外邦測量・村

上手帳の研究』（本号 78-79 頁参照）の刊行を記念

する会で、長岡正利（日本地図センター）・小林茂

が出席し、出席者に外邦図の概要を紹介する短い

スピーチを行った（写真11）。 
 

写真10 藤代真苗さん（右）と記念撮影（左：鈴木涼

子さん、中央：山近久美子さん） ⑧2009 年 11 月 24 日（火）、国立公文書館で「清國

北京全圖」など初期の外邦図および「朝鮮近況記

聞」（地誌）の調査を行った（小林茂）。 
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⑨2009 年 12 月 9 日（水）～11 日（金）、韓国ソウ

ルの延世大学國學研究院を小林茂が訪問し、金裕

哲教授をはじめとする同研究院の東北亜歴史地圖

編纂委員会の研究者と懇談を深めるとともに、講

演「近代東アジアにおける日本の地図作製：外邦

測量・土地調査事業・外国製地図」（小林茂・渡辺

理絵・山近久美子）、「日本参謀本部の将校の韓半島

の測量過程と目測圖の特徴」（南縈佑・李虎相、ただ

しスピーカーは李虎相）を行った（写真12）。また小

林は、朝鮮半島に関する外邦図の画像を韓国から

発信する可能性について関係者に打診した。 

 
⑩2010年1月29日（金）、総合地球環境学研究所で、

人間文化機構の情報資源共有化研究会（第 3 回）

が開催された。テーマは「諸機関・諸プロジェク

トにおける研究資源情報化と相互連携の可能性Ⅱ」

で、5 つの発表がおこなわれた。これに小林茂が

出席した。 

写真11 牛越国昭氏のスピーチ 

 
⑪2010 年 3 月 2 日（火）～22 日（月）、ワシントン

のアメリカ議会図書館において、1880 年代の日本

人将校による中国大陸・朝鮮半島の手描き原図の

調査および写真撮影を行った。またメリーランド

州カレッジパークのアメリカ公文書館で資料調査

も実施した。田中宏巳（元防衛大）、山近久美子（防

衛大）、鈴木涼子（東京大・院）、小林茂が参加した

（田中・山近・小林は 3 月 14 日［日］まで）。 
 
⑫2010 年 3 月 27 日（土）～29 日（月）、法政大学に

おいて日本地理学会春季学術大会が開催され、1
件の研究発表を行った。 
山近久美子・渡辺理絵・波江彰彦・鈴木涼子・小

林茂：中国大陸における初期外邦図作製―1880
年代の日本軍将校による手書き原図の調査分析

から―． 
 
⑬2009 年度に刊行された外邦図関係論文など。 
1) 渡辺理絵・山近久美子・小林茂 2009. 1880 年代

の日本軍将校による朝鮮半島の地図作製：アメ

リカ議会図書館所蔵図の検討．地図 47(4): 1-16. 
2) 南縈佑・渡辺理絵・山近久美子・李虎相・小林

茂 2009. 朝鮮末における日本参謀本部の将校

の韓半島の偵察と地図製作．大韓地理学会誌

49(6): 761-778（韓文）. 
3) 小林茂・山本健太 2010. 外邦図研究と外邦図デ

ジタルアーカイブの構築.『人間文化研究情報資

源共有化研究会報告集 1』人間文化研究機構

（本号 41-50 頁参照）． 
その他、山下和正氏（山下和正建築研究所）は外邦

図について下記のエッセイを執筆された。 
1) 山下和正 2009. 小型図紹介②威遠堡門：明治三

八年（一九〇五）．季刊 Collegio（株式会社、之潮）

38: 56-59. 写真12 李虎相氏による発表 

2) 山下和正 2009. 布哇配兵交通図．地図中心 447: 
26-27. 

（文責：波江彰彦・小林 茂） 
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2. ロシア軍による日露戦争戦場の地図作製 

金窪敏知（日本国際地図学会名誉会員） 

 
Ⅰ はじめに 

平成 21 年 5 月 23 日（土）お茶の水女子大学にお

いて開催された第 11 回外邦図研究会で大阪大学大

学院の金美英さんが「日露戦争時の戦場で偵察用に

作製・使用されたと推定される地図について」とい

う表題で研究成果を発表されたが、私はこの発表を

非常な関心を持って興味深く拝聴した。というのは、

実は私はこの表題によく似た表題でロシア人の学者

が書いた論文の存在を知っていたからである。それ

はヴェ・ヴェ・グルシュコフ教授の「日露戦争の戦

場の地図作製」（原題：Картографирование театра 
русско-японской войны. В. В. Глушков, ГЕОДЕЗИЯ 
И КАРТОГРАФИЯ, No.3 Март 2005）という 12 ペー

ジの論文で、19 世紀末から日露戦争直前までにロシ

ア軍がどのように満洲地域の地図作製に関ったかを

述べているものである。この論文のことを研究会の

折に小林茂教授にご紹介したところ、是非ニューズ

レターに投稿して貰いたいとのご要望であった。読

者諸賢のご参考に供するためにお引き受けしたが、

ただし、訳文は一応出来ているものの、翻訳権の問

題もあり、また、細部の地名の同定が困難であった

り、解説を施したほうがよいと思われる部分も少な

くないので、全体に亙りその他の資料を加えて新た

に書き起こすことした。諸賢のご了承を乞う次第で

ある。 
 

Ⅱ グルシュコフ教授の著作の動機 

グルシュコフ教授によれば、1904（明治 37）年か

ら 1905（明治 38）年にかけて戦われた日露戦争につ

いて、現在のロシアでは知られていない面が多く、

これまでに刊行された「祖国戦争史」には、帝政ロ

シアが敗北した理由の一つとして、東アジア（満洲）

戦場の天文‐測地および地図学の研究が不十分であ

ったこと、また、その結果、戦争直前に地形図が部

隊に行き渡っていなかったことが挙げられている。

筆者（金窪）がかつて目にした文献「ソビエト測地

学・地図学 50 年史」（ГУГК 1967）の中にも、その

ような記述がある（金窪 1969）。 
しかしながら、このようにロシア軍に地図が不足

していたという定説は、最近のロシア連邦軍地形測

量部（ВСРФ）の将校による「過去の作戦に於ける

軍隊の地図補給の問題」の専門的研究によって疑問

視されているという。 
このことが動機となって、グルシュコフ教授はロ

シア連邦軍参謀本部と地形測量部が公開している資

料に基き、これまで科学的に利用されることの少な

かった、帝政ロシア参謀本部軍事地形測量部の日露

戦争に関する記録から、当時のロシア軍の地図作製

状況を独自に明らかにしようとしたのである。 
周知のように、日露戦争は、1904－1905 年に、

南部満洲と関東（遼東）半島、北部満洲の小地域、

北朝鮮、サハリン島、日本海、朝鮮海峡、および朝

鮮湾と旅順湾を含む、太平洋の西岸で行われた。こ

の地域は面積約 560,000 平方露里（1 露里＝

1.0668km）、当時の人口はほぼ 16,000,000 人を数え

る。しかし主な陸上の会戦は満洲で行われた。「この

地域の研究は、戦争の直前にロシア軍参謀本部の観

点からどのように行われたのであろうか？」これが

グルシュコフ教授の論文の中心を占めている課題で

ある。 
 

Ⅲ 露里と露里図 

本文の記述に先立って解説しておきたいのは、露

里と露里図である。 
帝政ロシア時代の長さの単位としては、デュィム

Дюим、アルシン Аршин、サージェン Сажень、
ヴェルスタ Верста（複数はヴョゥルストィ Версты）
が用いられた。デュィムはインチと同じで、0.0254
メートルである。1 アルシンは 0.711 メートル、1
サージェンは 3 アルシンで 2.134 メートル、1 ヴェ

ルスタは500サージェンで1.067キロメートルとな

るが、このヴェルスタが露里と訳されている。 
地図では、図上 1 デュィムが実距離 1 ヴェルスタ

を示すものを 1 露里図と呼んでいる。すなわち、縮
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尺約 1：42,000 となる。同様に、2 露里図は約 1：
84,000、3 露里図は約 1：126,000、4 露里図は約 1：
168,000、5 露里図は約 1：210,000、10 露里図は約

1：420,000、20 露里図は約 1：840,000 となる。ま

た、大縮尺図では、100 サージェン図、すなわち、

約 1：8,400 がある。帝政ロシア時代には、主とし

て以上の縮尺の地図が作成されている。 
 

Ⅳ 19 世紀末までの帝政ロシアによる地図作成活

動 

東方進出政策に基く帝政ロシアの勢力範囲は、17
世紀末までに、黒龍江（アムール河）の中・下流域を

除くシベリアの大半とカムチャツカ半島に及んでい

た。その版図を最初に地図の形で表したのが、セミ

ョーン・レメゾフСемен У. Ремезовである。彼は

1698 年に「シベリア全図（Чертеж всей Сибири）」
を作成し、更に 4 人の息子たちと共同で 1701 年に

23 葉の地図からなる「シベリアのアトラス

（Чертежная книга Сибири）」を作成した。このア

トラスはレメゾフの最大の労作と言えるもので、17
世紀におけるロシア人による地理学上の発見を総括

したばかりでなく、ロシアの探検家が調査した外国

領土をも掲載している（Салищев 1962、跡部 1969）。 
広大なロシア帝国の版図に関する地理学的知識と

地図編集の必要性を認めたのが、ピョートル 1 世

ПетрⅠであった。彼は 1701 年にモスクワに航海術

専門の学校を作り、1715 年にサンクトペテルブルグ

に海洋アカデミーを設け、1720 年には勅令を公布し

て、測地学と幾何学を習得した技術者を、地図作成

のために、カスピ海、カムチャツカ、クリール諸島、

シベリアその他の地方に派遣した（ГУГК 1967）。 
上記技術者の収集した資料は、元老院の書記長で

優れた地理・地図学者であったイワン・キリロフ

Иван К. Кириловの指導のもとに1727年より編集

され、「全ロシア帝国アトラス（Атлас Всероссийской 
империи）」全 3 巻各 120 図葉として刊行される計

画であった。しかしこの計画は過大であったために

実現が遅れ、結局 1725 年に組織されたロシア科学

アカデミーに移管されて、フランスから招聘された

ヨセフ・ドリールИосиф Н. Делильの指導のもと

に「ロシアアトラス Атлас Российский」として

1745 年に刊行された。その構成は、(1)縮尺 1 イン

チが約 206½露里のロシア一般図、(2)縮尺 1 インチ

が約 34 露里のヨーロッパロシア図 13 図葉、(3)縮尺

1インチが約90露里のアジアロシア図6図葉からな

っている。このアトラスは、経緯度を算出した若干

の地点を除いて近代的な基準点を欠いており、また、

不完全な諸種の資料による欠点があるが、当時にお

ける優れた地図出版物であったといえる（Салищев 
1962、船越 1976）。 
近代的測量の先進国であったフランスでは、天文

学者ジャン・ピカール Jean Picard の提案に基いて、

1668 年からパリを通る子午線の弧長測量による地

球の大きさの測定が試みられ、そして彼の協力者で

あるジャン・ドミニク・カッシニ Jean Dominique 
Cassiniおよびその一族により18世紀後半にはほぼ

全国の三角測量網が完成し、縮尺 1：86,400 で 182
図葉の地形図が作成された。最後の図葉が刊行され

たのは 1818 年であった（織田 1973）。 
国土の地図化が過小評価されていた帝政ロシアで

は、ようやく 1797 年になってデポ・カルト Депо 
Карт（地図貯蔵所）が設けられた。デポ・カルトは

ロシアの測地、測図、地図作業の活発化を促した。

すべての地図の完全な国家的記録を義務づけるとと

もに、新しい地図とアトラスの編集発行が行われた。

その中には「ストリストボイ」の名で知られる「ロ

シア帝国および隣接外邦詳細図 Столистовой 
карты Российской Империи」がある。これは縮尺

が 1 インチ 20 露里で 107 図葉からなるロシア最初

の国家作成による切図であって、1801 年から 1804
年にかけて刊行され、後続の詳細地図類の模範とな

った（Салищев 1962、1976）。 
1809 年から 1811 年にかけて基線測量が行われ、

1816 年には三角測量が開始された。 
ナポレオンのロシア遠征を契機として、1812 年に

デポ・カルトは軍事地形図貯蔵所 Военно- 
топографическое депоに改変されたが、野外の地

形測量の実施に機能しなかったので、1822 年に特別

な軍事地形測量技師団 Корпус военных топо- 
графов が設立されて、ヨーロッパロシアの西部全

面に亘る三角測量および地形測量を実施することに

なった。 
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三角測量に続いて、平板を用いた地形測量が行わ

れ、まず半露里図が 1819 年から 1844 年に、次いで

1 露里図が 1844 年から 1870 年に作成された。骨格

地物、すなわち、道路、河川、県界のみが器械で、

他は目測で記入され、地形はけば式で表現された。

1845 年にはヨーロッパロシアの 3 露里図の作成が

始まり、また、1865 年から 1871 年にかけてヨーロ

ッパロシアの 10 露里図 152 図葉が作成されている

（Салищев 1966）。そして 1870 年以降 19 世紀末ま

で、ヨーロッパロシア西部の大縮尺地形図では、け

ば式に代えて等高線による地形表現が主流となった

が、おおよそ東経 30 度以東、すなわち、サンクト

ペテルブルグとキエフを結ぶ線より東の地図はけば

式のまま残され、更にボルガ河以東の広大な地域に

はほとんど測量が進んでいなかった（Салищев1962）。 
 

Ⅴ ロシアのシベリア鉄道建設 

16 世紀後半にロシアが進出するまで、シベリアに

は先住民族が狩猟・牧畜に従事しており、ロシア人

が入植してから農業が営まれるようになったが、帝

政時代には開発が進まず、流刑地として利用されて

いた程度であった。 
シベリアのうちで、黒竜江（アムール河）流域は当

初ロシアと清国との勢力が拮抗していた。17 世紀の

満洲の地は、シナ帝国清王朝の古い禁制地域で、東

三省と呼ばれていたが、清朝はその統治のために、

盛京（奉天）、吉林、黒竜江の三将軍を置いた。黒竜

江将軍の居城は最初アイグン（愛琿）で、後にチチ

ハル（齊々哈爾）に移った。 
1840年に起ったアヘン戦争や 1851年に発生した

太平天国の乱によって、清朝に衰亡の兆しが見えた

のに乗じて、ロシアは1858年に愛琿条約を結んで、

清国からアムール河以北の地域を割譲させるととも

に、ウスリー江以東の沿海州を共有させ、更に 1860
年清国とイギリスの間の北京条約を仲介して、その

代償として沿海州を手中に収め、翌 61 年ウラジオ

ストクに軍港を建設した（ヴラジヴァストーク

Владивостокとは「東洋を支配せよ」という意味である）。

河川が交通の幹線として利用されていた当時のシベ

リアにおいて、アムール河とウスリー江の二大河川

の航行権を得たことは、ロシアに多大の利益をもた

らした。ロシアは更に愛琿条約を故意に歪曲し、ア

ムール河の支流松花江（スンガリー）の自由航行権が

あるとして、1858 年から 1870 年までの 12 年間に

10 回にわたり松花江を遡行し、三姓、呼蘭、吉林、

そして齊々哈爾にまで到達、水深、水流の緩急、可

航区間、両岸の物産などを調査して、地図を作成す

るとともに大量の航行資料を収集した（姜・齊 2001）。 
また更に、清国から奪い取った極東部を防衛する

という、軍事的観点から提議されたのがシベリア鉄

道の建設である。その建設計画は 1882 年に時の皇

帝アレクサンドル 3 世 АлександрⅢにより決定さ

れたが、建設に必要な厖大な経費が実現を妨げてい

た。しかしながら、鉄道建設に経験が豊富で、シベ

リアの開発・工業化によりロシアを強大な専制国家

に変えられるという、政治的信念の持主セルゲイ・

ウィッテСергей Ю. Виттеが、皇帝の信任を得て

蔵相に就任したことで事態は急変した。 
シベリア鉄道の起工式は、1891 年に東のウラジオ

ストクで、また西は、翌 1892 年にウラル山脈の東

麓チェリャビンスクで、それぞれ行われた。なお、

ウラジオストクの起工式に臨席して礎石を据えた皇

太子ニコライ（後のニコライ 2 世НиколайⅡ）は、折

から東アジア周遊の途上で、式の 2 週間ほど前に滋

賀県大津で警衛の巡査津田三蔵に切られて負傷する

事件（大津事件）が発生し、これが当時の日本の朝野

を震撼させた。 
ともあれ、こうしてロシアがシベリア鉄道の建設

に鋭意腐心していた正にその時期に、日清戦争が勃

発したのである。 
 

Ⅵ 日清戦争と三国干渉 

日清戦争は、1894（明治 27）年 7 月、豊島沖の海

戦および牙山付近の陸戦に始まったが、日本軍は黄

海の海戦で清国海軍を撃滅して制海権を握るととも

に、朝鮮に所在していた清国軍を掃討し、更に鴨緑

江を渡河して海城および遼陽に進み、また花園口に

上陸して金州および旅順を占領した。海城方面では

苦戦を強いられたが、年が明けて 1895（明治 28）年

3 月の牛荘および田庄台における会戦で清国軍を撃

破し、全南満洲を占領した。日本軍はまた山東半島

の威海衛を占領し、更に直隷平野に進攻する第二次
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作戦を準備したが、ここで休戦が成立し、4 月 17
日に下関において日清講和条約が調印された。清国

は敗北を認めて、日本に対して澎湖諸島、台湾およ

び旅順（ポート・アーサー）軍港を含む遼東半島を割

譲することとなった（生田 1980）。 
しかしながら、このような戦争の結末はロシアに

とって著しく不都合であった。何故ならば、その極

東の国境近くに強力な日本軍部隊がいることは脅威

となったばかりでなく、北京条約で獲得したウラジ

オストクは冬季氷結するので、朝鮮半島または遼東

半島に不凍港を取得する機会を狙っていたからであ

る。 
日清講和条約成立直後の 4 月 23 日、ロシア公使

館は日本外務省に覚書を手交した。その内容は「日

本の遼東半島領有は、清国の首都を脅かすばかりで

なく、朝鮮の独立をも有名無実とし、極東の永久平

和を阻害するものであるから、遼東半島を放棄する

ことを勧告する」というものであった。ドイツおよ

びフランスの公使もこれに倣った。すなわち、三国

干渉である。 
日本政府にとって、極東に勢力拡張の野心をもつ

ロシアの干渉は予期されていたものの、陸軍が教師

国としていたドイツとフランスが同調したのは大き

な衝撃であった。フランスはヨーロッパでの立場を

強めるため、1891 年露仏同盟を結んでおり、また、

ドイツは自国の安全のためロシアの勢力を極東に向

け、露仏同盟をイギリスと対立させようとしたので

あった。三国の政治的軍事的圧力は強化され、ロシ

アの沿アムール軍管区には動員が布告された。この

ような状況下に、日本政府としては超大陸軍国ロシ

アに対抗する目算が立たず、やむなく 5 月 10 日に

遼東半島還付の詔勅が発せられた。 
三国干渉の主唱国がロシアであり、その野望が朝

鮮に向っていることが、日本国民に強く印象づけら

れた。越王勾践と呉王夫差の故事に倣って、「臥薪嘗

胆してロシアを討つべし」の声が国民の間に期せず

して湧き起った。日露両国間の関係は悪化し、何れ

武力衝突は避けられない情勢となった。 
 

Ⅶ ロシア軍の満洲偵察 

愛琿条約および北京条約の結果として、満洲は帝

政ロシアと国境を接することになったが、この地域

のロシアによる調査は、19 世紀中葉に開始された。

最初の研究者はロシア地理学会であり、これを支え

たのがロシア政府の主要省庁―外務省と財務省であ

った。次いでこの仕事は軍事省に引き継がれた。国

境を越えて、小探検隊および隊商に交じった参謀本

部将校の小旅行が企てられたが、結果として得られ

た情報は極めて貧しく、19 世紀末の満洲はロシアに

とり辺境として残されたままであった（Глушков 
2005）。 
しかしながら、日本に遼東半島を返還させたロシ

アは、満洲に進出する絶好の機会を獲得した。日本

との関係の破綻の可能性を考慮して、ロシア軍参謀

本部は戦闘行動想定計画を策定し、これに基いてザ

バイカル、アムールおよび沿海州地区の諸部隊は吉

林へ、次いで奉天へ進出するものとされた。すなわ

ち、ザバイカル地区の部隊は、満洲の西部国境から

ハイラル（海拉爾）、斉々哈爾、および吉林に向う街

道に沿って移動し、アムール地区の部隊は、一部は

北部国境から斉々哈爾に向って墨爾根に、一部は松

花江の川沿いに水路を移動し、また、沿海州地区の

部隊は、東部国境からコンシュン（琿春）、ニングダ

（寧古塔）を経て吉林へ向うものとされた。 
更にロシアは関東州を含む遼東半島地域の長期租

借権の獲得を意図した。前述のように、冬季氷結す

るウラジオストクに代る不凍港をこの地域に求めた

からである。こうして満洲では、1894（明治 27）年

末から 1897（明治 30）年にかけて、参謀本部の将校

を隊長とする 6 個班による長期偵察が行われた。彼

等は 3 年間に 12,343 露里を踏査し、歩測と目測を

行い、結果として、踏査図と縮尺 2 露里、3 露里、5
露里および 20 露里の各種地図が作成された。 
 
Ⅷ 東清鉄道の測量凖備 

1896（明治 29）年 6 月、ロシアは清国との間に秘

密軍事協定を締結した。その内容は、日本がロシア

の領土または清国の領土を攻撃した場合には、相互

に軍事援助を与えること、また、ロシアが清国を援

助することを可能にするために、黒龍江省と吉林省

を横切ってザバイカルとウラジオストクを直接結ぶ

鉄道、すなわち、東清鉄道の敷設権を与えること、
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というものであった。アムール河沿いに鉄道を建設

することが技術的に困難であるとされていた当時に

あって、東清鉄道の建設は、ヨーロッパロシアとウ

ラジオストクを結ぶ距離の大幅な短縮を伴う、多大

の利益をロシアにもたらすものであった。この秘密

協定の存在が一般に明らかにされたのは日露戦争の

後のことである（横手 2005）。 
東清鉄道の建設に向けて専門の技術者の派遣が可

能となったので、技術者の管理を所掌する軍事省の

軍事地形測量技師団長イ・イ・スチェブニツキーИ. 
И. Стебницкий 中将は、東清鉄道建設総合事業に

「必要な能力と方法」の区分に関する指令を発出し

た（Глушков 2005）。 
東清鉄道の線路用地、次いでその他の満洲地方の

地図作成は、天文観測作業から始められた。ロシア

では、これらの作業は既に 18 世紀に小縮尺地図の

編集のため、次いで個々の測地基準点の地理座標の

決定および測地網の定位に必要な、天文原点網の建

設のために採用され、経験が積まれていた。 
満洲における作業の開始に向けて、象限儀や測杆

のような天文・測地機器、古臭い蓋付時計と気圧計

の細工物が博物館の棚に送られた。それらの場所は、

より完全な器材である、フレンベルグの天頂‐望遠

鏡、レプソリッドの大小垂直輪盤、バンベルグの経

緯儀、エリクソン、ナルディン、ヴィレンその他の

形式の精密クロノメータ（地点の経緯度決定用）、ヒル

デブランドおよびケルンの経緯儀（小測地網における

測角と鉛直方向決定用）、光学水準儀（測地基準点高の

精密決定用）、シーメンスおよびガリスクの継電器と

電鍵（電信による経度差決定用）、アネロイド晴雨計、

新しく設計された気圧計と温度計（相対誤差計算に必

要な気圧差および温度差の決定用）によって占められた。 
器材の改善によって、精度の高い天文および測地

観測方法が出現した。すなわち、地点の時間はエヌ・

ヤー・ツィンゲルН. Я. Цингерの方法により、緯

度は南北の星の絶対高度法により、またはエム・ヴ

ェ・ペヴツォフМ. В. Певцовの方法により、天頂

方向は北極星の時間角度により、それぞれ決定され

た。 
クロノメータは、遠距離の航海用としてイギリス

のハリソン John Harrison が 1759 年に開発した精

密なぜんまい時計であって、ロシアでも 1804（文化

元）年に長崎に来航したクルーゼンシュテルン

Иван Ф. Крузенштернが持参していたという記録

があるが（金窪 1998）、イタリアのマルコーニ

Guglielmo Marconi が 1895 年に無線電信を発明し

て、その実用化に成功すると、先進各国は電信をク

ロノメータと併用して経度差の決定用に広く使い始

めた。ロシアでもこの方法が採用され、取得された

高精度の結果は、電信が存在する地点でのクロノメ

ータ路線の大きな逸脱を迅速に検証できるようにな

った。この方法は満洲ではまだ知られておらず、近

代化に関することは、すべて概ねロシアから「これ

まで見たことも無い鉄道の」建設とともにもたらさ

れることになった。 
 

Ⅸ 東清鉄道の路線選定作業 

満洲における最初の野外作業の季節、1896 年の夏

に、天測作業が軍事地形測量技師団の測地技術者エ

ム・ペー・パリャノフスキーМ. П. Поляновский
大佐と参謀本部のエヌ・オー・シチェトキン Н. О. 
Щеткин大尉によって行われ、また、彼等を追うよ

うにして、測地作業と地形測量が実施された。「皇帝

の勅命により」刊行された、「参謀本部軍事地形測量

部記録」の技師団の史料には、これらの作業は以下

のように記述されている。すなわち、「シベリアで天

測および地形測量作業に従事する軍事地形測量技師

団官吏は、シベリア鉄道建設計画書に基づき、1896
年夏に次の 3地方における作業を実施するものとす

る。 
1) 天測技術者を伴う 2 個測量班は、ザバイカル州

地方において、オノン（鄂嫩）河から東へ、ツァ

ガン-アルエフスキー駅を経てアルグン（顎爾古納）

河に向うこと、 
2) 1 個測量班は、満洲西部において、海拉爾市の

近くで大興安嶺に将来の鉄道に好都合な峠を探す

ために、幾つかの地帯を進むこと、 
3) 天測作業を伴う 2 個測量班は、満洲東部におい

て、ポルタフカ駅から西へ、寧古塔および吉林に

向うこと。」 
後の 2 個測量班の天文観測には、測地技術者のパリ

ャノフスキー大佐が当った。 
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天測作業は幾つかの基準点の決定を含んでいたが、

それは東部満洲の地形測量を目的とする、コズロフ

スキーおよびボルチェンコ両中佐の測量班による、

縮尺 2露里の地形測量の作業方針に関係するもので

あった。 
 

Ⅸ-1 東部満洲の天測作業 

パリャノフスキー大佐とその協力者、医師、下僕

ならびに全器材、天幕と私物は、1896 年 5 月 17 日

にイルクーツクを出発、6 月 24 日にポルタフカに到

着、ここで縦列が形成され、そして 7 月 1 日観測開

始のための境界杭「0」が打たれた。 
これに先立って、北極星および 100 対の星の推算

暦が、北緯 41－45 度の時間決定のために、エフ・

エフ・ヴィトラムФ. Ф. Витрам教授の表により計

算された。観測は、ポルタフカ村（ロシア沿海州にあ

り、清国黒龍江省東寧に接する国境の村）の対岸で、綏

芬河の高い左岸に設置された基点「0」に始まり、

主要地点、すなわち、基点杭、小綏芬哨所、ムーリ

ン（穆稜）河村、寧古塔市、オモソおよび吉林を結

んで、環状路線になるように計画された。中間点は、

環状路線の中で上述の各地点間に限るものとされた

が、移動の困難性、すなわち、満洲の劣悪な道路状

態、山岳地域内部、泥濘の谷沿い、ほとんど橋が無

い河川の渡渉などの障害のために、十分に達成する

ことが出来なかった。時には東部満洲および南ウス

リースク州に洪水をもたらす、強い降雨が非常に妨

げとなった。 
第 1 の環「境界杭―小綏芬哨所」だけが、7 月の

最初の 12 日で観測に成功したが、次の路線には 8
日を費やした。こうして、境界杭と小綏芬哨所の間

の 3 倍の距離、すなわち 240 露里に約 20 日を必要

とした。この最初の 2 路線でヴァンルゴウ仏堂、パ

ダヘズ哨所および小綏芬哨所が決定された。第 3 の

路線を開始するとき、パリャノフスキー大佐は、夏

の間に主要地点を環状路線で決定するという、望み

薄な困難を克服しなければならなかった。彼は夏の

終りまでにポルタフカに戻るように計算して、絶え

ず前進することに決めた。観測は天候の許す限り実

施され、また主要地点では観測が―正反法で―2 回

行われた。こうして路線の前半を、7 月 20 日から 8

月 17 日までに、タイピンリン（太平嶺）、穆稜河、

シトミャオ（石岩廟）、寧古塔、ランチコウ（譲字溝）、

サリンチジャンおよびエルチジャンで観測すること

に成功した。 
パリャノフスキー大佐は、移動が緩慢なことに注

意を払い、天測班が山地で悪天候に襲われないよう

に、エルチジャンからポルタフカに帰すことに決め

た。 
反路での観測は、譲字溝、寧古塔、石岩、タケン

ザ、穆稜河および小綏芬で行われ、こうして 250 露

里を 23 日間で踏破して、天測班は 9 月 10 日に小綏

芬に戻ったが、氾濫で破壊されたポルタフカに向け

ては、遅れて 9 月 13 日の晩に出発することを余儀

なくされた。 
天測班は前進に非常な努力を費やした。最初の 12

－14 露里はサンチャコウ（三岔口）道路から綏芬河

岸に沿って進み、更に 2－3 露里は谷沿いに、その

後の 6露里は極めて急傾斜のヴァンルゴウ山脈の峡

谷に入った。峠の近くで天測班は新しい仏堂に出た。

このような仏堂は最初の天測点にも立っていた。観

測は仏堂の庭や、附近にある小房の入口で行われ、

パリャノフスキー大佐は［クロノメータの天測点］

と注記した板を打ち付けた。山地地方を通過する長

く遠い道を経て、パダヘザ川の流域に到達した。ヴ

ァンルゴウから 17－18 露里にあるパダヘザ哨所の

小房の庭で、第 2 地点の観測が行われた。 
小綏芬まで約 35 露里の道は、美しい小川と植生の

豊富な山がちの場所を通過した。小綏芬哨所は綏芬

河の高い右岸の、絵のような突角に位置していた。

門の杭に板が打ち付けられ、観測は小房の庭で行わ

れた。「寧古塔市までの 105 露里は絵のように美し

い場所を通過したし、石岩廟にある峠は壮大であっ

た。石岩廟では 7 月 28 日の日蝕前夜である７月 27
日に観測が行われたが、杭に打ち付けられた板は、

観測班が石岩廟から出発するや否や、取り外された」

とパリャノフスキー大佐は記述している。 
全天測点の経度を決定するために、東西に位置す

る、少なくとも 3 対の異なる星の相対高度が観測さ

れた。緯度の決定のために、北では北極星の絶対天

頂距離と、南では、北極星の天頂距離に近い天頂距

離を持つ星が、それぞれ測定された。土地の条件は
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天頂方向を決定出来なかった。クロノメータの指標

は毎晩観測の始めと終りに比較された。2 個の温度

計と 3 個の気圧計の指標が同時に記録された。観測

される星の見える場所が、ドイツの天文年報

「Berliner Astronomisches Jahrbuch fur 1896」か

ら選択された。クロノメータの指標の比較はすべて

毎日の平均時間に導かれた。エヌ・ヤー・ツィンゲ

ルН. Я. Цингерの式により計算された作業中のク

ロノメータの修正も、同一の時間に導かれた。各経

度は公式に基いて算出された。すべての計算と、ま

た再度決定された地点の経度と緯度の差の最終成果

は報告書に記載された。 
1896 年の野外調査の季節に、パリャノフスキー大

佐は東部満洲（ポルタフカ駅、穆稜河村、寧古塔市、オ

モソおよび吉林の間の地域）で 13 点を決定し、かつ、

その自然地理条件に関する情報を蒐集した。 
 

Ⅸ-2 西部満洲の天測作業 

エム・ペー・パリャノフスキー大佐と同時に、エ

ヌ・オー・シチェトキン大尉は西部満洲の測量を開

始した。彼は作業報告書に次のように書いている。

「我々はシベリア鉄道建設計画方針に従って、天文

測量による位置決定を西部満洲で実行した。地理的

経度の決定のために、7 脚の机と 4 冊の手帳、およ

び天文観測用の小さな垂直のレプソリド環を 11 キ

ロ輸送した。時計の修正はエヌ・ヤー・ツィンゲル

の方法で、緯度の決定は等高度の一対の星を用いる

時間と緯度の同時決定法によった」。 
シチェトキン大尉が与えられた課題の解決、すな

わち、大興安嶺を越えて、松花江とその支流ノンコ

ウ（嫩江）の流域である松嫩平原に出る鉄道の経路

を見出すために、1896 年に行った天測作業地方は、

細長い約 900 露里の地帯で、2 方向、3 箇所に分か

れていた。 
ドノおよびアレクサンドロフスキー ザボート（共

に満洲里北北東約 120km にある町）の電信点が、すべ

て新しい決定値に置き換えるための、原点として採

用されたが、何れも主要な作業路線の脇道にあり、

最も近い再決定点から 70－80 露里も離れていた。

シチェトキン大尉は報告書に次のように書いている。

「このような作業配置は、環状路線の大部分に必要

であるものの、概して予定された点の決定の実行を

遅らし（最初の観測点から最後の点までの移動距離は約

3 千露里）、そして、とりわけ、幾つかの路線は連続

的になるので、高精度で経度決定計算を行わなけれ

ばならない。これに関連して最大の障害は、全作業

が唯一の点、国境から 105 露里で海拉爾市から 230
露里に位置するドノを起点として、満洲の位置決定

を始めることにあった。移動手段は 1 台の馬車だけ

で、クロノメータの移動には二輪馬車で満足しなけ

ればならず、加えて天候が非常に都合悪かった。ド

ノからの個別の路線から得られた良好な精度の海拉

爾を除いて、満洲各点の経度の比較的低い精度には

理由があった。クロノメータは発条つき馬車での移

動を余儀なくされたし、海拉爾の点が満洲の他の点

の基準点となったからである」。 
クロノメータは 2 対の箱に入れられて地点間を移

動した。箱の内側は、専用に設計された柔らかい凹

みで覆われており、外側は、中の箱を発条で、側面

をゴムのクッションで押さえてあった。 
満洲で実施されたクロノメータの 3 路線は互いに

似通っていた。シチェトキン大尉は次のように記述

している。「海拉爾に到着してから、市から 1 露里

にあるエミン（伊敏）河の運河上に私は天測点の場

所を選定し、前以って三角測量で、ほぼ 5 露里にあ

るこの場所に結合した。海拉爾の川の水位はそれか

ら間もなく上昇し、以前の天測点の場所を水浸しに

した。海拉爾の点からの路線は19昼夜利用された。

海拉爾からジャリパン‐オボまでの道は非常に良か

ったが、急流の伊敏河の渡河は困難であった。極め

て不都合な天候が観測を妨げ、重要な路線の継続性

が失われた。ゴルドネ川の天測点から齊々哈爾街道

までは大凡 20 露里であったが、私は海拉爾から携

行した食糧品の予備が底をつくのを恐れて、出掛け

るのをためらい、知っている道を急いで戻らなけれ

ばならなかった」。 
シチェトキン大尉の班は、続く路線を齊々哈爾街

道に沿って、海拉爾から東へ、イラン‐オボまで行

き、かつ 15 昼夜の間に反転した。再び 3 箇所の点：

メンジュケ（免渡河）、大シンガン（興安）およびイ

ラン‐オボが決定された。班の移動は著しい水深を

もつ多くの河川のため停滞したが、天測者はすべて
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浅瀬を渡って通過し、器材、乾パンおよび大部分の

品物は、丁寧に防水布と防水性の帆布に包んで二輪

馬車で運んだ。 
免渡河の天測点はウヌル‐ゴラの対岸に決定され

たが、大興安の点は仏堂に近い正にその峠に決定さ

れた。 
最後の路線を班は海拉爾から古ツルハイツィへの

反路で実施した。その際海拉爾から 35 露里にある

メルゲル河岸で、時間（経度）の決定が行われ、観

測の場所に木杭が設置された。しかし星がよく見え

なかったので、点の緯度の決定は成功しなかった。 
1896 年の全天測点は木杭で表示され、それらに

「クロノメータの、1896 年天測点」と注記された硬

い金属板が釘付けされた。これらの杭が亡失した場

合に備えて、観測日誌には杭の状態の決定に欠かせ

ない全資料が記載された。とりわけ、これらの点は

三角測量を実施する際に望ましい地点の方向に関係

があった。最も複雑な関係は新ツルハイツィと海拉

爾の点にあり、ここでは管理のために追加の基線が

測定された。 
1896 年の野外作業の季節に、シチェトキン大尉は

西部満洲で 8 個の天測点を決定した。とくに、彼は

この地域の道路、脇道、河川、渡河点、自然および

気候条件の詳細な記録を作成した。後者はパリャノ

フスキー大佐の満洲の記録と共に、ロシア陸軍参謀

本部に関心をもたらしたことは疑いがない。 
満洲における作業のときに、シチェトキン大尉は

時間と経度の新しい同時決定方法を提案し、かつ、

後に検証を行った。更にこの方法と、また彼にとっ

ても必要であった時間と経度の決定用の星の暦表は、

軍事地形測量技師団の将校により、将来の軍事行動

地域の適時かつ限られた時間内での地形測地作業凖

備に際して利用された。 
20 年を経て、シチェトキン大尉は、この作業に対

し、また、天測実務の場における長期間の継続的な

努力に対し、ロシア天文学会より通信会員に選ばれ、

また、ロシア地理学会よりペー・ペー・セミョーノ

フ記念金メダル Залотая медаль им. П. П. 
Семеноваを授与された。 

 
Ⅸ-3 鉄道建設のための地形測量 

1896 年には満洲で 3 個班の軍事地形測量者が作

業を行った。各班は隊長と 6 人の測量者で構成され

た。 
第 1 班は満洲の西部で作業をした。その地形測量

者は縮尺 2 露里で共通の面積約 7,100 平方露里の 4
地帯を測図した。その範囲は海拉爾‐齊々哈爾駅逓

馬車道に沿って、免渡河とバリム（巴林）駅間、巴

林駅からヤル（雅魯）河沿いに川下へ、その松嫩平

原への出口まで、海拉爾から伊敏河とその支流チン

河に沿って南東へ、それからチョル（綽爾河）沿い

にその松嫩平原への出口まで、そして小興安嶺に沿

うものであった。 
第 2 班は、ポルタフカの駅から作業を始め、綏芬

河と小綏芬河に沿って上流にシャホザ河口まで、更

にこの川に沿ってロエリン（老爺嶺）山脈に登った。

この山脈の峠を越えて、地形測量者は山脈の西斜面

と穆稜河の谷で作業をした。次いで彼等はその右支

流ペリン河に沿って石岩廟の峠に登り、そこから駅

逓路に沿って寧古塔に向った。寧古塔から地形測量

を牡丹江の川沿いに上流にオモソへ、そしてヂャン

グダンツァィリン（張廣大嶺）および西老爺嶺の高い

山脈を越えて、駅逓路に沿い吉林まで歩き続けた。

この最後の地区でラバ河に沿う地帯を、松花江への

合流点まで、そしてこの川の両岸に沿って吉林まで

測図しなければならなかった。それから松花江の谷

沿いに下りファトファミン村まで測量を行った。第

2 班は全体として縮尺 2 露里で面積約 5,000 平方露

里の地域の測図を行った。 
第 3 班の測量地区は小綏芬河合流点から北へ、松

花江の支流マイ河に、ジャンツ河が流入する地点ま

で拡げられた。この地区の地形測量の主な課題は、

牡丹江流域から綏芬河およびウスリー江流域を分け

るチャンリンザ（長白）山と、牡丹江と松花江を分

ける張廣大嶺を越える峠の調査にあった。 第 3 班

は、縮尺 2 露里で面積 4,443 平方露里の地域の測図

を行った。 
 

Ⅹ 東清鉄道南部支線の建設と遼東半島の租借 

このようにして、1896（明治 29）年末までに、満

洲北部のマンヂュリ（満洲里）から綏芬河までの東

清鉄道の予定路線の測量が完了した。東清鉄道はシ
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ベリア鉄道の本線として位置づけられ、起工式が

1897（明治 30）年 8 月 28 日小綏芬河右岸の三岔口

附近で挙行された。正式の建設開始は翌 1898（明治

31）年 6 月 9 日であった（姜・齊 2001）。東清鉄道が

海拉爾から松嫩平原に出る経路は、東へ大興安嶺の

峠を越えて、ブヘト（博克圖）、ジャラントン（扎蘭

屯）を経て、フラルキ（富拉爾基）で嫩江を渡り、齊々

哈爾の南方のコウコウケイ（昂昂渓）に至る路線が

選ばれた。齊々哈爾は清朝初期にロシアの東進に対

する防衛拠点として火器営が設置された城郭都市で、

当時黒竜江将軍麾下の清国軍が駐屯しており、この

ために鉄道の通過が回避されたものと見られる。 
後年のことであるが、上記の嫩江を渡る富拉爾基

の鉄橋は、1904（明治 37）年の日露開戦の直後、ロ

シア軍の後方深く潜入した横川省三、沖禎介の両名

が爆破を試みたが、発見されて逮捕され、ハルビン

（哈爾濱）で銃殺刑に処せられたことで知られてい

る。 
一方、東清鉄道建設の中心基地として、当初は呼

蘭が選ばれたが、舟航の便から最終的に選ばれたの

が哈爾濱であった。19 世紀末の哈爾濱はフーヂャヂ

ャン（傅家甸）という松花江右岸の寒村が存在する

に過ぎなかったが、この集落の上流側に鉄道建設資

材の荷揚げ用波止場が整備され、また、駅と波止場

との間の鉄道付属地に、都市計画による数多くのロ

シア風家屋が建築されて市街化が急速に進んだ。 
更に 1898（明治 31）年、ロシアは不凍港ポート‐

アーサー（旅順）とダルニー（大連）を含む陸域（関

東州）と、周辺水域の租借権を清国から獲得した。

また、これらの港湾都市とシベリア鉄道本線の哈爾

濱とを結ぶ南部支線の建設も許可されたので、哈爾

濱駅は東、西、南に向う三条の鉄道のターミナル駅

として整備されることとなった。ロシアが鉄道およ

び付属地の市街建設、更には沿線警備のために、満

洲に送り込んだ総人員は 6万人以上といわれている。 
日清戦争で日本軍が血を流した満洲の南部地域を、

このようにロシアが容易に手中に収めた事態は、日

本人にとって非常な侮辱と感じられた。この時から

日本とロシアは互いに全面的戦争を必至として綿密

に準備を始めたのである。 
 

Ⅺ 遼東半島における測量 

1898（明治 31）年の戦争への危機に際して、遼東

半島南部では、長期間ロシアに租借されることにな

った関東州地区で、応急的に地形測量が行われた。

その測量には沿アムール軍事地形測量部

Приамурский Военный Топографический 
Отдел（ВТО）の 4 名の測量者が参加した。そのう

ち3名は縮尺1インチ250サージェン（約1：21,000）
で大連湾付近における 229 平方露里の地域を、残り

の 1名は更に大縮尺で旅順およびその内湾を作図し

た。そのほか、イルクーツク軍管区の地形測量部は、

建設中のザバイカル鉄道沿いに三角測量網をアチン

スク草原会議村から満洲との国境まで設置した。測

量隊の 1 名の隊長エフ・デー・ボルチェンコФ. Д. 
Болтенкоは、2本の基線を測定し74点を決定した。

彼の指揮下に 51 の三角点標識が設置され、全三角

網の延長は約 300 露里に達した。 
一年後の 1899（明治 32）年、遼東半島では地形測

量と並んで、天文および測地作業が行われた。天測

作業の主眼は、半島北東部における測量に不可欠の

各点の経緯度の決定にあった。経度はクロノメータ

路線で決定された。沿アムール軍事地形測量部長の

ペー・イー・グラディシェフП. И. Гладышев少将

は、これらの 7 路線を実施した。サンシリプ（三十

里堡）からの最初の路線で 8 昼夜に 4 天測点が決定

され、続く第 2 の路線で 2 昼夜にシーハイ村の経度

が決定された。旅順からの第 3 の路線では 9 昼夜に

4 天測点が決定され、三十里堡からの第 4 の（境界

の）路線では 13 昼夜に新しい 5 天測点が、そこから

の第 5路線では 9昼夜に新しい 8天測点が決定され

た。第 6 の（境界の）路線はビジェボからであり、8
昼夜に 3 点が、そこからの第 7 の路線で 8 昼夜に 4
天測点が決定された。合計して 55 昼夜にクロノメ

ータ 7 路線において 28 の新しい天測点が決定され

た。 
測地作業は 2 級三角網の形成であり、ビジェボか

ら旅順要塞まで実施された。この地区には全部で 3
個の海軍部のピラミッド（角錘状標識）があったが、

作業の過程で更に 26 の新しい標識が設置された。

それらはセメントの基礎の上に石で高さ 1.5 サージ

ェンの四角錐の形に構築された。ピラミッドは基礎
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の上に 2 フィートの深さにセメントで埋め込まれ、

またこれもセメントで充たされた壜の上方に、垂球

で致心された木製の円筒台が固められた。観測の際

には、器械はピラミッドと並べて、地上に整置され、

毎回作業の開始ごとに致心が行われた。観測はヴ

ェ・ヴェ・ドミトリエフВ. В. Дмитриев二等大尉

がケルンの小経緯儀で実施した。水平角は 6 回法で

測定され、垂直角は 1 回であった。金州市に近く、

三角網の真ん中に、海岸の方向に張られた索に沿う

長さ 3 露里 155 サージェンの基線が、2 個の特別の

測棹で往復測定され、その後測竿はレベデバのコン

パレータ（精度比較器）で原器と比較された。基線の

測定精度は 1：62,000 であった。基線から測地網へ

の移行は、最小二乗法で算出された四辺形の 2 本の

対角線からなる基線網を用いて行われた。同様の方

法で他の 3 個の多角形が計算された。決定された点

は、全部で 41 の三角形と 3 地区で五角形を形成し

た。 
ドミトリエフ二等大尉が直接実施した作業は、地

理的座標および遼東半島三角網の 42 点（1 級 35 点と

2 級 7 点）の目録になった。 
地形測量作業（縮尺 1 露里の器械測量）はビジェボ

―アダムス湾（金州湾）の租借地境界線から南西に

向って行われた。7 名の地形測量者が面積 2,246 平

方露里の地域を測図し、その中に 1 露里平方当り 33
点の標高を決定した（全体で 74,000 点以上）。そのほ

か、彼等は関東州本部（縮尺 1 露里の測量）および満

洲の道路の主任技師（縮尺 1 インチ 250 サージェンの

測量）の管理下に派遣された地形測量者によって、

前年の 1898 年に作図された地域について、全体で

587 平方露里の面積を予察した。また 4 名の地形測

量者は技術部のために縮尺1インチ100サージェン

で旅順要塞の面積 47 平方露里の測量を遂行した。1
名の地形測量者は哈爾濱埠頭から松花江に沿って長

さ 32 露里幅約 3 露里の地帯を測図した。 
進路における不慮の遅滞を考慮し、厳寒が始まり

強風が吹き始める 12 月初めまでに終らすため、作

業は 7 月末に開始された。採用された図葉の寸法（緯

度 12’経度 15’）は地形測量者にとって過大に思われ、

土地を表現する図形の処理に、少なからぬ努力を強

いた。各図葉の中で、約 370 の部落は独立の家屋を

もつ村と見なせなかった。遼東半島は地形の特徴と

して深い峡谷で裂かれ、通過し難い障害となってい

た。 
全図葉は、金州付近で測定された基線から、作業

班長により展開された共通の幾何図形網で連結され

た。8月初めに図葉に天測点7点の位置が記入され、

図郭はほぼ最後に入れられた。図形と天測の間の決

定値の違いは 20－30 サージェン（約 40－60 メート

ル）より大きくなかった。作業は清絵が行われ、各

図葉に幾何図形網が記入されたが、細部は曲線定規

で画かれた。零点高はビジェボ海湾の水準が採用さ

れた。 
地形測量技術将校の作業の過程で、間もなく日露

戦争の戦場となるこの地方の、優れた軍事地形測量

記録が編集された。 
1896（明治 29）年から 1899（明治 32）年までの野

外における天測‐測地および地形測量作業の資料に

より、参謀本部の軍事地形測量部の地図作製施設で、

1900（明治 33）年にアジア刊行図と呼ばれた一連の

地図の編集、製図および校訂が行われた。すなわち、

縮尺 100 露里のアジアロシア図（2 図葉の修正および

校訂）、縮尺 40 露里のアジアロシア南部国境地帯図

（13 図葉の編集作業、修正および校訂）、縮尺 10 露里

のアジアロシア図（6 図葉の編集作業および校訂）、縮

尺 10 露里の極東図（6 図葉の編集作業）、縮尺 5 露里

の遼東半島図（6 図葉の製図および校訂）（これは参謀本

部のエス・ペー・イリンスキーС. П. Илинский中佐の地

図として知られている）、縮尺 4 露里の、朝鮮、満洲

およびシナの цзира（島嶼？）を含む渤海地方図（65
図葉の製図）、縮尺 100 および 200 サージェンでの満

洲およびシナの若干の都市図（9 図葉の製図）である。 
そのほか、金州および関東州半島、ペチェリスク

湾の諸島、北京―塘沽街道の大縮尺図の石版彫刻、

ウスリースク州の10露里図の石版上の修正、満洲、

遼東半島、松花江および遼河の大縮尺図上での削描

と着墨が行われた。 
 

Ⅻ 義和団事変 

義和団とは 18 世紀頃に山東省に起った義和拳教

という一種の宗教的な秘密結社である。日清戦争後、

民衆生活の不安と排外機運とに乗じ、「扶清滅洋」を
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唱えて反キリスト教運動を起し、1900（明治 33）年

には直隷省に入って、天津、北京へと進み、鉄道や

電線を破壊し、教会、病院を焼き、キリスト教徒の

みならず一般の外国人を襲い、外国製品を奪って、

外国人と西洋文明を清国から一掃しようとした。同

年 6月包囲された北京の居留民を救うため、日、英、

米、仏、露、独、墺、伊の 8 ヶ国の連合軍が出動し

た。初め義和団の行動に加担していた清国政府も、

外国軍の急進撃に驚き、態度を改めて諸国との講和

に傾いた。連合軍は 8 月に北京に入城して事変は解

決した。翌 1901（明治 34）年清国政府との間で結ば

れた講和条約で、北京附近の防備には以後外国軍隊

が当ることとなった（生田 1980）。 
義和団事変は、満洲の北辺地域にも飛び火した。

東清鉄道の建設でロシア人に不満を抱いていた住民

は、建設中の鉄道の破壊やロシア人の退去の要求と

いった行動を示すようになり、満洲に多数の人々を

送り出していたロシアでは、建設中の鉄道や付属施

設を保護するために、暴徒を鎮圧すべきであるとの

意見が高まっていた。 
東三省における義和団の活動は激烈で、奉天では

首領の劉喜禄、張海らが、団員を率いて教会やロシ

アの鉄道局などを焼き討ちし、また、齊々哈爾所在

の黒竜江将軍壽山は、清国軍が義和団と連合してロ

シア軍に抗戦することを黙認した。 
1900 年 6 月末、哈爾濱では、あたかも松花江の大

鉄橋の建設中であったが、義和団、清国軍および鉄

道建設労務者らによる包囲攻撃を受けた。 
同年 7 月、アムール河でロシアの汽船が突然清国

兵の発砲を受けた。更に左岸の街ブラゴベシチェン

スクに対して、対岸の清国領から砲撃がなされると

いう事態が生じた。ロシア軍は直ちに反撃を開始し、

アムール河沿岸で多数の清国人を溺死させるなどし

て殺害した。その数は 3 千人とも 5 千人ともいわれ

る。ロシア軍の作戦行動は瞬く間に拡大した。攻撃

により愛琿の町は廃墟と化し、8 月末には齊々哈爾

を占領、更に哈爾濱の包囲を解いて、9 月後半には

満洲中部の多くの都市を支配下に置き、10 月初頭ま

でに奉天を占領した。 
これより先、奉天の盛京将軍増祺は、清国政府の

意を受けて、劉喜禄、張海ら 70 余名の義和団首領

を殺害したため、義和団の組織的抗争は停止した。

11 月末、増祺はロシア軍総司令官アレクセーエフと

の間に奉天省におけるロシア軍の駐屯権を認める協

定を締結した（姜・齊 2001）。 
ロシア軍の作戦行動に伴って進撃に参加した派遣

部隊の中に、シベリアおよび沿アムール軍事地形測

量部の将校が含まれていた。シベリア軍事地形測量

部の 2 名の測量者は、通常の野外測量の代りに、

1,795 平方露里の面積の行軍路線測量を行い、縮尺

2 露里で東清鉄道西部の免渡河と富拉爾基駅間の

305 平方露里の進路帯を偵察し、かつ、縮尺 250 サ

ージェンで清国軍との戦場となった213平方露里の

面積の地域の陣地測量を行った。これと同じ時期に

沿アムール軍事地形測量部の 10 人の測量者は、

3,040 平方露里の面積に及ぶ、都市および他の居住

地、要塞および陣地、様々な土地の大縮尺器械測量

を行っている。 
ロシア軍の満洲北部における軍事行動は、日本人

に非常な衝撃を与えた。ことにブラゴベシチェンス

クにおける清国人虐殺事件は憤激の的となった。 
1901（明治 34）年に作られた第一高等学校（一高）

の寮歌「アムール河の流血や（作詞：塩田環、作曲：

栗林宇一）」は、次のように当時のロシアに対する感

情を端的に表現している（雄叫編集委員会 1960）。 
「アムール河の流血や 凍りて恨み結びけん 二

十世紀の東洋は 暗雲空にはびこりつ」 
また、後に 1904（明治 37）年日露開戦に際して作

られた東京高等商業学校の「討露の歌（作詞：菅礼之

助、作曲：一橋会音楽部）には、「黒龍ひとたび血に染

みて 五千の精霊鬼なりき」とあり、同じ時期に作

られた一高の「征露の歌（作詞：青木得三）」も、こ

の事件に触れている。後の二者はいずれも軍歌とし

て採用され、とくに「討露の歌」は「血潮と交えし」

と表題を改めて、陸軍部内で長く歌い継がれた。 
 

XIII ロシア軍の満洲占領と測量の実施 

1900 年に沿アムール軍事地形測量部の新部長に

就任したエム・ペー・パリャノフスキー大佐は、軍

事地形測量技師団長に北部満洲作戦用測量計画を提

出した。この計画には、縮尺 2 露里で 107 図葉の約

127 平方露里の面積を、115 名の軍事地形測量およ
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び測地技術者の力で、1901 年の暖かい 7 ヶ月間で

完成することが目論まれた。この作業の予算は約

600,000 ルーブルであった。しかしながら、このパ

リャノフスキーの計画は、沿アムール軍管区の本部

には認可されたが、ペテルブルグで財政的な判断に

より却下された（Глушков 2005）。 
この結末は、グルシュコフ教授によれば、後に周

知のように、日露戦争の戦闘で日本軍に圧迫されて

南満洲から北方へ退却しなければならなかった時に、

人々の犠牲と物質的な損失をもたらすことになった。 
満洲における軍事地形測量は、第 1 回が 1904 年 9

月、第 2 回が 1905 年 5 月、第 3 回が 1906 年 3 月、

ロシア軍の撤兵時期に実施された。1906 年の年末ま

でに、満洲では、沿アムール軍事地形測量部の測地

技術者と地形測量者とともに、軍事地形測量技師団

の全将校の半数以上が作業をした。 
しかし 1900 年の時点では、ロシア軍当局首脳部

は、日本との戦争の場合、戦略計画に基いて、遼陽

と海城地区に兵力の集中と展開を行い、次いで敵軍

を粉砕するという勝利の構図を画いており、北への

退却はまったく予定に無かったので、地形測量に基

いて作成・刊行された 1 露里図および 2 露里図があ

れば、作戦には十分であろうと考えていたのである。 
1901 年に入ると、ロシアと清国との間に、満洲に

おけるロシア軍の駐兵に関する協定の締結について

交渉が行われた。しかしながら、双方の主張の妥結

点が見出せぬため、交渉は長引いた。 
この間にもロシア軍による満洲の測量は続けられ

た。 
沿アムール軍事地形測量部長のエム・ペー・パリ

ャノフスキーは少将に進級し、北部満洲および遼東

半島の野外測量計画の実施に着手した。当時の測量

部の構成は、3 名の天測技術者、4 名の班長、53 名

の測量師、2 名の地図作製作業者および書記から成

り立っていた。 
天測作業は四つの地区で行われた。 
哈爾濱、旅順および朝鮮で、各地点の座標決定が

3 本のクロノメータ路線で行われた。経度決定のた

めの原点としてウラジオストクが採用された。34 日

の後、7 天測点、すなわち、哈爾濱、旅順、ソウル、

平壌、鎮南浦、チェムリ浦およびセル‐ジェルスゴ

ルが決定された。路線は、汽船およびカッターの上

と、鉄道に沿って実行された。 
南満洲におけるクロノメータ遠征は、フドゥトゥ

ンストヴォФудутунство（シナの省を構成する行政地

区、府？）の記録班に、測量用拠点を与えなければ

ならなかった。それらは 3 路線をなした。シュンエ

チェンおよび寧古塔の街が基準点となった。注目す

べきことに、1 名の作業者は 73 日間で 14 天測点を

決定したが、その中に奉天、新哈爾濱および吉林に

配置された点を含んでいた。3 路線は鉄道に沿って

実施され、2 路線は劣悪な土の道沿いであった。ソ

ウルでは、観測の場所としてロシア大使館本館の旗

竿が選ばれた。 
北部満洲におけるクロノメータ遠征は、同じ目的

で 6 路線が実施された。基準点として、ウラジオス

トク、ミハイロ‐セメノウスキー村、イラン‐オボ

駅、シホ村および新哈爾濱が選ばれた。1 名の天測

作業者は 95 昼夜で 13 天測点を決定した。鉄道およ

び土の道沿いのクロノメータ路線で、クロノメータ

は農民用の四輪馬車で移動したが、松花江の流れで

は、ジャンク（小さな木造帆船）を利用した。 
奉天地区で、基準点決定のために行われたクロノ

メータ遠征では、6 路線を実施した。経度決定のた

めの基準点は旅順であった。1 名の作業者は 102 昼

夜で 41 天測点を決定した。クロノメータ路線は鉄

道および土の道沿いに実施された。ある場合には、

クロノメータは担架で移動した。アー・エフ・アフ

マメーチェフА. Ф. Ахмаметьев参謀大尉がその報

告書に記述したように、奉天地区における作業は遥

かに平和と遠い情勢で行われた。満洲の東部ではシ

ナの脱走兵がうろついており、作業者たちを護衛し

なければならなかった。 
地形測量作業は満洲の三つの地方で遂行された。 
遼東半島と奉天地区では、地形測量は縮尺 2 露里

で 2 名の隊長と 18 名の測量者から構成される 2 個

班により遂行され、11,507 平方露里の面積が作図さ

れた。 
北部満洲の吉林および齊々哈爾地区では、縮尺 2

露里で行軍路線測量を、フドゥトゥンストヴォの記

録班を伴う、13 名の測量者が行った。 
奉天地区では、7 名の測量者が主として行軍路線
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測量を実施した。 
地図作成作業は、フドゥトゥンストヴォの記録班

が作成した、縮尺 5 露里の資料による編集、北部満

洲の 10 露里図とその刊行、奉天地区の縮尺 4 露里

図および 20 露里図の編集および刊行、1899 年およ

び 1901 年の器械測量の成果から編集された、南満

洲の 10 露里図の刊行から成り立っていた。そのほ

か、戦闘および管理の必要から、地図や図面が編集

され刊行された。 
参謀本部の軍事地形測量部地図作製施設で、1901

年に以下のことが実施された。 
ポシエタ湾から旅順までの道路の縮尺 20 露里図

（2 図葉）、縮尺 10 露里の極東図（7 図葉）、同じ縮尺

のアジアロシア（4 図葉）の編集作業と校正。 
縮尺 4 露里の朝鮮、満洲および渤海地区図の、製

図工場における製図（76 図葉）。 
アジアロシア国境地帯の 40 露里図の石版上の修

正、ならびに縮尺 1 露里の遼東半島図、縮尺 4 露里

の満洲図、縮尺 20 露里のポシエタ湾からビジェボ

までの道路図の、彫刻工場における削描と墨入れ。 
1902 年には、沿アムール軍事地形測量部により、

満洲において次のような天測作業が行われた。 
電信の助けを借りて、5 地点間の経度差、すなわ

ち、ブラゴベシチェンスク―墨爾根、墨爾根―齊々

哈爾、齊々哈爾―哈爾濱、哈爾濱―吉林、哈爾濱―

寛城子が算出された。これらの経度差決定は、2 名

の作業者によって実施され、既存のクロノメータ路

線と予定線における、経度の確定のための基準点を

与えた。 
北部満洲におけるクロノメータ路線は、1 名の天

測作業者の成果であり、ブラゴベシチェンスクと墨

爾根の基準点間の Каранак カラナク(？)点を決定

した。 
参謀本部の軍事地形測量部にデー・イー・レピエ

ヴィД. И. Репьевый中佐により提出された報告書

に明らかなように、1901 年に、満洲における天測作

業が開始されたとき、齊々哈爾と哈爾濱の点は決定

されていなかった。この年の路線のために、彼等は

この 2点間に北部満洲における拠点を作らなければ

ならなかった。1901 年の作業終了時期に、哈爾濱の

点は、パリャノフスキー少将がウラジオストクから

運ばれた10個のクロノメータにより決定した。齊々

哈爾の点は、更に電信の助けを借りて 1902 年の夏

に決定しなければならなかった。同じ年の 5 月から

6 月にかけて、互いに遠く離れた 8 点が決定される

予定であったが、パリャノフスキーの突然の病気と

その他の状況から、凖備と基本作業は更に延期され

ることになった。結局経度差は 8 月 24 日から 11 月

18 日までの期間に決定されたが、強い冷気のために

3 点で都合よく行かなかった。 
1902 年の夏と秋に、測地技術者たちは奉天地区で

遼陽と普蘭店間の 2級三角測量網の敷設に従事した。

この作業地域は、深い谷および峡谷に刻まれた山岳

地域であった。交通路は改良が望まれていたが、そ

のままであった。雨が降ると河川の多数の浅瀬が通

過不能となった。地域の山地は森林被覆に乏しかっ

た。1 名の作業者は 19 の標識を設置し、2 級点 23
点と 3 級点 4 点を決定した。そのほか、遼陽の天測

点との結合が行われ、また鋼紐索により 3 露里 140
サージェンの基線が測定された。この基線は遼陽駅

から南西に鉄道に沿って選ばれた。各点における垂

直および水平角はケルンの小経緯儀で測定された。

緯度、経度および正反方位は、クラークの地球楕円

体 земной сфероид Кларкаの測地パラメータが利

用され、各点の高さは一般に採用されている公式で

決定された。作業の実施者ヴェ・ヴェ・ドミトリエ

フ大尉は、遼陽―普蘭店三角網の決定された測地座

標と高さの成果表を作成した。 
地形測量作業のうち、縮尺 250 サージェンでの測

量が、アムール河右岸の 3 地区で行われた。すなわ

ち、旧マホ市の付近、ラッデ駅の反対側および第 4
渓谷である。1 名の測量者が 120 平方露里の範囲を

作図した。南満洲では、遼東半島の地形測量は、縮

尺 2露里で遼陽―普蘭店―鴨緑江口の線までに限ら

れていた。測量地域は深い谷および峡谷に刻まれた

山岳地帯であった。2 名の隊長と 17 名の地形測量者

で構成された 2 班が、18,287 平方露里の地域を作図

した。 
同じ 1902 年に、沿アムール軍事地形測量部の人

力と手段で、次のような地図作成作業が実施された。

すなわち、北部満洲 2 地区における、フドゥトゥン

ストヴォの10露里図12図葉の編集および写真製版

 

23



刊行への凖備、ならびに新しい資料による満洲の 40
露里図の編集である。そのほか、野外作業に従事し

た軍事地形測量部の全官吏は、冬の間に、自分たち

の作成した素図（図面の素描）の正絵作業に当り、か

つ、管区本部用の製図作業、満洲北部地域のフドゥ

トゥンストヴォの 10 露里図の印刷を遂行した。 
参謀本部軍事地形測量部の地図作製施設では、

1902 年に次のような作業を遂行した。すなわち、地

図の編集、校訂および刊行への凖備として、縮尺 10
露里のアジアロシア（2 図葉）、縮尺 40 露里のアジア

ロシア南部国境地帯（18 図葉）、縮尺 10 露里の極東

（10 図葉）、同じ縮尺のウスリー河流に沿う国境地帯

（10 図葉）、縮尺 20 露里のポシエタ湾から旅順まで

の道路（1 図葉）、縮尺 50 露里のアジアロシア軍用道

路（8 図葉）と、注記のロシア語への翻訳とそれらの

外国製満洲図への記入、ならびに縮尺 40 露里のア

ジアロシア国境地帯の地図および縮尺 10 露里のア

ムールおよびウスリー河流に沿う国境地帯の地図の、

石版上での凖備作業を実施した。 
1903 年には、満洲において沿アムール軍事地形測

量部により以下のことが行われた。 
天測作業では、1902 年に奉天地区で遼陽と普蘭店

間に設置された三角網の定位のために、パリャノフ

スキー少将はその最初の辺で天測方位を決定し、環

状クロノメータ路線から遼陽の経度を旅順の基準点

に結合して決定した。観測には助手として軍事地形

測量部のアー・エフ・アフマメチェフ大尉が参加し

た。作業は旅順に始まり、遼陽に続き、旅順に戻っ

て終了した。観測はレプソリッドの小垂直環、6 個

の卓上クロノメータ、顕微鏡と簡易付属品つきバン

ベルグ経緯儀を使って実施された。旅順における観

測地点は、提督埠頭にある木の杭であり、遼陽では、

1901 年の天文観測点のピラミッドに近い木杭であ

った。 
地形測量作業では、アムール河の右岸で河沿いに

スゥィチェフスキー部落からラハスス哨所（松花江

河口の右岸にある）まで、および左岸地区の幅 4－10
露里の地帯の器械測量が縮尺 2 露里で行われた。縮

尺 2 露里での半器械測量が、マリイ マグダリン（愛

琿）哨所から墨爾根を通り齊々哈爾へ、そして富拉

爾基に向う進路に沿って行われた。イリインスキー

（旧サハリャン）、愛琿およびラハスス各哨所では、

縮尺 250 サージェンで器械測量が行われた。1 個班

は、班長と 5 名の測量者からなり、縮尺 2 露里で

6,100 平方露里の地域と、縮尺半露里で 190 平方露

里の地域を作図した。鴨緑江の流れに沿い、その流

域に位置する各都市に通じる、土の道に沿って、お

よびツンゴウとカンゲ両都市間の、目視による路線

測量が行われた。ここで 1 名の測量者が作図した地

帯は、河沿いには器械測量で作図された地区からカ

レリ村までの延長 664 露里で、土の道沿いには 204
露里であった。行進路の幅は 2－6 露里を超えなか

った。 
地図作成作業は、満洲、関東半島および北部朝鮮

の 40 露里図、ならびにアムール河口と旅順半島の

10 露里図の、素図の製図と編集で終了した。1903
年の 10 月に高速石版印刷機の作業が開始された。 

 
XIV 北部朝鮮図と天測点 

小林茂教授から提示された大阪大学の収集資料の

中に、ロシアが 1903 年に作成・印刷した北部朝鮮

の地図がある。標題は「北部朝鮮の地図 КАРТА 
СЕВЕРНОЙ КОРЕИ」（図2）で、縮尺は、北緯 41
度において図上 1 デュィムが実距離 20 露里と表示

してあり、すなわち、約 1：840,000 である。表示

範囲は、鎮南浦と元山とを結ぶ線以北で、鴨緑江と

図們江とを結ぶ線以南となっている。 
図郭には、緯度 5′、経度 10′毎に分区線が引か

れており、三角点などの記号は無いが、かなり精度

の良い地図である。地図記号としては、都市、村落、

道路、同じく通過不能部、山頂、河川、湿地などが

あり、山地表現はけば式、色彩は黒、青、茶の 3 色

刷である。 
この地図で注目に値するのは、図の右下隅に天測

点の一覧表が記載されていることである。すなわち、

枠内に「国内天測点 АСТРОНОМИЧЕСКIЕ 
ПУНКТЫ ВНУТРИ СТРАНЫ」（図3）とあり、

18 点の地名と各点の緯度と経度が表示してある。天

測点決定者は、アー・イー・ズヴェギンツォフА. И. 
ЗВЕГИНЦОВとイー・イー・ストレリビツキー И. 
И. СТРЕЛЬБИЦКИЙの 2 名で、おおむね前者が

西半部を、後者が東半部を担当している。 
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18 点のうち、都市が 7 点（甲山、厚州、煕州、安州、

会寧、三水および江界）、村落が 10 点、山頂が 1 点（白

頭山）である。因みに白頭山の緯度は 42°1′9、経

度は 128°05′となっている。 
この天測が何時行われたのか、地図からは判明し

ないが、1903 年をあまり遡らない時期と見てよいで

あろう。 
 

XV 日露戦争直前におけるロシア軍の地図整備状況 

以上に記述したように、日露戦争の開始前の 1896
―1903 年間に、軍事測量技師団の将校たちによって、

満洲地方で 133 点の天測点と 69 点の 2 級および 3
級三角点が決定された。これらを基礎として十分に

堅固な三角測量網が展開され、かつ、以下の測量が

実施された（Глушков 2005）。 
旅順要塞、ロシアの哨所および衛兵所の地区にお

ける、大連湾沿岸地帯の器械地形測量を、縮尺 100
サージェンおよび 250 サージェンで、面積 705 平方

露里について実施した。 
鉄道線路（チタ―哈爾濱―ウラジオストク、哈爾濱―

旅順および哈爾濱―大連）に沿い、縮尺半露里および

1 露里で実施した。 
遼東半島南部（ビジェボ―アダムス湾の線まで）を縮

尺 1 露里で、またこれより北では、満洲各地（おお

よそ遼東湾―牛荘の線まで、遼陽、瓦房店―チャンデフゾ

ウ―および鴨緑江に沿ってその河口まで）を縮尺 2 露里

で、合計面積 57,913 平方露里について実施した。 

図2 ロシアが1903年に作成・印刷した北部朝鮮

の地図 

アメリカ議会図書館所蔵（2009 年 9 月撮影） 

2 露里、4 露里、5 露里の進行路および半器械測量

を、面積約 10,000 平方露里について、ならびに予

察を面積約 1,000 平方露里について実施した。 
天文‐測地および地形測量作業の実施期間に、軍

事測量部もまた満洲各地の記録を編集したが、それ

らは軍事行動の際に部隊指揮官にとり役立つもので

あった。 
1903 年末の刊行凖備最終段階に、1896－1902 年

間の野外作業の成果として作成された地図には、次

のようなものがあった。 
大縮尺図（1 インチ 5 露里以上）：満洲、遼東半島、

朝鮮、満洲、吉林省、金州および関東半島、ペチェ

リスキー湾内諸島図。奉天、吉林および黒竜江省進

路図、旅順要塞およびその近傍図、ならびに満洲お

よびシナの若干の都市図。 

図3 国内天測点の一覧表（図2の地図右下隅） 

小縮尺図（1 インチ 5 露里未満）：アジアロシア、ア

ジアロシア南部国境地帯、極東、ポシエタ湾から旅

順まで、ポシエタ湾からビジェボまでの道路図。ア

ジアロシア、関東州および北部朝鮮、アムール河口

および遼東半島、北部および南部満洲、奉天省、吉

林省および齊々哈爾省の軍用道路。関東州および南

満洲における軍事地形測量作業報告書。 
そのほか、軍事省管理部内で指定された時期まで

に、太平洋水路遠征（1899－1901）目録およびその

他海軍省水路部刊行物により編集された、鴨緑江か

ら旅順までの関東半島図、関東半島における投錨地

の臨時地図および図面、大連湾の図面（1898）で、
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1903 年に修正されたもの、エリオット諸島ならびに

テルミナル岬およびビリヘ間の関東半島沿岸図

（1903）、ケンブリースキー湾図面（1902）および鴨

緑江河口図（1902）があった。 
 

XVI 結び 

グルシュコフ教授の論文は、最後に次のように書

かれている。 
ロ シ ア 軍 事 省 お よ び 「 勅 命 Высочайше 

утвержденный」で作成された、日本との戦争の戦

略計画目標には、十分に地形測量図および図面を確

保することとあった。ロシア軍の極東兵団および部

隊の本部には、補給基準に対応した、地図の在庫が

用意されていた。日露戦争後の 1906（明治 39）年に、

参謀本部のニコラエフスク・アカデミー会議で、ロ

シア軍野戦総司令官ヤー・ゲー・ジリンスキー Я. Г. 
Жилинский中将が行った演説は、このことを証明

するかも知れない。彼は次のように述べている。 
「地図を欠いた命令が、遼陽会戦までの我が軍の

敗因の一つであるとするのは、まったく事実に反す

る。関東州の幕僚はこれについて、まさに、その通

りとしている。すなわち、彼等は旅順―遼陽―営口

―義州に跨る広大な地域の器械測量を実施した。そ

のほか、戦争開始に向けて良好な 20 露里図ととも

に、南満洲の優れた記録が刊行されていた。参謀本

部の将校たちによる偵察は卓越した成果をもたらし

た。しかしながら、どの測量も、戦争の開始前およ

び進行中に高級指揮官たちにより想定された、戦略

的および戦術的失敗を助けることが出来なかった」。 
このようにして、1904－1905 年の日露戦争の前

夜における満洲地域の地図整備は、ロシア軍事省の

管理下にあった、軍事地形測量技師団将校たちの天

文-測地作業による、また参謀本部将校たちの野外小

旅行および偵察による、海軍省水路部官吏の遠征に

よる、それぞれの成果を考慮すれば、十分に満足さ

れていた。新しい大縮尺の地形測量によって、南満

洲の全部と北部満洲の一部が覆われていた。このこ

とは、1904 年に主な陸上戦闘が展開された、関東半

島の、九連城付近、バファンゴウ 八范溝(？)、大石

橋、および旅順を含む、遼陽までの広大な地域にお

ける、軍事行動の組織化と遂行に必要な、良質の 1

露里図および 2 露里地形図、ならびに、奉天および

四平街を含む遼陽以北の地域における、主として縮

尺 4 露里、5 露里以下の半器械測量および進行路測

量の成果から編集された、精度の低い地図を、戦争

前に刊行することを可能にした。 
日本との戦略計画を実現するには、これらの地図

で十分であった。何故ならば、ロシア軍は、遼陽か

ら北へ、地図が整備されていない地域への退却は、

予想していなかったからである。 
グルシュコフ教授の結びは以上であるが、このロ

シア軍の戦略的判断は、必ずしも誤りとは言えない。

遼陽は、遼河の支流である太子河と東清鉄道南部支

線が交叉する交通の要衝であり、ロシア軍は早くか

らここに防禦陣地を構築していた（横手 2005）。会戦

が始まる前に、太子河に架かる橋を幾つも準備し、

地の利では圧倒的に守備側に有利であった。日本の

戦史によれば、ロシア軍の参加戦闘員は 22 万 4 千 6
百人、日本軍は 13 万 4 千 5 百人とされている。遼

陽付近の戦闘は 8月下旬から 9月上旬にかけて行わ

れ、両軍共に 2 万人を超える死傷者を出したが、日

本軍の渡河進撃により、ロシア軍は予期せぬ敗退を

喫し、遼陽を明け渡す結果となった。しかし、兵力

の絶対数に劣る日本軍は、追撃能力を事実上消耗し

尽していたのである。 
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3. 戦時下｢皇軍｣の｢兵要地誌｣と地理学者の関与をめぐって 

石井素介（明治大学名誉教授） 

 
 このたび、「外邦図研究ニューズレター」第 6 号

に掲載された拙文（「終戦前後の参謀本部「研究動員学

徒」時代の回想―「皇軍」における「兵要地理」のあり方

と応用地理学の立場―」、pp.47～60）に関連して、かね

てから兵要地誌類についての地道な書誌学的研究を

重ねておられる碩学源昌久氏から早速三点の質問を

頂きました。そこで同氏への回答を書くことになっ

た機会に、標記の課題をめぐって私がかねてから考

えていたことを、この際まとめて執筆してみること

に致しました。以下の文章は源昌久氏からの三つの

質問に応じての回答を、ほぼそのままの形で記録し

たものです。同じ課題について関心を持つ方々に参

考にしていただければ幸いです。 
  
 そこでご質問の第一点（故多田文男先生が駒澤大学

に遺された「多田文庫」中の「兵要地誌」（20 余冊）の出

所は？ について）ですが、何と言っても終戦直後の

参謀本部内は、全体の状況がどうなっていたのか不

明で、いささか秩序のあり方が一時的空白の状態に

あったようにすら思われます。従って、故多田文男

先生所蔵の「兵要地誌」がどういう経緯で多田先生

のところに渡ったのかという点については、実際の

ところ、私にとっても全く不明であるとしか言いよ

うがありません。当時、多田先生や関係者の誰かが

参謀本部から直接持ち出すようなことが到底あり得

ないことだったのは言うまでもありません。また当

時、東大から「研究動員学徒」として派遣されてい

た学生 4 名（吉川虎雄･金崎肇･戸谷洋・藤井［石井］素

介）には、そういう重い荷物をわざわざ多田先生の

ところに届ける余裕など全くなかったし、そんな余

計なことを画策できる人はいなかったと思われるか

らです。むしろ地理学専攻学生や地理の研究者たち

にとって最も関心が高く、出来れば入手したいと思

っていたのは、当時「軍事機密」として専門家でも

入手困難だった、軍港･演習場周辺など、いわゆる要

塞地帯の精密な地形図類の方であったでしょう。 
もともと多田先生が、戦争のことや兵要地誌のこ

とに関してそれほど特別の関心を持って居られなか

ったことは、1943 年 10 月から 1 年間、私たちが地

理学教室で受講した多田先生の｢アジア地誌｣の講義

の内容（ゴビ沙漠の砂丘地帯探検旅行の体験談など）か

らも明らかに推察することが出来ます。 
それでは、どうしてその「多田文庫」の中に「兵

要地誌」類があったのかということになりますが、

それについては以下のような推測も可能ではないか

と考えられます。それは第 2 回目の「外邦図」搬出、

つまり東北大学向けの第 1 回搬出に続く、資源科学

研究所向けの搬出作業の前後に、地図類と共に持ち

出された可能性もあるのではないか、という推測で

す。 
私自身は1945年の8月14日夕方から17日まで、

連日、参謀本部第二部第七課の書類の整理や焼却作

業に従事させられていたのですが、書類の山は簡単

には燃えきらず、長い竹ざおでひっくり返すのに苦

労した記憶が残っています。そして結局、8 月 17
日夕刻に動員解除を申し渡され、それを最後に市谷

台を後にしたのですが、その段階にはまだ処理しき

れない書類の山があちこちに残されていたように記

憶しています。それらの処理に要した時間が何日ご

ろまで継続したのか不明ですが、それほど短期間に

は処理し切れなかっただろうと思います。従ってそ

れから何週間か後に行われた「外邦図」搬出作業の

際に、これらの未処理物がどの程度残存していたの

か判りませんが、ある程度残されていた可能性は大

いにありうると考えられます。 
多田先生は、戦時中東京大学理学部助教授が本職

でしたが、同時に当時文部省直轄であった資源科学

研究所との併任になっていたので、「外邦図」類の搬

出物は東大でなく資源研の方に搬入されたわけです。

その後、「外邦図」そのものは資源研の地理学研究室

を継承した浅井辰郎氏の管轄処理に一任されたよう

ですが、これに対して、「兵要地誌」など付属資料の

一部が多田先生の手許に残されたのではないかと推

測されます。多田先生は東大を定年退職された後、
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法政大学を経て駒澤大学教授となり、そこで現役教

授のまま逝去されたので、先生所蔵の図書資料が「多

田文庫」の形で駒澤大学に遺されることになったの

だと思われます。以上は私の推測ですから、あるい

は思い違いの点が含まれているかもしれません。も

しもまだご本人がお元気ならば、資源研の時代以来、

もっと多田先生の身近かに居られた三井嘉都夫さん

か誰かに問い合わせてみるという方法も考えられま

すが、如何でしょうか。 
 
次に、ご質問の第二点（「兵要地誌」という教科につ

いて何か情報は？）ですが、残念ながらこれについて

もまとまった知識はあまり持ち合わせていませんの

で、まともなお答えは出来ないのですが、知ってい

る限りの知識で説明してみることにしましょう。戦

時中に陸軍士官学校で使用されていた教科書の話は、

明治大学地理学教室での上司であった岡山俊雄先生

から見せてもらった 100 頁前後のものですが、正確

な表題等は覚えていません。それは今回の「外邦図

研究ニューズレター」第 6 号にも記述しておいたよ

うに（p.53）、内容的には「自然地理学概説」のよう

なもので、地形･地質･気候･陸水･海洋というような

章節から構成されていたように記憶しています。 
それは、1940 年に地人書館から出版された有名な

概説書『自然地理学』（上巻・下巻）の簡易版という

感じのものでした。この概説書は、岡山先生が中心

となって、当時自然地理諸分野の第一線若手研究者

であった多田文男、渡辺光、福井英一郎、吉村信吉

氏ら 6 人の仲間と協力して出版されたものでした。

これらの共著者の多くは東大の地理学科を 1930 年

代に卒業した人々ですが、その時代は深刻な就職難

時代だった関係もあって、その内渡辺光･岡山俊雄･

井上修次氏らは陸軍教官を兼ねていました。陸軍士

官学校や幼年学校、海軍の兵学校や機関学校等の軍

学校のいわゆる「文官教官」になるのは、当時の歴

史や地理専攻の大学卒業生にとって良い就職口であ

ったようです。上記の士官学校の教科書は、そうし

た教官たちによって使用されていたもので、直接戦

争に役立つための「兵学」としてというよりも、む

しろ一般的基礎教養科目の一つとして使用されてい

たのではないかと推測されます。現在の防衛大学校

における地理学教育がどのように行われているのか

知りませんが、恐らくそれほど違ってはいないので

はないかと思います。 
これに対して、参謀本部やその出先機関、各軍司

令部の情報将校、特務機関員等の取り扱っていた「兵

要地誌」なるものがどういうものであったのか、軍

学校で教育された基礎諸学の知識や調査分析方法が、

果たしてどのように活用されていたのか、いなかっ

たのか、については今後大いに検討される必要があ

るでしょう。 
その際、欧米諸国政府の戦時対応部局における地

理学者の取り組みは、比較検討の意味で少なからず

役立つだろうと思います。その点、かつて神戸大学

にいた石光亨さんから教えられたのですが、第二次

大戦下のワシントンで連邦政府が多くの地理学者を

動員して編成した戦略行政局（Office of Strategic 
Service）の調査分析部地理情報課で働いた経験を持

つ地理学者の、アッカーマン氏が書いた論文（下記）

はきっと参考になるでしょう。 
 
Edward A. Ackerman, “Geographic Training, 

Wartime Research, and Immediate Professional 
Objectives”, AAAG (Annals of the Association of 
American Geographers), Vol. 35, 1945, pp.121～
143 

 
第三のご質問（参謀本部の「兵要地誌概説」や現地で

の「兵要地誌資料」の作成に地理学者が参画していたかど

うか？）については、上記の説明でもある程度お判

りのように、否定的判断をせざるを得ません。 
地理学者と軍部との関係が一体どうなっていたの

か、どの程度のものであったのかについては、今後

個別的・実証的に検討されなければならないと思い

ますが、日本では学者の日誌や手記・往復書簡等が

公的文書館に公開保存されるという制度･習慣が存

在しない（ドイツではかなりの程度習慣化されています）

ので、史的検討の対象となし得る文書史料に乏しく、

戦時中の実態についての追跡調査はとても困難な場

合が多いのではないかと予想されます。 
上述のように戦前から軍学校の教官をしていた地

理学者はかなりあるのですが、この文官教官であっ
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た人々が参謀本部など軍の首脳部と何かの関係を持

っていた、とはおよそ考え難いというのが実状では

ないかと思われます。一つの実例を挙げてみましょ

う。 
戦時中に東京にいた地理学者のうちで、「兵要地誌」

のような云わば応用地理学的「兵学」の分野に親近

感を持ち、最もその分野の“好きな”人と言われて

いた人々の愛すべき代表が渡辺光さん（通称“ギャー

さん”）であったことは、戦後もしばらくの間衆目の

一致するところでした。渡辺光さんは、一時士官学

校教授を勤めていたこともある（戦争末期は文部省勤

務、戦後は国土地理院の部長、その後お茶の水女子大学教

授）ので、軍部との何らかの近い関係があったので

はないかと疑われがちですが、その点は誤解に過ぎ

ないだろうと私は判断しています。 
その何よりの根拠は、いわゆる「兵要地誌」の内

容が、地理学者や他分野の科学者達が積極的に関与

していたにしては、如何にも素人的で、余りにも学

問的でなさ過ぎるからです。陸軍の中でも陸地測量

部や気象部、満鉄の調査部･水道部・地質調査所、あ

るいは東亜同文書院やハルビン学院等の調査資料に

は、貴重な科学的成果が多く含まれていますが、折

角のこれらの学問的成果を「兵要」目的のために応

用する段階以降になると、残念ながら厳密な訓練や

分析検討を経たものとは思われない程度の、粗雑な

記述によるものが多すぎるように見受けられます。 
問題は、必ずしも「兵要地誌」を作成する側のみ

にあったわけではなく、それよりもむしろ、これら

の「兵要地誌」を使いこなして作戦計画を立案し決

定し司令する軍首脳部の力量なり体質のあり方の側

の方にあったのではないかと思われるのです。既存

の近現代史等の諸研究が指摘しているように、「皇軍」

の得意とする戦争遂行手法は、必ずしも地道に積み

上げられた科学的データの分析に基づいた合理的判

断によりながら進めるのではなく、むしろ政治的謀

略や暴力的手段を多用しつつ既成事実を積み重ね、

批判的意見に対しては有無を言わせぬ精神主義によ

って封じ込めるのが常套手法だというのであってみ

れば、まともな科学者の立ち入る余地がほとんど残

されていなかったのも無理はないでしょう。 
地理学者の能力が十分に活用される場があまり与

えられていなかったのは、兵役で軍隊に招集された

地理学科の卒業生の扱われ方にも現れているようで

す。あまり詳しい実状はわかりませんが、陸軍気象

部（矢澤大二氏）や南方軍司令部（能登志雄氏）など

で活躍の場を得た人は例外的で、多くはただの兵役

だったようです。それらの内、せいぜい暗号解読や

語学能力を活用されたのはましな方だったのでしょ

う。もともと軍の方が地理学者の能力を利用する積

りが皆目なかったことは、大陸に出征していた中野

尊正氏が、終戦の間際になってから渡辺正参謀のお

声がかりで参謀本部に呼び戻されようとしたのに、

終戦になったため間に合わなかったという話を見て

も良くわかります（「外邦図研究ニューズレター」No.2、
pp.50～53、2004 年、参照）。 
 
以上、私の知っている限りの知識で質問事項につ

いて説明してきましたが、改めて充分に調べ上げた

わけではありませんし、かなりの程度推測を交えて

記述した部分が多く、満足すべきお応えになってい

ないのはやむを得ません。今後夫々の事項について、

さらに若い人々によって実証的な検討が行われ、実

状の解明が進められることを期待しています。 
 
なお、この手紙に書きました内容を、関西方面の

研究仲間の方々にも見て頂きたいと思いますので、

コピーをそのまま大阪大学の小林茂先生の方にも送

ることに致します。ご了承のほどよろしくお願いし

ます。（2009.5.23.記） 
 
追補 

この原稿は、質問への取りあえずの回答として執

筆された関係で、その記述の中には推測による部分

が多く含まれていましたので、念のために若干の資

料に当たってみたところ、次のような記述があるの

を発見しましたので、以下にその要点を追加補充さ

せて頂くことにします。 
戦時中に陸軍教授を務めていた地理学者の一人で

ある渡辺光氏（1904～1984 年）の生涯については、

逝去の翌年に刊行された『渡辺光 その人と仕事』

（渡辺光先生追悼録刊行会編集発行、1985 年、426 頁）

があります。同氏は 1928 年東大卒業、米国ミシガ
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ン大学に 1 年半留学の後、1933 年 12 月から 1942
年 7月に文部省図書監修官に転出するまでの約 8年

半の間、陸軍予科士官学校の教官として勤務され、

地学教室を主宰されていましたが、1937 年から渡辺

教授の下で陸軍助教として同教室に勤務していた雨

宮正氏は、同書中の「陸軍士官学校ご在職時代の渡

辺先生と私」（pp.217～220）という回想文の中で、

当時同校で使用されていた教科書や地学教室の様子

について、次のように記述しています。 
当時の将校生徒用教科書『地学教程』の内容は、

「将来沢山の軍隊を動員作戦するに必要な軍用地学

で、地形・地質・気象・気候・地図学・天文学・民

族・国境などだったと思います。（中略）それぞれの

場所の実例は先生が実地踏査された日本列島を含む

大東亜地域が採用されてありました。」また当時の地

学教室の環境について、「軍隊というところは階級意

識が厳然たるもので絶対的な社会であったので」す

が、渡辺「先生は大へんこれをきらわれました。地

学教官室内だけでも学問的雰囲気の研究室でありた

いとし、地理学の学問の前では教授も助教も平等で

あるとされ、私に対しても一個の社会人であり、同

じ学問を目ざす青年として認められ、和気あいあい

たる内に地理学への指向を示して」下さったばかり

でなく、「留学した米国で身につけられた民主主義・

平等観は戦中の陸軍士官学校といえども発揮され」、

上司への遠慮のない進言や弟子への権威ぶらない学

問的刺激など、自由な姿勢を貫いておられたと伝え

ています。 
また、渡辺光氏の人間性について、学会で渡辺氏

と交際の深かった山本荘毅氏も、同書中の追悼文「内

外の学界活動」（pp.162～171）の中で、｢陸軍教授と

いう職歴が先生に一生つきまとっていた感じがある。

先生は調子にのると軍歌などを口ずさんだりするも

のだから、（中略）戦後の若手学者の顰蹙をかったの

は無理もない。天真爛漫な真に他意のない先生であ

ったのに非常に損をし｣たのだと述べておられます。 
以上のように、「追悼録」のことですから、多少の

誇張が含まれているとは思いますが、少なくとも私

なりの推測は、当たらずとも遠からずであったと言

えるかもしれません。（2009.11.20.追記） 
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4. ネパールに関係する「外邦図」（インド測量局調製）について 

薬師義美（日本山岳会会員） 

 
１．はじめに 

 2009 年 7 月 25 日、東京の川喜田二郎先生の「お

別れの会」に参列したとき、小林茂先生に久し振り

でお出会いした。その折、編著『近代日本の地図作

製とアジア太平洋地域―「外邦図」へのアプローチ』

（大阪大学出版会、2009 年 2 月）を本屋で立ち見し、

拝見したことをいうと、浅井辰郎先生のレポートに

あなたの名前が出ている、帰ったらその資料を送ろ

う、といわれた。 
 帰宅してしばらくしたら、大冊の『お茶の水女子

大学所蔵・外邦図目録』（2007 年 1 月）が送られてき

た。そのページを繰って私はおどろいた。 
 浅井先生の「資源科学研究所の地図の行方―多田

文男先生の英断」の 7 ページに次のような記述があ

った。「十番目は立命館大学大学院の薬師義美氏で、

三十五年春来信あり、ヒマラヤの文献集を戴く。七

月、上京してインド二十五万を二十八枚持ち帰る。

八月上京して四千二百円支払い、インドの十二万五

千を探すがなし。…」。まさにその通りであるが、年

代・枚数・価格のことは失念していた。これは恐る

べきメモである。1 枚が 150 円であったことなど、

まったく記憶になかった。 
 私が地理学科の院生のとき、山口平四郎先生から、

ヒマラヤ地域の地図が東京の資源科学研究所にある

らしいから、浅井先生に連絡を取れといわれ、紹介

状をもらって大久保の資源研へ出かけた。それから

もう半世紀がすぎたが、譲り受けた 28 枚の地図は

いまも手元にある。 
 
２．「外邦図」の山賊版の出現 

 資源研へ出かける 2 年前、昭和 33（1958）年春に

東京でネパール・ヒマラヤの多色刷り 25 万分の 1
の地図が 5 枚セットで売り出された。頒価 3,000 円

では当時として高かった。主に登山関係者の間に出

回ったようだが、私が入手したのは吉田書店（杉並

区阿佐ヶ谷、いまはない）、登山家の故・吉田二郎氏が

やっていた山岳図書専門の古書店で、いまに残る封

筒の消印は 5 月 9 日とある。それから 50 年、だれ

が、どこで、何部作製したものか、その出所などは

まったくわからない。 
 5 枚をつなぐと、エヴェレストからマナスル峰ま

での範囲となり、カトマンズが中ほどにくる。それ

らは次のようである。 
71-D GURKHA 
71-H GOSAINKUND 
71-L TINGRI DZONG 
72-E KATMANDU 
72-I MOUNT EVEREST 

 お茶の水女子大（A セット）の目録には、これらの

うち 71-H と 72-I がないから、どこかで抜け落ちた

のであろうけれど、5 枚セットはどこから流出し、

どこでコピーされたものであろうか。参謀本部陸地

測量部の版はインド測量局の原図のコピーだから、

私はこれを「海賊版」といい、そして 5 枚セットは

さらにそのコピーであるために「山賊版」と呼んで

いる。 
 この山賊版を持って、私は 1965 年にネパールに

出かけた。中部から東部へ、つまり、ティリツォ湖

からアンナプルナ山群一周、エヴェレスト山群から

ビラトナガール、冬のゴサインクンド越えと、約 5
か月間にわたり、ネパールを歩きまわった。そして

地図はかなり正確なことを実感した。しかし、1958
年の川喜田先生の西北ネパール学術探検隊では、こ

れらの地図の存在を知らず、インド測量局の 50 万

分の 1の地図を持参したと高山龍三先生がおっしゃ

る。私はそれも持っていった。いずれにせよ、山賊

版にはエヴェレストより高い山が出現し、当時、識

者の間で話題になったものである。それは次に述べ

よう。 
 
３. 原図・海賊版・山賊版の比較 

 まずは第1図にインド測量局（Survey of India）の
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第1図 インド測量局＜1インチ4マイル＞図（部分） 

No.71-L（Tingri Dzong） 1：253,440 1932年版 

60％縮小。筆者による記入あり。 

「71-L （Tingri Dzong）」の図を示す。1932 年の発

行である。これは戦前に洋書輸入店から買えたそう

で、わが国のヒマラヤ研究の第一人者・故諏訪多栄

蔵氏の没後、私のところに来たものである。そして

第2図に参謀本部陸地測量部の「海賊版」、第3図に

出所不明の「山賊版」を掲げて、以下に比較・検討

をしてみたい。 
 山賊版でエヴェレストより高い山といわれたのは、

チベットとの国境上のギャチュン・カン （Gyachung 
Kang）である。インド測量局の原図は「25,910ft＝
7,897.3m」、海賊版も同じなのに、山賊版は

「29,910ft＝9,116.5m」。5 と 9 の転記ミスである。

同様のミスは「71-D」図にも見られ、マナスル西方

の無名峰（いまのプンギ？）に海賊版が 20,992ft＝

6,398m（現在は 6,584m か）を与え、山賊版は 26,992ft
＝8,227m とする。これは 0 と 6 の転記ミス。エヴ

ェレスト峰については、3 種類とも同じ数字の

29,002ft＝8,839.8m。1997 年のネパール測量局の 5
万分の 1 の新地図によれば、ギャチュン・カンは

7,861m、エヴェレストは 8,848m である。写真1の

ギャチュン・カンは私が撮影した航空写真で、1964
年春に長野県山岳連盟隊が初登頂に成功した。 
 またインドの原図では尾根に陰をつけて、曲がり

なりにも陰影法を工夫しているが、海賊版にはそれ

がなく、山賊版の数字の誤記を見ると、海賊版をそ

っくりそのまま複写したものではないことがわかる。

どちらかといえば、山賊版のほうがきれいで見やす

い。当然のことながら、海賊版の右肩の「祕」、左肩
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第2図 参謀本部陸地測量部の「海賊版」（部分） 

No.71-L（Tingri Dzong） 1：250,000 昭和17年版 

70％縮小。筆者による記入あり。 

の「昭和十七年九月製版・同十七年九月発行」、左下

の「参謀本部陸地測量部」は山賊版にはない。 
 さらに、インド測量局の地図から複製したという

「備考」欄は、外枠の右下に 2 行であるのに,山賊版

は 1 行になって、新漢字が使われている。「図・写・

応・区」などで、とくに目につくのは「圖」である。

また、ほとんどの海賊版の右下に小さくマーク（な

い図幅もある）がつけてある。○印の中に「凸・光・

共・中」などだが、これは作業者の目印だろうか。

所持する地図では凸印が一番多かった。 
 最後に「等高線」の間隔について、インドの原図

は「500ft」となっているのに、海賊版は「250 呎（76.20
米）トス」とあり、山賊版は「500 呎（152.40 米）ト

ス」と正しくもとにもどしている。ということは、

山賊版の作製者はインドの原図を知っていて、海賊

版の大ミスにも気付いていたということだろう。そ
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第3図 出所不明の「山賊版」（部分） 

No.71-L（Tingri Dzong） 1：250,000 昭和33年5月 

75％縮小。筆者による記入あり。 

うすると、山賊版を作った人物（あるいはグループ）

は「ただ者」ではなかったように思われる。 
 
４．ネパールの測量と地図 

 ネパールは第二次大戦が終わるまで、長い間、鎖

国政策をとってきた。したがって、わずかに許され

た外国人入国者も、その行動範囲はカトマンズ盆地

内に限られていた。J. D. フーカーの東ネパールの

探検は例外中の例外であった。そこでインド測量局

は 19 世紀後半にナイン・シン、ハリ・ラムなど、

パンディットと呼ばれる現地人密偵を潜入させて、

地図を作ろうとした。またネパールの高峰の高度は
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写真1 ギャチュン・カン（筆者撮影・航空写真） 

遠くインド平原から測量した。それは 1850 年前後

のことであり、インド平原から観測した「Peak XV」
という峰が計算の結果、世界の最高峰と判明したの

が 1852 年、そして現地名がわからず、測量局長官

の名前から「エヴェレスト峰」と命名された。 
 ネパール全土の本格的な地形測量は、ようやく

1924 年からはじまった。それは当時の宰相チャンド

ラ・シャムシェール・J・B・ラナの要請によって、

インド測量局が 1924 年 11 月から 27 年 3 月にかけ

て行ったものである。しかし、この時でも写真の撮

影は禁止で、イギリス人将校（測量官）の監督・同

行を許されず、すべてインド人測量士が現地調査を

したのであった。 
 この測量の結果は 1 インチ 4 マイル、通称「クォ

ーター・インチ・マップ」（縮尺 25 万 3440 分の 1）と

してまとめられ、1929 年から 30 年代のはじめにか

けて刊行された。ネパールの関係図幅は全部で 28

葉、経緯度は各 1 度で区切られている。だが、これ

らは時間的な制約と、ヒマラヤのけわしい地形のた

め、いろいろミスが見られた。 
 ネパールでははじめての本格的な登山隊である

1950 年のフランス隊は、目標のアンナプルナⅠ峰を

捜し求めて、右往左往した。途中で地図にない大き

なティリツォ湖を発見したあと、人類最初の

8,000m 峰の初登頂に成功する。『処女峰アンナプル

ナ』は世界各国でベストセラーとなり、アンナプル

ナという名前は世界的に有名になった。 
 第二次大戦中にはイギリス陸軍省参謀本部地図局

（London, War Office）がインドのものを複製し、

1953 年からは一般に公刊したが、アメリカの工兵部

隊地図局もインド測量局の地図を複製した。ネパー

ルに関係する部分は 1944～50 年に出版、さらに

1954～55 年には縮尺を 25 万分の１に改め、再編集

されたものが通称 AMS（Washington, Army Map Ser-
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第4図 ネパールの新地図（部分） 

左：No. 2886-15 右：No. 2886-16 

1：50,000 1997年 

70％縮小。筆者による記入あり。 

vice）の「U502 シリーズ、インドおよびパキスタン」

であった。図幅の範囲が広くなったため、ネパール

の部分は 19 枚である。 
 そしてインド測量局では、1955～58 年にネパー

ルを 4 万分の 1 で航空写真測量をし、地上の再測量

は 1958～65 年に 5 万分の 1 の縮尺で行った。その

結果は 1957 年から次つぎと刊行された。この新地

図は 1 インチ 1 マイル、「ワン・インチ・マップ」

といわれ、縮尺は 6 万 3360 分の 1、わが国の 5 万

図に相当した。しかし、これには「マル秘」に相当
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する「Restricted」が印刷されて、一般には目にす

ることはできなかった。ネパール全土を 274 枚でカ

バーするといわれたが、ネパール政府の関係部局で

使われていた。私は 1969 年のグルジャ・ヒマール

遠征のとき、外務省の登山担当官から新地図を借り

出し、関係図幅をコピーさせてもらった。これは正

式の登山許可証を持っていたからできたのだった。 
 インド政府から提供された300セットの新地図も、

各部署で酷使されて消耗。そのためにネパール政府

は原版の譲渡の交渉をしたらしい。元観光大臣のハ

ルカ・グルン博士の話である。しかし、それがうま

くいかなかったのかどうかは知らないが、1990 年代

からネパールの政府機関の測量局（Survey Depart-
ment） が航空写真を使用し、地形図を作成しはじ

めた。そして 90 年代後半から公刊しはじめる。 
 釈迦誕生のルンビニ周辺はわが国の JICA （いま

の国際協力機構） が担当・協力し、他の大部分はフ

ィンランド政府の協力・援助によるが、北部の山岳

地帯は 5 万分の 1、南部は 2.5 万分の 1。全国が完

成し、市販されており、本局や代理店で購入するこ

とができる。ネパールも自前の地図を持つことにな

ったのだ。 
 
５．おわりに 

 しかし、この新地図に手放しでよろこぶわけには

い か な い 。 手 元 に あ る  Sheet No.2786-04 
（Sagarmāthā） 3 枚のうちの 1 枚は、印刷ズレのあ

る不良品（いや貴重品！）である。また、アンナプル

ナ山域の氷河の面積が広すぎる。氷河と積雪の区別

が航空写真でしにくいため、降雪を氷河としてしま

ったものであろう。地上からの現地調査が不十分な

のか、机上だけの作業ですませたのか。現地を知る

ものの目からすると、これはいただけない（その後、

修正されているかもしれないが…）。こうなると、他に

も似たような例があるのでは、といささか心配にな

ってくるけれど、大縮尺の地図が自由に手に入るよ

うになって、本当に素晴らしい地図、そしてネパー

ル万歳！といいたくなってくる。 
 

参考文献 

お茶の水女子大学文教育学部地理学教室『お茶の水女子大

学所蔵・外邦図目録』（2007 年） 
Survey of India『Survey of India: Map Catalogue』
(Calcutta, 1945) 
Harka B. Gurung『Maps of Nepal』(Bangkok, 1983) 
薬師義美『ネパール・ヒマラヤの地図と標高』（「岩と雪」

山と渓谷社、No.100、1984、p.58-73） 
薬師義美『大ヒマラヤ探検史―インド測量局とその密偵た

ち』（白水社、2006 年） 
 
［追記］小林先生ご教示の『外邦図ニューズレター』No.3
（2005 年 3 月）、「終戦前後の陸地測量部」（p.14）によ

れば、海賊版の右下の小さな○印のマークは、印刷の下

請け民間会社のもので、○凸が凸版印刷、○光は光村原色版

印刷、○共は共同印刷、○中は中田印刷と、印刷の責任をも

つ印刷所の名前であった。 
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5. 外邦図研究と外邦図デジタルアーカイブの構築* 

小林 茂（大阪大）・山本健太（日本学術振興会特別研究員 PD・東京大学） 

 
１．外邦図の特色と今日的意義  

                                                 

 
「外邦図」とよばれる地図群は、1945 年 8 月ま

で、近代日本がアジア太平洋地域について作製した

多数の地図をさしている。明治初期の日本軍は、既

存の資料を編集して中国大陸や朝鮮半島の地図を作

製していたが、次第に将校が直接簡易な測量を行い、

これを集成して地図を作製するようになった（渡辺

ほか 2009）。ただし、これによる地図の整備は遅々と

しており、日清戦争以後は「臨時測図部」と称する

組織によって、多数の測量技術者を動員して、戦場

になった地域の地図、とくに地形図の作製を行うよ

うになった。類似の組織は日露戦争やシベリア出兵

に際しても編成されたが、戦時以外になると、少数

の測量技術者によって中国大陸の秘密測量が継続さ

れた（小林 2009a）。 
日本軍は他方で、外国製の地図もさまざまな機会

に入手し、これを一部修正し、複製して軍事用に使

用した。シベリア出兵、満州事変、日中戦争で「鹵

獲」した大量のロシア製地図や中国製地図をこれに

使用するほか、第二次世界大戦に際しては、東南ア

ジアやインド、太平洋地域の地図（主として欧米の植

民地の地図で、その測量機関作製）も同様に複製してい

る。 
また日本軍は、1928 年に海外で空中写真による地

図作製を開始し、1932 年に設立された国策会社、満

洲航空は、旧満州にくわえ、第二次世界大戦期には

南方にも活動範囲を拡大した（小林ほか 2009）。 
以上がこれまで「外邦図」とされてきた地図であ

るが、日本はそれ以外に旧植民地でも地図作製を行

った。台湾や朝鮮半島、関東州では、三角測量で設

置した図根点をもとに地籍測量を行うとともに、そ

れでできた地籍図を縮小し、これに地形測量や水準

 
*この報告は、人間文化機構の第 2 回情報資源共有化研究会

（2009 年 7 月 16 日、国文学研究資料館）で発表した内容で

あり（本号 4 頁参照）、『人間文化研究情報資源共有化研究会

報告集 1』掲載の原稿を一部修正したものである。 

測量の成果をくわえて地形図を作製した（小林・渡辺

2009）。これらの地域は当時「内邦」であり、この種

の地形図も外邦図とは考えられていなかったが、近

年では同様の取り扱いをうけるようになっている。

ここでは、日本軍が作製した狭義の外邦図に対し、

これらを広義の外邦図としておきたい（小林 2009b）。 
外邦図の多くは、第二次世界大戦終結時に焼却さ

れたが、一部が地理調査所に受け継がれ、現在は自

衛隊中央情報隊に保存されている。また大学関係者

によって、終戦直後に参謀本部から持ち出された地

図は、東北大学・お茶の水女子大学・京都大学など

に収蔵されてきた。さらにアメリカ軍によって接収

された地図が、アメリカ議会図書館、アメリカ地理

学協会（ウィスコンシン大学ミルウォーキー校ゴルダ・

メイアー図書館）などに収蔵されている（久武・今里

2009、今里・久武 2009）。このほかの地域については、

イギリスの場合をのぞいて未調査であるが、中国や

ロシアにも、かなりが現存していると考えられる。 
日本軍が撮影した空中写真については、第二次世

界大戦終結時に焼却されたと考えられてきたが、一

部がアメリカ議会図書館、アメリカ公文書館に保存

されていることが判明しており（長澤ほか 2009）、と

くに後者については、今後の本格的な調査が待たれ

る。 
以上のような外邦図と空中写真は、アジア太平洋

地域における日本軍の軍事活動や日本の植民地政府

の活動を示す歴史資料としてだけでなく、その景観

ならびに環境に関する学術資料としても大きな意義

をもっている。とくに現代の地図や空中写真、さら

には衛星写真と外邦図を比較対照することにより、

その変化を知ることができ、GIS（地理情報システム）

を適用すれば、それを量的に把握することも可能で

ある。またこのような性格を持つので、アジア太平

洋地域に関する歴史教育や環境教育の教材としても

大きな意義をもつと予想される。また最近では外邦

図を公文書と位置づけようとする動きもあり（松岡

2010: 72-81）、学術方面以外でも社会的意義が認めら
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れつつあるといえよう。 
外邦図の調査を行うとともに、それをデジタル化

し、アーカイブとして公開する作業を行ってきたの

は、作製されてから 60 年以上経過し、地図の現物

に劣化が発生していることにくわえ、このような意

義をもつ地図を、日本国内だけでなく、アジア太平

洋地域の研究者・市民の利用に供する意義が大きい

と認識してきたことによる。とくに文書資料と比較

すると、地図は画像資料として理解が容易であり、

国際的な利用に適したものと考えられる。 
本発表では、こうした外邦図および空中写真に対

して、私たち外邦図研究グループが行ってきたアプ

ローチを紹介し、あわせて外邦図デジタルアーカイ

ブが現在直面している問題点を指摘した。 
 
２．外邦図研究の展開 

 
外邦図の本格的研究は 1990 年代末から構想され

るようになり、2000 年代にはいって開始された。こ

れにあたってまず目指したのは、外邦図の伝存過程

と系統関係の解明であった。外邦図が、東北大学や

お茶の水女子大学、京都大学などに収蔵されていこ

とは知られていたが、それがどのような経過で現状

に至ったかについては、ほとんど知られていなかっ

たからである。中野尊正氏（東京都立大学名誉教授）、

三井嘉都夫氏（法政大学名誉教授）、佐藤久氏（東京大

学名誉教授）、岡本次郎氏（北海道教育大学名誉教授）

といった第二次世界大戦終了直後に、市ヶ谷の参謀

本部から外邦図の持ち出しにあたった方々、さらに

外邦図の整理および多彩な研究機関（大学）への配

分に従事した浅井辰郞氏（お茶の水女子大学元教授）

にインタビューするとともに、とくに浅井氏からは

重要な資料の提供をうけ、この過程を再構成するこ

ととなった（久武・今里 2009）。またすでに海外にあ

る外邦図の調査を行っていた田中宏巳氏（防衛大学元

教授）や加藤敏雄氏（[株]科学書院）から情報の提供

をうけ、アメリカ議会図書館などで調査を行った（今

里・久武 2009）。これによって、現存する外邦図で、

概要が知られているものの来歴の概要があきらかに

なってきた。 
以上にくわえて、上記三大学が収蔵する外邦図の

目録作製を行った。この作業には、すでに各大学で

開始されており、東北大学が先行していた。まず『東

北大学所蔵外邦図目録』（A3 判 250 頁）（東北大学大学

院理学研究科地理学教室 2003）、つづいて『京都大学

総合博物館収蔵外邦図目録』（A3 判 177 頁）（京都大

学総合博物館・京都大学大学院文学研究科地理学教室

2005）、さらに『お茶の水女子大学所蔵外邦図目録』

（A3 判 234 頁）（お茶の水女子大学文教育学部地理学教

室 2007）と順次刊行された。それぞれのコレクショ

ンは特色を持つが、その主要部分は第二次世界大戦

終了時に、市ヶ谷の参謀本部にあったものであり、

全体として共通するものが多いことが判明している。 
外邦図の目録に関しては、そのほか、陸地測量部

から地理調査所に受け継がれ、現在自衛隊中央情報

隊が保管するコレクションの目録及び一覧図がある。

このコレクションは、明治中期以降の外邦図の初刷

り各一枚を集めたもので、全 2 万 3 千点に達する。

大学所蔵の外邦図の種類数が一万数千点で、しかも

新しいものが多いのに対し、このコレクションは古

い時期のものも含み、価値は大きい。この手書き目

録（カーボンコピーにより複数が現存）と一覧図は、国

土地理院・国立国会図書館・自衛隊に保管されてお

り、国土地理院の協力を得てその写真撮影を行った。

またそのうち旧植民地については、デジタル化も進

めた。 
この目録の書誌項目は多くないが、自衛隊に保管

されているコレクションの閲覧が容易でない現在、

その内容を示す貴重な資料である。これによって、

朝鮮半島で明治期に作製された地形図の測図年をあ

きらかにした研究（谷屋 2004）は、韓国の研究者に

よって引用されるに至っている（Kim 2009）。 
以上にくわえ、研究参加者を中心としたオープン

な研究会（通称「外邦図研究会」）を開催し、現在まで

11 回をかぞえるほか、その発表内容を中心に、関連

記事を掲載する『外邦図研究ニューズレター』（現在

まで全 6 冊、各約 100 頁）を刊行し、この PDF を大

阪大学文学研究科人文地理学研究室のホームページ

から公開している。さらにこの成果をもとに日本地

理学会大会（広島大学、2004 年秋）および日本国際地

図学会大会（国土地理院、2008 年夏）でシンポジウム

を開催した。 
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後述する外邦図デジタルアーカイブは、このよう

な作業の中で構想されたもので、外邦図の利用にあ

たって、個々の地図の探索、閲覧を容易にして、そ

の利用を拡大することを目指している。とくに東北

大学における外邦図目録の完成は、スキャンされた

地図の画像に、詳細な書誌資料（地図の縮尺や緯度経

度、測量方法にくわえ、測量や修正、製版の年代や作製主

体など）を添付することを可能にした。 
なお、狭義の外邦図だけでなく、旧植民地で作製

された広義の外邦図についても、作製過程へのアプ

ローチを可能にする資料がある場合には、その分析

を進めている。後者に関連しては、台北の中央図書

館台湾分館、台湾大学などでも調査を行った。また

狭義の外邦図の作製は、秘密にされてきたので資料

が少ないが、これを集約した『外邦測量沿革史 草

稿』が刊行されるに当たり、出版社である不二出版

から依頼をうけ、解説の執筆などについて協力した

（小林解説 2008-2009）。『外邦測量沿革史 草稿』は、

一部が刊行されていたが、これによって現存する全

巻が刊行され、この方面で大きな可能性が開けるこ

ととなった。 
以上のような活動の全容を示すべく、研究成果公

開促進費（学術書）の申請を行ったところ、これが

採択され、『近代日本の地図作製とアジア太平洋地

域：「外邦図」へのアプローチ』（小林 2009）を刊行

することとなった。この書物には、上記の成果のほ

かアメリカ議会図書館で発見された日本軍撮影の空

中写真に関連する研究の成果も示している。この空

中写真には標定図（空中写真の撮影地点を示す地図）が

なかったが、地図に示された地名を手がかりに衛星

写真と比較対照して評定に成功し、研究資料として

整備している。 
 

３．外邦図デジタルアーカイブの整備と課題 

 
東北大学における外邦図目録の作製 

 外邦図デジタルアーカイブの構築は、まず東北大

学地理学教室ではじまった。1945 年に東北大学に運

び込まれた大量の外邦図（約 10 万枚）は、一部が研

究・教育に利用されたが、大部分は整理の余裕がな

いまま学内を転々した。しかし 1994 年になって、

東北大学理学部自然指標本館建設が決まり、本格的

な整理作業が開始された。これ以降、同教室構成員

の手作業によって目録が作成されてきた。第1表は

目録に記載されている情報を示している。目録はバ

ージョンアップを重ね、2009 年 6 月現在で第 8 版

が公開されている。この目録には、合計 12,282 図

幅の情報が登録されている 1)。目録情報は、該当図

幅から得られる情報を可能な限りそのまま入力して

いる。 
 

第 1表 目録記載情報一覧 

項目 説明 
データ番号 エンジンからアーカイブへの問い合わせ番号 
大地域コード 図幅の属する大地域を示す 2 桁の数字 
大地域名 図幅の属する大地域の名前 

（例「東アジア」、「南アジア」など） 

地域コード 図幅の属する地域を示す 3 桁の数字 
地域名 図幅の属する地域の名前 

（例 「インドネシア」、「中国満州」など） 

記号 図幅に記載されている図幅識別名 
（例 「セイロン 1 号」など） 

図幅名 図幅に記載されている地域の名前 
「?」はユニコードに感じ記載がないもの。異字体、旧字体は現字体に

変換してある場合がある 
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図幅名 2 図幅に記載されている地域のアルファベット名 
縮尺 図幅の縮尺 

複数の縮尺が混在している図幅では代表的な 2 つのみを表示してい

る。海図などでは、一枚に複数縮尺の図幅あり。 
縮尺グループ 縮尺をグループ化した際のグループ名 
緯度、経度 図幅に記載されている緯度、経度 

フランス領インドシナおよびオランダ領東インドなどの図幅では、グ

リニッジ基準でないものがある。未記載図幅あり。 
グリニッジ基準緯度、経度 上記緯度、経度をグリニッジ基準に修正したもの。 
棚、箱 図幅が格納されている棚、箱の番号 
枚数（実物）、コピー枚数 図幅の実物、コピーの枚数 

コピーは国土地理院に依頼した複製および京都大学から寄贈された複

写 
縦、横 図幅の縦横の寸法。簡易調査による。 
大きさ 簡易調査による大まかな大きさの分類。 

柾版（縦 46cm、横 58cm）を「中」、その倍の大きさを「大」、4 倍を「特

大」とした。 
色 図幅の印刷色数 

未調査の図幅あり。 
測量機関国、測量機関、測量

時期 
図幅の測量機関、時期 
未調査の図幅が多い。 

製版・印刷機関、製版時期、

発行時期 
図幅の製版機関、時期、発効時期 
未調査の図幅が多い。 

京大関係 京都大学との間での現物や複写のやりとりに関する情報 
岐阜図関係 岐阜県図書館への寄贈に関する情報 
岐グ緯度、経度 岐阜県図書館により同定されたグリニッジ基準緯度、経度 
お茶関係 お茶の水女子大学が所蔵する図幅に関する情報 
駒大関係 駒澤大学所蔵の有無 

未調査 
国会関係 国立国会図書館所蔵の有無 
公開可否 インターネット上でのデジタル画像公開の可否 
File Name、Index Area、
Area Cell、Index Map 

インデックス・マップ検索に関する情報 

各版番号 目録第二版から最新版までの図幅番号の履歴 
デジタル化年度 画像をデジタル化した年度 
登録更新日 図幅の書誌データを更新した年月日 
備考 図幅に関する備考 

東北大学所蔵外邦図目録第 9 版により作成 
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外邦図のデジタル化作業 

 外邦図の多くは酸性紙に印刷されたものが多く、

保管環境も必ずしも理想的ではなかったため、経年

劣化が進んでいる。そのため、早急な保存、利用法

の確立が求められている。この対策としては、次の

3 つの方向性が考えられる。すなわち、①地図自体

の劣化を抑える科学的処理、②地図の保管状態の改

善、③媒体変換である。このうち、外邦図の利用を

促進できること、直接的な取扱機会を減らすことが

できること観点から、画像のデジタル化が採用され

た。 
 第2表にデジタル画像の仕様を示した。デジタル

画像については、外邦図 1 図幅につき 4 枚の画像を

作成した。すなわち、保存用の無圧縮TIFF 画像、

閲覧用の JPEG 画像をそれぞれ解像度 360dpi で作

成した。このほか、インターネットでの公開を考慮

して画像の長辺を 2000 ピクセルにしたものと、サ

ムネイル用に長辺を480ピクセルにしたものをそれ

ぞれ JPEG 画像として作成した。デジタル画像のデ

ータ総量は 1.2TB であり、RAID0 のHDD に保存

してある。自然災害等によるデータの損失を避ける

ため、同様のデータを東北大学地理学教室、東北大

学図書館、お茶の水女子大学地理学教室、京都大学

総合学術博物館に保管している 2)。 
 

第 2表 デジタル画像の仕様 

用途 形式 解像度 カラー 平均サイズ（柾版） 
保存用 TIFF 360dpi 24bit 150MB 
閲覧用 JPEG 360dpi 24bit 5-8MB 
ネット公開用 JPEG 2000pixcels* 24bit 0.4-0.8MB 
サムネイル JPEG 480pixcels* 24bit 0.04-0.06MB 
*：縦または横の長い方 

 
外邦図デジタルアーカイブ 

 東北大学図書館および同理学部地理学教室は、

2005 年から共同で外邦図デジタルアーカイブを公

開している 3)。当該ページからは、後述するインデ

ックス・マップ検索のほか、地域別データリスト、

キーワード検索を利用可能である。現在、インター

ネット上から閲覧を許可されている外邦図画像は

6,719 枚である。なお、書誌データについては、全

ての外邦図について閲覧可能である。 
 
インデックス・マップ検索 

 現在公開されているインデックス・マップ検索は、

ページ読み込み速度を重視している。エリア、縮尺

毎にインデックス・マップを作成し、クリッカブル

マップを作成してある。閲覧者がエリアおよび縮尺

を選択し、表示ボタンを押すことにより、画面左上

部に大地域マップが表示される。大地域マップは小

地域マップを表示させるためのクリッカブルマップ

になっている（第1図）。また、画面下部には、表示

中の地域に含まれる図幅の一覧が表示される。 
 閲覧者が小地域マップ（画面右上部）をクリックす

るか、または画面下部の一覧から「記号」部分をク

リックすると、書誌情報画面が開く。書誌情報画面

には、目録データに基づいて地域名、緯度経度（グ

リニッジ基準）、測量機関等が掲載されている。加え

て、外邦図を所蔵する一部の研究機関の所蔵状況も

掲載されている。書誌情報画面右側には、一部地域

について外邦図のサムネイルおよび拡大画像へのリ

ンクが表示される（第2図）。 
 
ワールド・マップ検索 

 現在、新たな検索方法として、ワールド・マップ

検索システムを構築中である 4)。 
 第3図はワールド・マップ検索画面である。閲覧

者は画面左部から閲覧希望図幅を選択する（画面中

「i」ボタン）。画面右上部には表示可能な情報がチェ

ックボタンとともに表示される。表示可能な情報は

「図幅」と「基礎データ」に区分されている。各項 
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第 1図 インデックス・マップ検索画面 

 
 

 
第 2図 デジタルアーカイブ書誌情報画面 
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第 3図 ワールド・マップ検索画面 

 
目のチェックボタンをチェックすることにより、画

面左部のマップに該当する情報が表示される。マッ

プはマウスクリック（画面中「＋」または「－」ボタン

を選択）や画面中のスケールバーを動かすことによ

って拡大、縮小することができる。また、マップは

レイヤー構造になっているため、複数の情報を同時

に表示することが可能である。すなわち、例えば 25
万分の1の図幅と5万分の1の図幅といったように、

該当地域に存在する複数の縮尺に属する図幅を同時

に検索可能である。閲覧希望図幅を範囲によって指

定することもできる（画面中「[i]」ボタン）。 
 マップをクリックすると、該当する地域に属する

外邦図について、図幅名（kigo）、縮尺（shaku）とと

もに、書誌情報画面へのリンクが貼られた番号

（ghzno）が表示される。この番号をクリックするこ

とで、前節の書誌情報画面を閲覧することができる。 
 また、ワールド・マップ検索の目録データの更新

に関しては、ウェブブラウザから新規登録、修正、

削除が可能となっている。 
 
外邦図デジタルアーカイブの課題 

以上、東北大学外邦図デジタルアーカイブを紹介

した。これまで構築してきた本アーカイブであるが、

現在多くの課題に直面している（宮澤ほか 2008, 村山

ほか 2009）。以下にその主要なものを示したい。 
 
(1) 外邦図の同定作業 

まず外邦図の同定作業に関する問題を挙げたい。

現行のインデックス・マップ検索、ワールド・マッ

プ検索はともに、マップ上に外邦図の該当範囲を示

している。これは、書誌情報に記載されている緯度、

経度から算出している。そのため、書誌情報に緯度、

経度の記載のないものについては、マップ上に示す

ことができない。今後、これらの不明図幅について

同定していく必要がある。 
(2) システムの保守管理 

デジタルアーカイブの開発はプログラムに精通す

る個人を中心になされた。インデックス・マップの

アイデアはプロジェクトに携わった研究者によるも

のである。検索のメインエンジンは東北大学図書館

職員の手によるものである。また、インデックス・

マップの作成は学生によるものである。現在、イン

デックス・マップ検索を構築したこれらの人員は、

いずれも所属を離れ、検索システムを直接管理でき

る状態にない。今後のシステムの維持、目録データ

の更新をいかに簡便なものとするかが課題となろう。 
(3) ユーザビリティの追求 
外邦図デジタルアーカイブは情報のデジタル化と
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公開を優先して作成されてきた。インデックス・マ

ップ検索も通信速度の速さを重視して構築してきた。

一方で、インデックスマップを介してユーザに提供

される情報は必ずしも体系的に整理されたものとは

いえない。そのため、ユーザが目的とする図幅に容

易に到達できない可能性がある。また、測量機関や

年代の違いによって、経緯度の基準が他の図幅と異

なっている図幅や、同一地域に複数の年代、縮尺の

図幅が存在するものなどがある。現在公開している

インデックス・マップ検索では、そのような図幅を

横断比較することに若干の困難が伴う。加えて、図

幅の来歴を知らないユーザが外邦図を資料として利

用する場合、誤用しかねない。今後、更なる情報の

提示方法を検討していく必要がある。 
これらの課題について、全てを単一の研究機関や

プロジェクトによって解決することは困難である。

今後は、アーカイブの開発面のみに限らず、他機関

データベースとの連動、他国組織との協力等運営の

面の柔軟性を追及していく必要もあろう。アーカイ

ブ事業の更なる高度化が求められる。 
 
４．外邦図の公開に関する課題 

 
 以上、外邦図デジタルアーカイブが直面している

課題について示したが、関連して、さらに二つの問

題について言及しておきたい。 
その一方は、アジアの近隣地域に関する外邦図の

公開である。現在外邦図デジタルアーカイブは、中

国や朝鮮半島の外邦図の画像の、インターネットを

通じた公開を行っていない。その理由の第一は、外

邦図の元図の由来である。日本軍の秘密測量によっ

てつくられた場合のほか、中国（民国）軍が作製し

た図を強奪した場合が多く、この画像を無条件で公

開すると、道義的な問題が発生する可能性がある。

今日では、著作権のようなものはないにしても、そ

れ以外の点も考慮する必要があるわけである。 
 これに関連してもうひとつ留意されるのは、とく

に中国（大陸）における地図の民間での利用である。

現在、多くの地図は軍の管理下に置かれ、等高線の

はいった大縮尺図は全く民間に公開されていない。

大学の研究者の場合でも、その利用には大きな制約

があるという。また、外国人の GPS の使用も認め

られていない。このような地図政策をとっている国

に関する地図は、たとえそれが 60 年以上前に作製

されたものとしても、他国の機関が問題なく公開で

きるか、と懸念されるわけである（宮澤ほか 2009）。 
 かなりの摩擦を覚悟すれば、これは可能であろう

が、国際的に広く利用されることが期待される外邦

図について、直接の批判を浴びるようなことは、当

面は避けるべきであろう。もちろん他方で、将来は

公開すべき資料について、それを実現するためには、

どのような方面での理解が必要化についても、検討

しておく必要がある。 
もうひとつの大きな問題は、これまで構築されて

きた外邦図デジタルアーカイブの管理主体に関する

ものである。すでに触れたように、外邦図デジタル

アーカイブは、これまで東北大学地理学教室を中心

に準備され、同大学図書館のサーバーから発信され

てきた。しかし公開開始後、その主要メンバーの所

属が変わることになり、これを今後どう維持管理し

ていくか、関係者の間で問題になっている。また維

持管理には資金も不可欠であるが、この負担を、一

教室が長期続けるとか、あるいは科学研究費のよう

な採否がかかわる資金に依存することは望ましくな

い。またたとえ外邦図に関する科研費でも、研究の

ための資金を、デジタルアーカイブの維持管理に使

用することは不適切でもある。この点から、外邦図

デジタルアーカイブの他の恒久的機関への移管を積

極的に考えるべき時期にさしかかっているわけであ

る。 
この場合、移管される機関には、外邦図デジタル

アーカイブを継続的に管理し、発展させる能力が不

可欠である。とくに現在自衛隊中央情報隊に保管さ

れている外邦図のデータを統合し、現存する外邦図

の多彩な利用を保証できるような機関が望ましい。

また、国際的なアーカイブとして、近隣諸国の理解

を得られるような機関であることも必要である。そ

のような機関として、たとえばアジア歴史資料セン

ターのような機関が考えられるが、場合によっては、

当該地域の機関に外邦図の画像を提供して、そこか

ら発信するという方法も検討すべきであろう。外邦

図の示す情報は、まず当該地域の研究者や市民に提

48



供されるべきものと考えられるからである。 
以上のような課題にアプローチするには、アカデ

ミックな世界に外邦図の存在を周知するだけでなく、

市民の間にも広くその来歴や意義を知らせること、

さらにはそうした理解を国際的に広げていくことが

必要である。これまで外邦図研究会やシンポジウム

に中国（大陸・台湾）、韓国、インドネシアの研究者

の参加を得てきたが、今後はさらに広く知っていた

だくよう努力を続けたい。 
 

注 

1) 各研究機関における所蔵図幅種数は、東北大学9,953、
お茶の水女子大学 12,843、京都大学総合博物館 11,019
である（宮澤ほか、2008）。 

2) 画像のデジタル化に伴う仕様の模索や結果について

は、宮澤ほか（2004）、村山ほか（2005）に記載されて

いる。 
3) 稼動ページのURLはhttp://dbs.library.tohoku.ac.jp/ 

gaihozu/である。なお、稼動URL は予告なく変更され

る可能性がある。 
4) URL は http://chiri.dges.tohoku.ac.jp/gaihozu/world 

map/である。当該ページは試験運用中のため、URL は

予告なく変更される可能性がある。 
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6. 高木菊三郎旧蔵の外邦図関係資料目録（下） 

 

2007 年度に大阪大学文学研究科人文地理学教室が購入した高木菊三郎旧蔵の外邦図関係資

料に関する解説と目録を掲載する。ただし、今回目録に収録したのは、資料全 23 点のうち後

半の 12 点である。前半の 11 点の目録およびその解説については、『外邦図研究ニューズレタ

ー』6 号（2009 年）の 61-73 頁を参照していただきたい。 
 

 



高木菊三郎旧蔵の外邦図関係資料目録（下）

文 ：小林 茂

目録：長谷川敏文・波江彰彦

本稿は、2007 年の「明治古典会、七夕古書大入札

会」に出品された高木菊三郎旧蔵の地図関係資料の

うち、とくに外邦図の一覧図を紹介するもので、『外

邦図研究ニューズレター』6 号（2009年 3月）、63-73
頁に掲載した、「高木菊三郎旧蔵の外邦図関係資料目

録（上）」（文：小林茂、目録：金美英・波江彰彦・鳴海

邦匡）の続編である。この「高木菊三郎旧蔵の外邦

図関係資料目録（上）」では、その購入の経過にくわ

え、以下の節を設けて、全 11 点の図を検討した。

１．高木菊三郎の略歴

２．11 点の資料の形式と内容

３．中国大陸の 10 万分の 1 地図の整備過程を概

観する図群

本稿では、のこる 12 点の地図について、つぎのよ

うに大きく 3 つに分類してその特色を記述する。そ

の第 1 は、多くは縮尺が 500 万分の 1 の、作業用の

白地図とでもいうべき小さなものである。第 2 は一

覧図類で、サイズはいずれも 78 センチ×110 セン

チ前後と大きい。第 3 は、サイズ・内容は第 2 と同

様であるが、高木菊三郎が作業用に使ったことが明

らかな民国製地図の一覧図で、各所に手書きの記入

が見られるものである。いずれも 1 枚物の地図であ

るが、このうち最も注目されるのは第3グループで、

高木の陸地測量部での作業内容を推測させる。以下、

これらについて順に述べたい。なお、あわせて付表

の「高木菊三郎旧蔵の外邦図関係資料目録（下）」を

参照していただきたい。

４．作業用白地図類

このグループには、⑫（仮題）満洲地域地形図配

置図、⑬「五百万分一西伯利地方作業用素圖」、⑭（仮

題）満洲周辺地区地形図配置図がある。なお丸の中

の番号は、付表の枝番号に一致させている。

⑫（仮題）満洲地域地形図配置図の縮尺は、上記

のように 500 万分の 1 で、東西は東経 135 度～同

115 度、南北は北緯 39 度～同 53 度を図示する円錐

図法による図で、国境や河川、鉄道、主要都市など

のほか、50 万分の 1 地図の図郭（東西 2度 30分、南

北 1度 40分）および図名を示す。また各 50 万分の 1
地図の図郭は東西・南北それぞれ 5 つに分割され、

その各区画は 10 万分の 1 地図の図郭（東西 30分、

南北 20分）となる。ただしこの区画には、図の名称

は示されていない。

図の中にみえる地名（「興安省」など）から、満州

国建国（1932［昭和 7］年）以降、興安省の分省が省

に昇格する 1934（昭和 9）年までの時期のものと思

われる。図の中央南側には、太い破線（「解秘區域線」）

が記入され、民間の利用に供された図の範囲を示し

ている。この範囲は、陸地測量部（1935: 9）の示す

「十万分一満洲」の一覧図（民間に販売された図幅を

示す）に示されているものと一致する。

つづく⑬「五百万分一西伯利地方作業用素圖」は、

旧満洲から「外蒙古」、さらにそれに接するシベリア

南部を図示する。東西は東経 127 度～同 89 度、南

北は北緯40度～同56度をカバーする円錐図法によ

る図で、⑫（仮題）満洲地域地形図配置図の北西に

広がる広大な地域を図示することになる。やはり国

境や河川、鉄道、主要都市などのほか、50 万分の 1
地図の図郭（東西 2度 30分、南北 1度 40分）を示す

が、図名が示されているのは、旧満洲およびそれに

接する部分にすぎない。また 10 万分の 1 地図の図

郭（東西 30分、南北 20分）が全域にわたって示され

ているが、図名の記入は見られない。本図の作製時

期は、「興安西省」・「興安南省」といった地名から

1934（昭和 9）年～1944（昭和 19）年と思われる。

⑭（仮題）満洲周辺地区地形図配置図も縮尺は 500
万分の 1 と考えられるが、円錐図法ではなく、メル

カトール図法となっている。東西は東経 130 度～

115 度、南北は北緯 41 度 40 分～51 度 40 分を図示

する。50 万分の 1 図の図郭・図名とともに、10 万

分の 1 の図郭・図名も示す。

この10万分の1図の図郭・図名で特徴的なのは、
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図の左よりやや下の、「烏珠穆泌」・「林西」（いずれ

も 50万分の 1図幅名）の西端に、「此空欄ハ測圖基點

ノ根據ヲ異ニセシヨリ生セシ誤差ノ結果ナリ但此空

欄ニ面スル各圖葉ハ接續ス」との注記をともなう、

南北に連続する 9 つの図郭がみられることである。

この注記は長岡（2009: 86）の図Ⅲ-1-1a にもみられ、

その作成時期をうかがわせる。また、本図には、太

い実線、破線、二点鎖線がみられ、このうち実線に

ついては、それが囲む区域の中央に「發賣區域」と

記入されている。上記陸地測量部（1935: 9）の示す

「十万分一満洲」の一覧図には、当時民間で発売さ

れたものにくわえ、斜線を施して（民間に）「發行豫

定ノモノ」も示されており、比較すると、この実線

に一致する。この点から、本図は 1935（昭和 10）年

以降に作成されたと見てよいであろう。

上記の 3 つの図は、縮尺・様式・図示範囲が類似

し、いずれも旧満洲およびその周辺の 10 万分の 1
図の整備に関連して作成されたものと考えられる。

なお、⑮（仮題）メルカトール図法世界白地図は、

小さな世界図の白地図で、その使途はまったく別と

考えられるが、白地図ということでこのグループに

いれておきたい。

５．「外邦局地圖一覽圖」およびそれに関連する図

これに分類されるのは、⑯「外邦局地圖一覽圖（其

一）」および⑳「外邦局地圖一覽圖（其二）」、さらに

○22「西伯利滿洲及支那地図一覧圖（其二）」である。

いずれも 1940（昭和 15）年 3 月 25 日発行であるこ

とにくわえ、長岡（2009: 98-99）の表Ⅲ-1-7 から、

他にもう一点の図をくわえ、「機秘密圖一覽表（内國

圖及臨時圖）」として一括して刊行されたと考えられ

る（なお「西伯利滿洲及支那地図一覧圖」は長岡［2009:
98-99］の表Ⅲ-1-7では「西伯利、滿洲及支那外邦局地圖

地図一覽圖」となっているが、長岡［1993: 25］の表 7で

は「西伯利、滿洲及支那地圖地図一覽圖」で、長岡［2009］
の表記は誤植である可能性が大きい。また、この図群のタ

イトルには「内國」とあるが、そうした図は含まれていな

いという）。なお⑯「外邦局地圖一覽圖（其一）」およ

び⑳「外邦局地圖一覽圖（其二）」の右肩には、ゴム

印により朱で「陸地測量部作業用、第壹四壹號」と

記されている。○22「西伯利滿洲及支那地図一覧圖（其

二）」にも同様の記入があったと考えられるが、同図

のこの部分は切り取られており確認できない。

これらの地図の特色として、長岡（2009: 93）は、

多数の市街図を示すことにくわえ、現地部隊からの

地図請求用の略符号が全地図に付されており、地図

払い出しの迅速・正確化がはかられたとしている。

⑯「外邦局地圖一覽圖（其一）」の 5000 分の 1「旅

順要塞近傍圖」を例にすると、「五セン」という縮尺

を示す略号にくわえ、「リヨサ」という略号を朱で印

刷するとともに、同図群全 94 枚に番号を付してい

る。第二次世界大戦参戦前の時期に、各地でつくら

れた外邦図を一括して一覧図として示そうとした意

図がうかがえる。

この図群の中には、これまでの外邦図研究で注目

してきた空中写真による図も見られる。⑯「外邦局

地圖一覽圖（其一）」では、2.5 万分の 1 の「膠濟鐵

道沿線空中寫眞測量要圖」（小林・渡辺・鳴海 2009）、
「空中寫眞測量上海近傍」（小林 2009）、⑳「外邦局

地圖一覽圖（其二）」では「五万分一黄河沿岸空中寫

眞要図」などがそれである。これらの図によって、

1940（昭和 15）年までに外邦図として整備された空

中写真による図について、概要を把握することが可

能となる。

また、第二次世界大戦の主戦場になった地域に関

する、この時点までの大縮尺地図の整備状況につい

ても、一定の展望をあたえる。⑯「外邦局地圖一覽

圖（其一）」にみえる東南アジア・太平洋地域の図は、

2.5 万分の 1 図がポナペ島（12枚）、パラオ列島（16
枚）、サイパン島（5枚）、5 万分の 1 図がジョホール

地域（25枚）、マラッカ（1枚）、10 万分の 1 図が、

マレー半島（3枚）、同様に⑳「外邦局地圖一覽圖（其

二）」では、5 万分の 1 図がグアム島（3枚）、オアフ

島（8枚）、呂宋（ルソン）島（22枚）とたいへんすく

ない。小林編（2009）の表紙カバーに示した④「南

方地區地圖整備目録」の索引圖にみえる同地域の大

縮尺図の整備状況（1941［昭和 16］年 10月）と比較

すると大きな差が見られ、その間外国製地図の入手

に大きな努力が払われたことがうかがわれる。

なお、○22「西伯利滿洲及支那地図一覧圖（其二）」

については、下部中央の図が大きく切り取られてい

ることを付記しておきたい。切り取られた部分に掲
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載されていた図は、長岡（2009: 98-99）の表Ⅲ-1-7
の注記と比較すると、カムチャツカの 10 万分の 1
図、満洲や東亜の 50 万分の 1 図であったと考えら

れる。

６．作業用に使用された民国製地図の一覧図

このグループの特色は、すでに示したように、民

国製の地形図の一覧図であること、さらに印刷図に

各種の書き込みが見られ、作業用に使用されたこと

があきらかなことである。縮尺から、これらは大き

く 2 つにわけることができ、一方は 5 万分の 1 図に

関するもの、他方は 10 万分の 1 に関するものとな

る。

これらの印刷図の作成契機として考えられるのは、

1937（昭和 12）年 12 月の南京事件にともなう民国

軍参謀本部陸地測量總局における大量の民国製図の

「鹵獲」である（高木著・藤原編 1992: 115-240）。こ

れによって大量の地図を入手した陸地測量部では、

その全容の把握にむけて、これらの地図を整備した

と考えられる。まず取り上げる⑰「民國製五万分一

圖一覽表」と⑲「民國製五万分一圖一覽表」は、印

刷図としては同じもので、備考に「斜線ヲ施セルモ

ノハ未押収圖ヲ示ス」とし、さらに「製版セルモノ

ハ別表民国製北南支那五万分一圖一覽表ニ示ス」と、

すでにこの図の作成時点で民国製図の複製がはじま

っていたことを示している。図示される図幅の範囲

は、河北省・山東省・江蘇省・浙江省・広東省・海

南島といった海岸部から、山西省・河南省・安徽省・

湖北省・湖南省・江西省、さらに綏遠省・陝西省・

四川省・雲南省といった内陸部におよび、日中戦争

にとって大きな意義をもったことが明らかである。

すでに⑧（仮称）民國製五万分一圖の精度評価図

（1938［昭和 13］年製版・同 9月発行の「民國製五万分

一圖一覧表」をベースマップとして、色鉛筆で精度の違い

を表記）を紹介したが、この両図での作業は、これ

をさらに発展させるものであったと推測される。

両者における書き込み部分は大きくちがい、まず

⑰「民國製五万分一圖一覽表」の場合、図の中央や

や上部の、山西省の西から南における黄河の流路に

沿った地域および江蘇省の徐州付近を青鉛筆で着色

する。この背景の推測は容易ではないが、黄河流域

の場合は、1938［昭和 13］年 4 月に空中写真を撮

影し、1939 年に発行した上記「五万分一黄河沿岸空

中寫眞要図」の成果との調整が考えられる。また徐

州付近の場合は、1942 年の空中写真による地図作製

（ただし縮尺は10万分の1）との関係が考えられよう。

これに対し、⑲「民國製五万分一圖一覽表」の場

合は、書き込みが左下の部分に集中する。印刷図で

は斜線が施され、未入手であった広東省南西部～広

西省南部の地図が、押収されたこと（1939［昭和 14］
年）などが、これから判明する。また広西省の桂林

から南寧にかけては、新しい図の入手に成功した模

様で、その図郭や図名を記入している。新しい情報

を一覧図に反映させようとする作業といえよう。

10 万分の 1 図にうつろう。⑱「民國製十万分一圖

一覽表」、 ○21「民國製十万分一圖入手区域・複製区

域一覧表」、○23「民國製十万分一圖一覽表」と 3 点

があるが、いずれも元図である印刷図は同一のもの

である。図の範囲は 5 万分の 1 図と同様に広範囲に

およんでいる。右下の備考に「斜線ノ部ハ未入手圖

ヲ示ス」とする。その分布を見ると、雲南省・青海

省・寧夏省に多く、四川省の一部にも見られる。

つぎに各図を個別的に見てみたい。⑱「民國製十

万分一圖一覽表」で注目されるのは、広東省・江西

省などの省境部分に見られる着色と書き込みで、お

そらく各省が独自につくってきた図幅が省境の部分

で、他の省の作成したものと整合せず、その調整を

はかるものと考えられる。また図の左手には、10 万

分 1 図が入手できていなかった雲南省について、新

たに入手したと考えられる図幅名について昆明を中

心として示している。その特色としてあげられるの

は、各図郭の図示範囲が大きいという点であるが、

これについては別途検討する必要があろう。

これに対して、○21「民國製十万分一圖入手区域・

複製区域一覧表」は着色を全域におよぼすもので、

付表に示したように、未入手区域から縮製区域まで

6 つに分類している。ここで複製のため製版された

区域を見ると、内陸部が多いことがわかる。これは、

海岸部に関する地図の整備が進んでいたためであろ

う。また四川省や貴州省のような、さらに内陸部の

製版がおこなわれていないのは、その必要性が低か

ったからと考えられる。
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○23「民國製十万分一圖一覽表」は以上に対して、

広東省を中心とする地域について、図上に硫酸紙を

重ねている。これに新しい図の原稿になるような図

形や文字を記入する。また図の左下の「昭和十四年

製版／昭和十四年二月發行」とある部分に硫酸紙を

重ね、製版年を「十五」、また発行年月を「十五年三

月」と朱で記入して修正しようとしている。

この硫酸紙上に書かれた図郭は、他より大きく、

ふつうの図を 4 つあわせたサイズである。また、こ

の範囲は○21「民國製十万分一圖入手区域・複製区域

一覧表」で「入手図製版（四六版）」と示された地域

に一致する。こうした大きなサイズの図が印刷され

たかどうかについては、さらに検討を要する。これ

まで刊行された外邦図目録（東北大学大学院理学研究

科地理学教室 2003; 京都大学総合博物館・京都大学大学

院文学研究科地理学教室 2005; お茶の水女子大学文教育

学部地理学教室 2007）には見あたらないようである。

以上、全 23 点の地図あるいは小冊子体の地図に

ついて紹介した。これをもとに上記の図を分類すれ

ば、つぎのようになろう。

まずあげられるのは、中国大陸と旧満洲における

外邦図の作製を概観する手書きの小冊子体の地図で、

①「大正十一年以降支那製十万分一図ニ依ル改

造『北支那十万分一図』及『南支那十万分一

図』整備要図」

②「明治四十二年以降臨時測図部、支那駐屯軍

司令部所測仮製十万分一図整備經過要図」

③「明治二十七八年乃至昭和七年満洲十万分一

図整備要図」

がそれにあたる。これらは高木によってコンパイル

されたもので、本コレクションの中では最も重要で

ある。多くの外邦図の現物を参照しつつ作製された

もので、①は中国製地図の利用、②は日本軍関係者

の秘密測量、③は旧満洲における日本の地図作製活

動の変化を図によって示しており、今後これらに示

されたプロセスを検討する必要があろう。

つぎに重要なのは、日本軍が入手した民国製地図

の整理と活用に関連する図と表で、

⑥「支那製二十万分一圖精度調査一覧表」

⑧（仮称）民國製五万分一圖の精度評価図

⑰「民國製五万分一圖一覽表」

⑲「民國製五万分一圖一覽表」

⑱「民國製十万分一圖一覽表」

○21「民國製十万分一圖入手区域・複製区域一覧

表」

○23「民國製十万分一圖一覽表」

がそれにあたる。南京事件に際して大量に接収した

民国製地図の精度評価にはじまり、新たに入手した

図をくわえた一覧図の作製、複製の作製などに関係

する。これらは、高木が陸地測量部でおこなってい

た作業の一端を示すものとなる。

これらにあわせて注目しておくべきは、作業用に

作製された白地図類で、

⑫（仮題）満洲地域地形図配置図

⑬「五百万分一西伯利地方作業用素圖」

⑭（仮題）満洲周辺地区地形図配置図

がそれにあたる。

そのほかで意義が大きいのは、

①「南方地區地圖整備目録」（1941年 10月）

②「直隷・熱河・察哈爾地形圖目録」

⑯「外邦局地圖一覽圖（其一）」（1940年 3月）

⑳「外邦局地圖一覽圖（其二）」（1940年 3月）

○22「西伯利滿洲及支那地図一覧圖（其二）」（1940
年 3月）

といった一覧図類である。とくに④「南方地區地圖

整備目録」は第二次世界対戦参戦直前の外邦図の準

備状況を示すものとして大きな意義がある。「支那地

域兵要地圖整備目録」（1944年 6月）の一部であった

ことがあきらかな、

⑥「○24兵要地誌圖」、

⑨「①航空圖」

⑩「⑨地形圖 其二（本製假製十万分一）」

もふくめて、一覧図は、それが作製された時期をよ

く反映しており、これによく留意しつつ利用するこ

とがもとめられている。
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高木菊三郎旧蔵の外邦図関係資料目録（下）

No.
細
目

タイトル
サイズ（縦×

横cm）
備考

4-12 （仮題）満洲地域地形図配置図 40.2×54.0 陸地測量部、500万分の1
吉林省、黒龍江省、熱河省、奉天省
図は薄葉に印刷

4-13 五百万分一西伯利地方作業用素圖　甲 40.1×56.2 大日本帝國陸地測量部、500万分の1
図は薄葉に印刷

4-14 （仮題）満洲周辺地区地形図配置図 30.0×35.8 500万分の1、滿洲國、黒龍江省
此空欄ハ測圖基點ノ根據ヲ異ニセシヨリ生セシ誤差ノ結果ナリ
但此空欄ニ面スル各圖葉ハ接續ス

4-15 （仮題）メルカトール図法世界白地図 30.0×56.6 日本航路

4-16 外邦局地圖一覽圖（其一） 78.2×109.0 軍事極秘
陸軍測量部　作業用　第壹四壹號
各圖名下方ノ數字ハ發行年紀ニシテ括弧セルモノハ明治若シ
クハ大正ノ年號ヲ示ス
昭和八年製版同九年六月略符號補入同十五年修正改版　陸
地測量部
同十五年三月二十五日發行　参謀本部
赤字で略符号の記載あり

1 黄河水利委員會圖　五万分一圖及一万分一圖 本一覧表ハ本圖ノ索引系統及五万分一圖及一万分一圖ノ関係
ヲ示シタルモノナリ
例ヘハ一万分一孟津圖ハ　114°―34°―2―19　ノ如クシテ
索出スルモノトス
又太字亞刺比亞數字ハ五万分一圖ノ複版圖ヲ示スモノナリ

2 五千分一

・旅順要塞近傍圖 軍機

・南山近傍圖

・青島近傍圖

3 一万分一

・オハ近傍

・杭州城近傍

・遼陽近傍

　　　軍機　普通圖（一般ニハ發賣セス）
・旅順要塞近傍圖

・大連

・沙河口星ヶ浦及老虎灘沙河口星ヶ浦及老虎灘

4 二万分一

・北樺太アレキサンドロフ近傍

・山海関近傍 普通圖（一般ニハ發賣セス）

・威海衛近傍

・天津近傍

・保定近傍

・漢陽以西漢水右岸地區

・香港近傍

・遼陽近傍

　　　普通圖（一般ニハ發賣セス）

・徳利寺近傍

・鳳凰城近傍

・九連城近傍

・拆木城近傍　大石橋及蓋平近傍　誉口近傍

・海城近傍

5 二万五千分一

・オハ及バイカル近傍

・黒龍江口（ニコラエフスク近傍）

・黒龍江口（ニコラエフスク近傍）

・膠濟鐵道沿線空中寫眞測量要圖

・浦潮近傍

・孫呉近傍

・北京附近

・武漢近傍

・濟南近傍

・南京近傍圖

・東寧近傍

・淅江省（杭縣附近）

・金州近傍　大連及旅順近傍 本圖ハ二万五千分一關東州地形圖ニ接續ス

・上海近傍
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No.
細
目

タイトル
サイズ（縦×

横cm）
備考

4-16（つづき）

5 ・貴州省

・雲南省

・雲南省（蒙自附近）

・奉天西方新民縣附近

　　　普通圖（一般ニハ發賣セス）

・錦州南方連山灣近傍

・青島近傍

・熱河省赤峯建昌間路線圖

・空中寫眞測量上海近傍　上海近傍　上海近傍
東部　上海近傍南部　上海近傍西北部

・南洋諸島地方　ポナペ島　パラオ列島　サイ
パン島

6 比島及南洋諸島
・五万分一英文ジョホール
・英文馬來半島州別地圖　二十万分一パハン
グ（四六四）　二十万分一ケランタン（四六一）
二十万分一ジョホール（四六二）　十万分一ネ
グリセムビラン（菊四）　五万分一マラッカ（四六
二）　十万分一ペラク（菊八）　十万分一セラン
ゴル（四六四）
・東印度諸島二百五十万分一

7 十万分一
・甘粛省十万分一圖

8 二十万分一 同一圖葉ニシテ二種ノ名称ヲ記載セルモノノ内括弧ヲ附セルハ
一般發行圖名ナリ

・滿洲二十万分一
・呂宋島
・蒙古兵要二十万分一

9 雑圖 印ハ普通圖ヲ示ス（一般ニ發賣セス）
略符號規定セス

4-17 民國製五万分一圖一覽表 110.0×78.1 軍事秘密（當分ノ間支那事變地ニ於ケル軍隊ニ限リ「部外秘」
扱ニ準ス）
一、斜線ヲ施セルハ未押収圖ヲ示ス
二、製版セルモノハ別表民國製北南支那五万分一圖一覧表ニ
示ス
昭和十三年製版同十四年増補修正　陸地測量部昭和十三年製版同十四年増補修正 陸地測量部
同十四年九月發行　参謀本部
一部色鉛筆（青）で着色あり

4-18 民國製十万分一圖一覽表 110.0×78.6 軍事秘密
斜線ノ部ハ未入手圖ヲ示ス
昭和十四年製版　陸地測量部
同十四年二月發行　参謀本部
一部鉛筆と色鉛筆（赤・青・黄・緑）による書き込みあり

4-19 民國製五万分一圖一覽表 110.0×78.1 軍事秘密（當分ノ間支那事變地ニ於ケル軍隊ニ限リ「部外秘」
扱ニ準ス）
一、斜線ヲ施セルハ未押収圖ヲ示ス
二、製版セルモノハ別表民國製北南支那五万分一圖一覧表ニ
示ス
昭和十三年製版同十四年増補修正　陸地測量部
同十四年九月發行　参謀本部
一部鉛筆・色鉛筆（赤・青・黄）・ペン（黒・赤）による書き込みあ
り
4-17と同一

4-20 外邦局地圖一覽圖（其二） 78.6×109.0 軍事極秘
陸地測量部　作業用　第壹四壹號
各圖名下方ノ數字ハ發行年紀ニシテ括弧セルモノハ明治若シ
クハ大正ノ年號ヲ示ス
昭和八年製版同九年六月略符號補入同十五年修正改版　陸
地測量部
同十五年三月二十五日發行　参謀本部
赤字で省名・地域名・略符號の記入あり

1 五万分一
・民國製五万分一圖
・島蘇里方面 太枠内は「解祕（一般ニ發賣セス）」
・松花江及拉林河流域 太枠内は「解祕（一般ニ發賣セス）」
・青島近傍 假製版
・假製樺太北部
・滿洲五万分一圖 太枠内は「解祕（一般ニ發賣セス）」
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、十字）：入手図製版（四六版）

No.
細
目

タイトル
サイズ（縦×

横cm）
備考

4-20（つづき）

1 ・重慶附近（四川省）
・熱河省南部交通調査圖 太枠内は「解祕（一般ニ發賣セス）」

・民國製甘肅省 （蘭州近傍）

・揚子江流域

・五万分一黄河沿岸空中寫眞要圖

・五万分一北支那空中寫眞要圖

・北支那五万分一圖（北京天津山海関近傍）

・（福建省東北）福安近傍

・福州近傍

・青州保定近傍圖 略符號規定セス

・五万分一順直水利委員會實測圖

・グアム島

・オアフ島

・呂宋島

・（福建省）

・民國製福建省五万分一

・正定附近 略符號規定セス

・雲南省（昆明附近） 略符號規定セス

2 假製滿洲五万分一圖 赤枠で「發賣區域」
・龍江局地圖
・兆南局地圖
・熱河局地圖
・假製北支那五万分一圖

4-21 民國製十万分一圖入手区域・複製区域一覧表 110.0×78.6 軍事秘密
昭和十四年製版　陸地測量部
同十四年二月発行　参謀本部
鉛筆とペンで書き込みあり
塗りつぶしあり
青：未入手区域
赤（枠なし）：入手区域
赤（枠あり）：入手図製版区（緯度十五分）
赤（枠あり、十字）：入手図製版（四六版）赤（枠あり
青枠・赤：入手図ヲ緯度二十分ニ切リ替ヘ製版
黄：縮製区域
4-18と同一

4-22 西伯利滿洲及支那地圖一覧圖（其二） 78.7×108.5 大正十一年製版昭和九年六月略符號補入同十五年修正　陸
地測量部
昭和十五年三月二十五日發行　参謀本部
一　小區割内ノ文字ハ圖葉ノ名称ニシテ該區割内ノ○印ハ其
圖名ニ相當スルモノノ位置ヲ示ス
二　太キ實線ノ區割ノ中央ニ示ス大字ハ其區割内圖葉ノ總圖
名ヲ示ス
三　赤色ノ部ハ有圖區域ヲ示シ圖名ノ記載ナキモノハ未製版ノ
圖ナリ
四　圖名ニ括弧ヲ附スルモノハ臨時版ニシテ將來改版セラルベ
キモノナリ
五　各圖名下方ノ数字ハ發行年紀ニシテ括弧セルモノハ明治
若シクハ大正ノ年號ヲ示ス
六　發行年紀ノ記載ナキモノハ製版中ノモノナリ
七　圖名下方ノ横線ハ昭和十二年以降ニ改正シタル圖名ヲ示
ス
一部切り取りあり

1 航空圖 樺太－沿海州、樺太ー奥羽、近畿ー南朝鮮及北朝鮮ー南滿洲
ハ軍事秘密其他ハ軍事極秘

・航空圖
・百万分一航空圖
・五十万分一丙國航空圖
・二百万分一航空圖

2 ・假製十万分一圖
・十万分一圖 安慶及南昌号中赤暈線ヲ施セル圖葉ハ武昌及岳州号ノ圖葉ノ

ミニ接續ス・安慶及南昌号ノ圖葉ハ武昌及岳州号ノ圖葉ニ接續
ス

・十万分一陜西省・河南省空中寫眞要圖
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No.
細
目

タイトル
サイズ（縦×

横cm）
備考

4-22（つづき）

2 ・十万分一圖 西伯利滿洲及支那地圖一覧圖其一ノ左上ニ接合ス

・東部甘肅省五十万分一圖
・西部甘肅省五十万分一圖
・新彊省五十万分一圖

4-23 民國製十万分一圖一覽表 107.0×78.6 軍事秘密
元図には昭和十四年製版　陸地測量部とあるが重ねた硫酸紙
に昭和十五年と朱書
元図には同十四年二月發行　参謀本部とあるが、硫酸紙をか
けて十五年三月と朱書
斜線ノ部ハ未入手圖ヲ示ス
色鉛筆（赤・黄）で書き込み・着色あり
硫酸紙4枚の貼付あり　赤と黒で書き込み
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7. 学会発表 

 

14th International Conference of Historical Geographers で行った発表のアブストラクト

およびプレゼンテーション資料（2 編）、ならびに、第 60 回朝鮮学会大会で行った山近ほか報

告の発表要旨およびプレゼンテーション資料を掲載する。なお、第 60 回朝鮮学会大会の発表

要旨の本文は『朝鮮学会第 60 回大会要項』（2009 年 10 月）の 41 頁にも掲載されている。 
 

14th International Conference of Historical Geographers 
2009 年 8 月 23 日（日）～27 日（木） 於 京都大学文学研究科 

口頭発表 

Kobayashi, S., Watanabe, R. and Narumi, K.: Japanese Colonial Cartography in Taiwan, 
Korea and Kwantung Province, 1895-1924.（24 日） 

ポスター発表 

Yamachika, K., Watanabe, R. and Kobayashi, S.: The Route Maps of the Korean Peninsula 
drawn by Japanese Army Officers during 1880s.（26 日） 

 

第 60 回朝鮮学会大会 

2009 年 10 月 4 日（日） 於 天理大学 

山近久美子・渡辺理絵・小林 茂「広開土王碑への酒匂景信ルートの考察―明治期陸軍将校

による外邦図をてがかりに―」 
 



14th International Conference of Historical Geographers 
23–27 August 2009, Kyoto, Japan 
 
KOBAYASHI Shigeru (Osaka University),  
WATANABE Rie (JSPS Research Fellow (PD) Tsukuba University),  
NARUMI Kunitada (Konan University) 
 

Japanese Colonial Cartography in Taiwan, Korea and Kwantung Province, 
1895-1924 
 

Abstract 

Japanese colonial governments in Taiwan, Korea and Kwantung Province carried out 
land survey including the establishment of landownership and the preparation of land 
registers with cadastral maps in order to raise revenue from land tax. From the 
cartographic point of view, it is remarkable that these colonial governments produced 
topographical maps in the same manner by scaling down the cadastral maps prepared 
in advance. The purpose of this presentation is to trace the development process of this 
efficient map making, surveying the discernment of the planners. 

During the Land Tax Reform (1873-1881), most of the cadastral maps were not 
prepared with modern surveying technique in mainland Japan. Although the Ministry 
of Finance tried to remake the cadastral maps since 1889 for the grasp of accurate size 
of the taxable lands, complete survey with plane table was carried out only in limited 
prefectures. Learning from this experience, Tanetaro Megata (1853-1926), the high 
officer of the Ministry of Finance, promoted the application of modern surveying 
technique including triangulation in the land survey of Okinawa Prefecture and lead 
the officers of colonial governments to extend this manner to the newly acquired 
territories. 
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Japanese Colonial Cartography 
in

Taiwan Korea and Kwantung

International Conference of Historical Geography
Kyoto University, Kyoto, Japan

August 24, 2009

Taiwan, Korea and Kwantung 
Province

Shigeru KOBAYASHI (Osaka University)

Rie WATANABE (JSPS Research Fellow, Tsukuba University)
Kunitada NARUMI (Konan University)

1

Japanese Colonial Cartography
Modern cartography in society
Military operations and civilian use
Governance of overseas colonies (Edney, 1997)

Modern cartography  in Japanese  colonies
Preparation of cadastral maps in combination withPreparation of cadastral maps in combination with 
topographical maps

Japanese colonial cartography in East Asia
Transfer of  ideas and technology

2

Cadastral Maps and Topographical Maps

Land survey

Establishment  of  modern landownership

Land registration: cadastres and cadastral maps

→Imposition of land tax→Imposition of land tax

preparation by Financial authorities

Topographical maps

Military operations and civilian use

Preparation by military institutions

3

Cadastral Maps, Topographical Maps 
and Triangulation 

The application of triangulation to 
measure the locations of survey 
stations 

d f d l1. Land survey for cadastral maps 
2. Reducing the scale of cadastral maps
3. Survey of landform and leveling 
→Completion of topographical maps

4

Examples of this kind operation 
(Kain and Baigent 1992)

Corsica annexed to France 
Cadastral maps (1/10,800)
Topographical Maps (1/86,400)

Netherland under French occupation 
(1811‐1813)

Belgium : Application of French regulation 
(1846‐1854)

5

Cadastral Survey in Mainland Japan

1. Jinshin Chiken Jibiki Ezu壬申地券地引絵図：
1872‐
Before the Land Tax Reform. Traditional survey 

2. Kaiso Jibiki Ezu改租地引絵図：1873‐1881
The Land Tax Reform Traditional surveyThe Land Tax Reform, Traditional survey

3. Kosei Zu更正図：1885‐1889
Resurvey of the lands, Application of  plane table was 
prescribed, but only partially executed

→Inaccurate measurement of size of taxable lands
→Imposition of land tax was not equitable

6
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Tanetaro Megata (1853‐1926)

High officer in the Ministry of Finance

He conducted  the Jioshi Chousa 地押調査
to prepare Kosei Zu更正図 andto prepare Kosei Zu 更正図 and 
realized the necessity of 

the introduction of modern 

cartography, especially 

triangulation.

7

Tanetaro Megata

Land survey in Okinawa Prefecture
Preparation under the leadership of  Tanetaro Megata

Provisional  Bureau of Land Surveys of Okinawa

Prefecture臨時沖縄県土地整理事務局1898‐1903
Land survey by specialized engineers 
I t d ti f T i l tiIntroduction of Triangulation

Assistant surveyor’s school 

A model of land survey  in overseas colonies : 

Taiwan; Korea  and Kwantung Province

Topographical maps were not prepared  

Colonial Cartography in Taiwan

Succession of Liu Ming‐ch’uan’s劉銘傳 land tax   

reform 清賦事業: 1886‐1888

Bureau of Land Surveys 臨時台湾土地調査局: 1898
‐1905

Introduction of triangulation after the inspection of  

the land survey in Okinawa prefecture: May, 1899

Cooperation of the Imperial Japanese Land Survey
Production of topographical maps was decided later.

Topographical maps台湾堡図 (1: 20,000, 1,466 sheets)

9

Triangulation points and leveling points
10

An Example of Cadastral map
11 12

Reprint of topographical maps (Taipei, 1996)
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Taipei in the 
topographical
map

13

Colonial Cartography in Korea

Succession of Korean land survey 光武量田(1899‐1904)

Tanetaro Megata (Financial Adviser of Korean Government) 

prepared the land survey, 1904‐1907

Bureau of Land Surveys 朝鮮総督府臨時土地調査局

1910‐1918

Staffs of  Bureau of Land Surveys in Okinawa and Taiwan    

were appointed as officers:  Magoichi Tawara (1869‐1944)

and so on

Extension of triangulation network from mainland Japan 

Topographical maps: 1: 50,000, 1: 25,000, 1: 10,000, 925 sheets

14

15
Reprint of topographical maps, 1: 50,000 (Tokyo, 1982) 京城 Seoul

17

“Traffic map” of strategically important area

Colonial Cartography in Kwantung Province

Department of Land Surveys関東庁臨時土地

調査部: 1914‐1924
Application of triangulation

h l hTopographical maps: 1: 25,000, 81sheets, 
1:10,000, 5sheets

Difficult confirmation of landownership 
because 
of the complicated customary land holding

18
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Jinxian of Kwantung Province, 1921
19

Region Period The 
beginning 

of 
triangulatio

n

The 
beginning 

of land 
form survey

Scale of 
cadastral 

maps

Scale of 
topo-

graphical
maps

Okinawa 1898 1903 1899 1 1 200

Summary of Japanese Colonial  Land Survey 

20

Okinawa 1898-1903 1899 － 1:1,200 －

Taiwan 1898-1905 1900 1902 1:1,200 1:20,000

Korea 1910-1918 1910 1913 1:1,200 1:50,000

Kwantung 
Province

1914-1924 1914 1915
(leveling)

1:1,200 1:25,000

Some Remarks on Japanese Colonial 
Cartography

1. Integrated map making: cadastral maps and 
topographical maps

2. Accumulation of  experience: plan and field 
survey

3. Transfer of innovation : Schools for surveyors 
and instructive example for land survey in the 
Republic of China  

4. First maps by modern cartography in each 
area

21

Modern Land Survey in the Republic of China

Office for Land Survey 経界局

1. Research on the land survey of mainland Japan, its 
colonies, Vietnam, France, Germany, Hong Kong 
and United States 各国経界紀要1915、台湾土地制

度考査報告書1915

2. Council of Land Survey: several surveying engineers 
who studied at the surveyor’s school of the Imperial 
Japanese Land Survey

3. A plan to integrate map making: cadastral maps 
and topographical maps

22

Japanese Colonial Cartography: An Overview

Land survey in mainland Japan: 
Cadastral maps prepared with traditional technology
Topographical maps prepared by military organization

Land survey in Okinawa and overseas colonies:
Surveying by specialist: engineers and their assistantsy g y p g
Introduction of triangulation
Integration of map preparing

Initiative of bureaucrats in colonial setting
Integrated  map making with advanced technology

Increased governmental income from land tax 
through the accurate measurement of the lands

23
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14th International Conference of Historical Geographers 
23–27 August 2009, Kyoto, Japan 
 
YAMACHIKA Kumiko (National Defense Academy of Japan), 
WATANABE Rie (JSPS Research Fellow (PD) Tsukuba University) ,  
KOBAYASHI Shigeru (Osaka University) 
 

The Route Maps of the Korean Peninsula drawn by Japanese Army Officers 
during 1880s 
 

Abstract  

During 1880s, Japanese Imperial Army dispatched young officers to China, Korea 
and Taiwan for intelligence gathering. Their mission was to prepare geographical 
handbooks and maps of strategic areas of East Asia, where contemporary Japanese 
military supposed to debouch. Recently the authors found a series of drafts of maps 
drawn by these officers at the Library of Congress in Washington, D.C.  In this 
presentation, we give an outline of this series of draft and examine their activities in 
field survey. Cartographic features of these drafts are also the target of the analysis.  

Most of the drafts are maps on middle scale (1: 100,000 or 1: 200,000) and describe 
main routes of Korea, which connect central places. The officers found bearings with 
compass and measured the distance by pace. The results were recorded on plotting 
papers. Among them, Chosen zen zu (A complete map of Korea, 1: 1,000,000) is 
remarkable because it is an index map of the routes which the officers surveyed. 

Chosen Hanto niju man bun no ichi zu (Maps of Korea on a scale of 1:200,000) were 
compiled from these drafts up to 1894 and distributed to the military units at the 
Sino-Japanese War (1894-1895). We confirmed that the Emperor Meiji also had perused 
this kind map according to those left in a collection of the National Institute for Defense 
Studies of Japan.  
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The Route Maps of the Korean Peninsula 
drawn by Japanese Army Officers during 1880s

The Route Maps of the Korean Peninsula 
drawn by Japanese Army Officers during 1880s
 YAMACHIKA KUMIKO1 , WATANABE RIE2, KOBAYASHI SHIGERU3

1 NATIONAL DEFENSE ACADEMY OF JAPAN  , 2 JSPS RESEARCH FELLOW(PD)TSUKUBA UNIVERSITY ,  3 OSAKA UNIVERSITY

2. Background of “Chosen zen zu”
During 1880s:Japanese Imperial Army dispatched young 
officers to China, Korea and Taiwan for intelligence 
gathering
Their mission: to prepare geographical handbooks and 
maps of strategic areas of East Asia
After the Imo Incident(1882):
Japanese officers could survey inside the Korean Peninsula

3. Research at the Library  of Congress , USA
About:  a series of drafts of maps drawn by Japanese officers 
at the Geography & Map Reading Room of the LC 
in Washington, D.C. 
Dates: Mar.2-10,2008 Sep.22-Oct.4,2008 Mar.3-13,2009
Cartographic features:  

routes; positions and sizes of villages; the topography
compass bearings      distances paced out 

(1) Road maps: at medium scale  (1: 100,000 or 1: 200,000)  
(2) Area maps: at large scale (1:2,000 )
(3) Brief maps

1. Aim of  this presentation
To give an outline of a series of drafts that Japanese

    Imperial Army drew during 1880s 
To examine their activities in field survey

4.  Analysis of “Chosen zen zu”

5. Conclusion
A lot of topographical information

  was given in a series of drafts 
The survey in Korea by Japanese 

   Imperial Army was begun earlier 
   than generally believed

These maps were distributed to 
   the military units during 
   the Sino-Japanese War (1894-1895)

An index map of the routes which 6 officers surveyed
A map of Korea, at a scale of 1: 1,000,000 ( in 69 sections)
Surveyors and years  indicates by colors and types of line 
Compilation of almost medium scale road maps

Table1 Maps of Korea before 1883

Table2 Maps of Korea in 1883-1887

G&M Reading RoomMadison Bldg of the LC

Kankoku zenzu : Isobayashi Taii ika rokumei, Meiji 16-nen yori 21-nen itaru ashiato shiteizu   G7900 1887 .K3 Vault
Geography & Map Reading Room (Madison, LMB01) 113.0×67.0cm

Isobayashi  taii footprint
Watanabe taii footprint
Kaizu taii footprint
Oka taii footprint
Tsukada chui footprint

1883
1884
1885
1886
1887

Chosen zen zu (Map of Korea)
 owned by the Library of Congress in Washington, D.C.

An Index Map of the Korean Peninsula 
at a scale of 1:200,000

“Road from 
Inchon to
Hansong”
(part)

The numbers in “Chosen zen zu”are 
    different from those in this map

This new numbers for this map are 
 written in pencil  in “Chosen zen zu”

This map was made  about 1894 when
  “Kasei toa yochizu”  was printed 

Emperor Meiji also perused this kind of map, 
 which is now part of “Chiyoda collection”of the
 National Institute for Defense Studies of Japan  

“Kasei toa yochizu”
printed in 1894 
(1:1,000,000*200%)

 by National Diet Library



広開土王碑への酒匂景信ルートの考察 

―明治期陸軍将校による手書き外邦図をてがかりに― 
山近久美子・渡辺理絵・小林茂 

１．アメリカ議会図書館所蔵の手書き原図 

報告者らは 2008～09 年にアメリカ議会図書館で外邦図の調査を行った。当館は旧日本陸軍作成の

1880 年代の中国に関する手書き原図を多く所蔵している１。このうち酒匂景信（1850-1891）作製の地

図として「北京近傍図」、「従江蘇省江寧府至山東省兗州府路上圖」、「山東省第一図～第四図」（明治 15）、

「従北京至牛荘旅行図」（明治 16）、「満州東部旅行図」（明治 17）を確認した。本発表では歴史地理学

の立場から、酒匂の地図作成の概要と広開土王碑までのルートについて分析結果を報告する。 

２．酒匂景信作成の地図について 

参謀本部は、有事に備え清国朝鮮沿岸の地誌地図作成を進めた。実地視察のため将校たちを現地に派

遣したが、その一人として陸軍砲兵少尉酒匂景信を 1880（明治 13）年に清国へ差遣、1883 年に帰国を

命じた２。一連の図は調査旅行の報告で 20 万分の 1 を基本とし、通行した道路と周辺の地形を描き、距

離は行進の速力から測った。着色図で集落規模、軍事施設、史跡も記す。標高は目算だが、後の清国二

十万分一図や假製東亜輿地図に採用され、酒匂作成地図は地図史上重要な役割を果たした。 

３．広開土王碑周辺地図の詳細 

 広開土王碑文将来者である酒匂の現地への経路は伝えられていない３。しかし「満州東部旅行図」に

は西は奉天、蓋州から東は鴨緑江、碑のある洞溝までが描かれる。この図の分析から、酒匂の現地への

経路はこれまで考えられていた鴨緑江を遡航したものでないことがわかる。また碑発見に関わる現存最

古の記録である「碑文之由来記」４は、図と比較すると将軍塚、満浦城、高山城などが一致する５ことか

ら、原文の内容は酒匂による可能性が高い。参謀本部は外邦の政誌地理に関する類纂彙輯も行ったが、

酒匂自身も朝鮮半島への関心は強かった。図には明治 17 年 6 月砲兵大尉酒匂景信と記され、提出され

た時期と当時の位階を裏付ける。一連の手書き原図は、これまで知られていなかった酒匂の旅行の実態

を伺わせる資料として価値を有する。 
                                                  
１小林茂・山近久美子・渡辺理絵 2008「初期外邦図の作製過程と特色」2008 年人文地理学会大会研究

発表要旨、42-43 頁。山近久美子・渡辺理絵 2008「アメリカ議会図書館所蔵の日本軍将校による 1880

年代の外邦測量原図」日本国際地図学会平成 20 年度定期大会発表論文資料集、10-13 頁。 

２広瀬順晧監修 2001『参謀本部歴史草案』第 1～7 巻、ゆまに書房。 

３佐伯有清 2005「広開土王碑文将来者の伝記拾遺」『日本古代史研究と史料』青史出版。 
４武田幸男 1988「「碑文由来記」考略」『榎博士頌寿記念東洋史論叢』汲古書院、277-296 頁。 
５ただし高山城は場所がちがう可能性がある。 
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8. 短報 

 
１．訂正 

外邦図研究ニューズレター6 号（2009 年）84-87
頁の、山近久美子・渡辺理絵「アメリカ議会図書館

蔵の日本軍将校による 1880 年代の外邦測量原図」

（『日本国際地図学会平成 20 年度定期大会発表論文・資

料集』2008 年、10-13 頁の転載）および同 101-102 頁

の小林茂・渡辺理絵・山近久美子「初期外邦図の作

製過程と特色」（『2008 年人文地理学会大会研究発表要

旨』2008 年、42-43 頁の転載）における村上勝彦氏の

解説論文（陸軍参謀本部編『朝鮮地史略 1』龍渓書舎、

3-41 頁）について、刊行時期の記載が誤っていた。

同解説論文の刊行時期は 1994 年ではなく、1981 年

である。前者の 86 頁右段、後者 102 頁右段の文献

目録の刊行年次を 1981 年とするとともに、前者 84
頁右段中央部 2 カ所および後者 10 頁左段最下行・

右段 11 行目の「村上（1994）」を「村上（1981）」と

訂正する。この訂正は、両要旨の原本（『日本国際地

図学会平成 20 年度定期大会発表論文・資料集』10-13 頁

および『2008 年人文地理学会大会研究発表要旨』42-43

頁）についても同様である。なお、この誤りを指摘

して下さった、村上勝彦氏（東京経済大学）に感謝し

たい。 
 
２．田中宏巳氏の『マッカーサーと戦った日本軍：

ニューギニア戦の記録』（ゆまに書房、口絵+649 頁、

2009年 8月）の刊行 

 外邦図研究に軍事史の専門家として参加していた

だいている田中宏巳氏（元防衛大学）の文献調査、現

地調査（日本・ニューギニア・オーストラリアの当時の

関係者へのインタビューをふくむ）にもとづく著作であ

る。日本の関与した第二次世界大戦における、ニュ

ーギニア戦の意義を示すもので、日本軍が充分な地

理的情報をもたずに、この地域での作戦が開始した

ことなど、この地域に関する外邦図の作製過程を考

えるに際して、参考になる点が少なくない。 
 
 
 

 田中宏巳氏の著作表紙 

 
３．牛越国昭（李国昭）氏の『対外軍用秘密地図の

ための潜入盗測〔第1編〕：外邦測量・村上手帳の

研究』（同時代社、xvi+432+X頁、2009年 10月）の刊

行 

 第5回外邦図研究会（2004年6月、お茶の水女子大）

や日本地理学会のシンポジウム「外邦図の基礎的研

究」（2004 年 9 月、広島大学）で発表していただいた

牛越氏は、中国大陸やシベリアで外邦測量にあたっ

た村上千代吉（1879-1938 年）の残した手帳の研究を

すすめてきた。この成果は全 3 冊の書物として刊行

される予定で、その第 1 編が「『外邦図』はどのよ

うに作られたか」という副題でこのほど刊行された。

刊行にあたって、その費用の募金がおこなわれた。

一般書を期待していたが、注や参考文献のついた学

術書風のスタイルをとっている点は注目される。冒

頭に外邦図関係の図を、末尾に年表を配置している。

あつかう時期は、ところどころで前後するが、明治

初期から日露戦争後である。外邦図研究会やそのメ

ンバーの成果や提供資料に関する言及も見られる。

以下、その構成を示す。 
 
はしがき 
資料・史料について 
凡例 
第一編 「外邦図」とはどのように作られたか 
五万分一図への想い（はじめに） 

79



第一章 日本の近現代地図政策の特質 
（一）明治国家の形成と軍用地図 
（二）軍用地図政策の確立 
（三）「外邦図」・外邦測量時代への突入 

第二章 参謀本部将校派遣制度と朝鮮・中国の軍用

地図 
（一）承前 
（二）中国での偵察・諜報活動の始まりから台湾

侵攻前後 
（三）外征軍隊の構築と参謀情報将校派遣制度の

確立 
（四）清国将校派遣制度の改訂と「隣邦地図編製

条規制定の儀」 
（五）朝鮮での参謀情報将校の活動 
（六）隣邦二〇万分一図の完成から外征戦争へ 

第三章 「外邦図」―侵略戦争のための対外軍用秘

密地図 
（一）「外邦図」とは何か 
（二）「外邦図」作製の本格化と列強国の東アジア

測量・地図作製 
（三）「外邦図」断章―対外軍用地図の秘密解除 

第四章 臨時測図部創設の意義―外邦測量の本格展

開 
（一）外邦測量について 
（二）戦時測量班について 
（三）臨時測図部創設とその意義 

第五章 甲午日中戦争時臨時測図部による測図活動 
（一）第一次臨時測図部の活動 
（二）第二次臨時測図部の活動（1） 
（三）第二次臨時測図部の活動（2） 
（四）威海衛占領下の測図 

第六章 甲午日中・日露戦間期の秘密測量 
（一）甲午日中戦争直後の秘密測量 
（二）義和団義挙鎮圧戦争と対中国測量 
（三）日露開戦直前の秘密測量 

第七章 日露戦争と臨時測図部の活動 
（一）臨時測図部の編成と第一次派遣 
（二）測図手の召募による地形三個班の増派 
（三）臨時測図部活動の成果と評価 

第八章 臨時測図部の一九〇七年新編成 
（一）日露戦後と軍用地図の渇望 

（二）〇七年臨時測図部新編成の意義 
第九章 〇七年体制の破綻と完全な潜入秘密測量体

制への移行 
（一）一九〇七年から一二年までの外邦測量の概

要 
（二）本格的な潜入盗測 単独秘密測量体制への

移行 
（三）「外邦図」の評価について 

第一編のまとめ 
年表 

 牛越国昭氏の著作表紙 

 
４．松岡資明氏の『日本の公文書：開かれたアーカ

イブズが社会システムを支える』（ポット出版、194

頁、2010年 1月）の刊行 

 日本経済新聞文化部の松岡資明氏は、たびたび外

邦図研究会を取材され、これに関する記事も執筆さ

れている。その松岡氏の大きな関心を示すのが本書

で、公文書がその主題となっている。日本における

公文書の保存や公開、デジタル化などの現状と問題

点が検討され、その中に外邦図が位置づけられてい

る。外邦図および外邦図デジタルアーカイブは「知

られざる“負の遺産”」というタイトルで 72 頁から

81 頁にかけて図もまじえて紹介されるが、私たちに

とって注目されるのは、外邦図に類似する資料の現

状である。これを検討することによって、今後の外

邦図研究と外邦図デジタルアーカイブの整備のあり

方について大きな示唆が得られると考えられる。以
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下、その構成を示す。 デジタル時代のアーキビスト 
はじめに あとがき 
Ⅰ 公文書管理法はなぜ、必要なのか 巻末資料 
公文書管理法は何のための法律か 日本の公文書館一覧 
「公文書」は国民共有の知的資源 参考 URL 一覧 
情報公開とアーカイブズ 
日本の現実 
杜撰な文書管理は日本の伝統か？ 

Ⅱ 公文書管理法の成り立ち 
公文書管理法成立へ 
公文書管理法 
公文書管理法の課題 

Ⅲ 深くて広いアーカイブズの海 
深くて広いアーカイブズの海 
知られざる“負の遺産” 
記録は時代の証人―1 市川房枝 
記録は時代の証人―2 満鉄・藤原豊四郎 
記録は時代の証人―3 横浜正金銀行資料 

 松岡資明氏の著作表紙 
記録資料は力 

Ⅳ デジタル化の功罪  
研究資源共有化システム ５．ウェブページ「外邦図研究プロジェクト」を公

開中 SMART-GS 
デジタル化と MLA 連携 「外邦図研究プロジェクト」のウェブページを公開

しています。これまで刊行した『外邦図研究ニュー

ズレター』1～6 号、および、『終戦前後の参謀本部

と陸地測量部―渡辺正氏所蔵資料集―』の全文、な

らびに、大阪大学が所蔵する外邦図の目録を PDF
ファイルでご覧いただけます。ウェブページのURL
は以下の通りです。 

デジタル・ジレンマ 
Ⅴ 記録資料を残す意味 
新潟・中越地震ボランティア 
熊本県・宇城市アーカイブズ 
公文書以外のアーカイブズ・建築、音楽、漫画 
公文書以外のアーカイブズ・公害裁判、学徒出陣、

労働資料 http://www.let.osaka-u.ac.jp/geography/gaihouzu/ 
Ⅵ 記録資料を残すには  
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